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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Mission01　どうしたんすかラピスさん






　草くさ薙なぎタケルの朝は早い。

　朝五時に起き床しようし、七時まで週三の牛乳配達の仕事をこなす。仕事場でそのまま朝食を済ませ、登校までの空き時間で剣けんの鍛たん錬れん。朝八時、登校。午後八時頃ごろまで学業と小隊活動に時間を費ついやし、下校と共にそのままバイトへと出かける。

　バイトは二つ。コンビニと居酒屋で、曜日の入れ替かわりでシフトを調整している。コンビニは楽ではあるが深夜一時まで、居酒屋はハードだが一一時には家に帰してもらえる。

　それらの仕事を終えて家に帰り、ささっと風ふ呂ろに入ってようやく就しゆう寝しん。

　睡すい眠みん時間は短くて三時間、長くて五時間だが、牛乳配達が無い日はぐっすりと休むことができる。これがタケルの平日のスケジュールだ。

　そして休日は、朝に配達、昼にコンビニ、夜に居酒屋とだいたいフルで働いていた。

　タケルがこれだけ苦労をして金を稼かせいでいる理由は、父親の残した借金と生活費、そして妹の維持費を稼ぐためだった。

「フッ……！　フッ……！」

　今日は日曜日、現在時刻は夕方五時だ。

　タケルはアパートの中庭で、朝五時からぶっ続けで剣けん術じゆつの稽けい古こに励はげんでいる。珍めずらしいことに、今日は牛乳配達もコンビニも居酒屋も全すべて休みだった。身体からだを温めるために二〇キロのランニング、単純な素す振ぶりを千回、対人用である真しん明めい流の技わざの復習、対人外用の諸もろ刃は流の技の復習、掃そう魔ま刀とうを交えてそれらの技の応用。

　以上の訓練をタケルは朝、昼、晩とぶっ続けで行っていた。

　草薙諸刃流を取得した者にとってはこれでも足りないくらいだ。一日でも怠おこたれば三日分腕うでが衰おとろえると、タケルは小さい頃ころから教わっていた。

（だいぶ勘かんが戻もどってきた……今日の残りの時間で、できるだけ成長してみせる……！）

　構えを変えて、掃魔刀を発動。スローになった世界でタケルは剣を振ふるった。

　木刀が空気を切り裂さく度たびに風が巻き起こり、庭の草木がたなびく。

　袈け裟さ斬ぎりを二度行い、突つき。続いて上段から剣を振り下ろそうとした瞬しゆん間かん、

「──ぬぁ!?」

　目の前に、瑠る璃り色の少女が立っていた。

　タケルは少女の脳天に木刀が直ちよく撃げきする寸前で腕を止めた。

　剣圧で巻き起こる風に、少女が目を細める。

　タケルは慌あわてて飛び退のいた。

「ラピス……！　いきなり前に出たら危ないだろうっ!?」

　青ざめた顔で言うと、ラピスは相変わらずの無表情で、ガラス玉みたいな瞳ひとみをタケルへ向けていた。

　いや、正確にはタケルにではなく、タケルの持つ木刀へと向けていた。

「……宿主、その剣は何ですか？」

「？　何って……木刀だけど」

「…………………」

　ラピスは木刀から視線を外し、タケルを見た。

「浮うわ気きですか？」

「……へ？」

「私との契けい約やくは解除し、その木でできた棍こん棒ぼうの出で来き損そこないに鞍くら替がえすると、そういうわけですね？」

「い、いや待て、話が見えねぇ……ただの木刀だぞ？　今鍛錬の途と中ちゆうで、別にこの木刀は──」

　そこまで言って、タケルはラピスが何か巨きよ大だいなものを背負っていることに気づく。

　唐から草くさ風ふ呂ろ敷しきというのだろうか。まるまると太った緑色の布を背負っていた。

　見た感じ、泥どろ棒ぼう？

「その大荷物、どうしたんだ？」

「日用品です」

「日用品？」

「はい。服や歯は磨みがき、愛用の枕まくらなどです」

　…………。

　一瞬、耳を疑った。ラピスが歯磨きとか愛用の枕とか口走るとは思いもしなかったのである。魔導遺産であるレリックイーターに、はたしてそんなものが必要なのだろうか。

「……なんでお泊とまりセット？」

「これからしばらく、宿主と寝しん食しよくを共にさせていただきます」

「なにゆえ!?」

「兄妹きようだいという仮かり初そめの関係に違い和わ感が無いように、宿主のそばで生活を共にする必要があると考えます」

　兄妹と言われて、タケルは首を捻ひねった。

　そういえば、だいぶ前にそんな『設定』でラピスも学園に通ったことがあった。ラピスの『契約者のそばにいたがる』という性質に対応するためのものだった。最初こそクラスメイトに本当に妹なのかと尋たずねられたことはあったが、基本的に学園の生徒達は自分の成績にしか興味が無いので次し第だいに彼女のことについて聞く人間はいなくなっていった。

「どうしていまさらそんなこと……」

「…………」

　タケルが疑問を口にしても、ラピスはじっとタケルを見つめるばかりで何も答えてはくれなかった。

「とにかく、私は今日からしばらく草薙ラピスです。さっそくですが、ご近所の皆みなさんに挨あい拶さつに行こうと思うのですが、同行していただけますか？」

「ま、待て待て……この計画を聞いた当初も思ったんだけど、やっぱりお前が俺の妹ってのは無理があるって。これっぽっちも似てねぇし、そもそもそんな風に偽いつわる必要なんか──」

「大だい丈じよう夫ぶです。予習は完かん璧ぺきですので」

　言って、ラピスは風呂敷を開いて中から数冊の文庫本を取り出した。

　可愛かわいらしいイラストが描えがかれた本、いわゆるライトノベルというやつだった。どの本にもタイトルに『妹』の文字が見え、表紙に描かれた女の子は例外なく扇せん情じよう的な格好をしている。

「ラピス……そういう本はフィクションであってだな……実際の兄妹ってのは」

「顔が似ていないのなら義ぎ妹まいという設定にすればいいのです。参考文ぶん献けんでは実妹よりも義妹という設定の方が多いですし、恐おそらくその方が体てい裁さい的に都合がいいのでしょう」

「どんな都合だ」

「義理ではご不満なのですね。さらに上をいく背徳感がお好みですか？」

「お前絶対兄妹を勘かん違ちがいしてるだろ？」

　嚙かみ合わない会話にツッコミを入れるタケルであったが、どういうわけかラピスの意思は固かった。

　結局タケルはなし崩くずし的にラピスと半同居生活をするはめになった。







　翌日早朝。

　タケルは息苦しさで目を覚ました。

　タケルの寝ね起おきがあまりよろしくないのはいつものことだった。過去にいろいろあったおかげで夢にうなされることなど珍しいことではないのである。

　こうして夢から覚めて目を開けても、視界に赤く燃える炎ほのおの幻げん影えいが……。

「…………」

「…………………おはようございます。お兄ちゃん」

　前に何度かそう呼ばれたことはあったが、正直あまりいい気はしなかった。

「おはようございます……」

　タケルはおはようを返し、寝ぼけながらラピスを見る。

　ラピスの格好はいつものドレスではなく、裸はだかにワイシャツだった。

　ラピスは仰あお向むけに寝転がっていたタケルに馬乗りになっている。

　なるほど。妹だから、その格好で兄をお起しにきたというわけだ。

　納なつ得とくする。確かに朝起こしにくるというのはフィクションにおける妹のお約束だ。

　格好としては制服姿がベストなのだが、まあそこはツッコムまい。

　寝起きで頭が回っていないというのが一番の理由ではあるのだが、タケルはもはやこの程度で動どう揺ようしたりはしない。三五試験小隊の隊長で、隊内ただ一人の男児である。しかもラピスのこの密着度は今に始まったことではないし、女性に対する耐たい性せいはそれなりに備わっている。

　正直、慣れもするのだ。

　アホなことやってないでどきなさい、そう言おうとした時だった。

　ラピスが身体をスッとタケルの下半身までスライドさせて、突とつ然ぜんタケルのジャージの社会の窓を開放したのだ。

　ギョッとした。ラピスがトランクスの下のアレに手をかけようとしたので、タケルは腰こしを引っ込めて飛び退き、壁かべ際ぎわに張り付いた。

「ちょ……あの、ラピスさん、あのね……？」

「？」

　ラピスはタケルが腰を引っ込めたせいでストンと布ふ団とんに尻しり餅もちをつき、不思議そうに小首を傾かしげていた。

　きょとん、である。

「きょとんじゃなくてね？　な、何してんの何してんの？」

「？　男性は、特に宿ぬ……お兄ちゃんくらいの年頃の男子は朝の生理現象の処理に手を焼いていると参考文献にあります。そういった朝の処理を担当するのは妹の勤つとめ──」

「待て待て待て待て、待て、この世界のどこにそんな妹がいるんだ」

　ラピスは布団の下から一冊の文庫本を取り出して、挿さし絵えのページを開いて指さした。

「ここに」

　そこには悪戯いたずらっぽい表情をした妹らしきキャラクターが、兄のアレを──。

「…………」

　ガン見してしまった。この少女は朝っぱらからなんてものを見せるのだろう。というか大丈夫なのか最近のライトノベル。

　タケルが顔を引きつらせると、ラピスは顎あごに指を当てて少しだけ目を細めた。

「私は何か間違えているのでしょうか」

「間違っているか間違っていないかで言えば赤信号で止まっている車に生身で体当たりをかますぐらいに間違ってるな」

　下手なフォローを入れてしまえば朝の処理とやらを続行しかねないので、ここは全力で間違いだということを示しておく。

　ラピスは布団の上で正座をしながら、ペラペラと文庫本のページを捲めくり、思考をめぐらせる。

「……この場合は兄の処理をするのではなく、兄を処理するという解かい釈しやくの方が正しいのでしょうか？」

　全力で首を横に振った。

　昨今、フィクションに登場する妹達が精神に異常をきたし、兄に対して愛あい憎ぞう入り交じった感情を抱いだいていたりするが、そんな妹はフィクションの中だけで十分である。

　少なくともタケルの知っている妹は兄に対してそんな感情を抱いていたりはしない。

　断じて抱いたりはしないのだ。

　タケルはラピスが持ってきた参考資料がいちいち間違っているということを説明した。

　昨日は訓練疲づかれで眠ねむってしまったが、どうやらラピスの妹なりきり大作戦は続行中らしかった。







　登校時。

　自室で着き替がえを終え、タケルはいつも通りに学園への並木道を歩く。

　いつもと違うのは、隣となりに妹を自じ称しようする瑠る璃り色の幼女が腕うでにしがみついていることだった。

　無表情で、まるでコアラか何かのようにがっちりと腕を摑つかんでいる。

　ラピスはいつもの瑠璃色のドレスではなく、対魔ま導どう学園の制服を着ていた。

「なあ……ラピス」

「はい。何でしょう。お兄ちゃん」

　お兄ちゃん。聞き慣れた呼び方ではあるが、ラピスから聞くと何故か背骨のあたりがムズムズした。

「兄妹ってのはな……別に腕を組んで歩くような関係じゃないんだぞ」

「参考資料の妹はだいたいがこのように兄に対して恋れん愛あい感情を抱いているか、もしくは暴力的で兄に辛つらく当たるのに、実のところそれらの行いは好意の裏返しという設定でした。後者がお好みで？」

「前者でお願いします」

　即そく答とうだった。

　暴力的なラピスとか勘かん弁べんしてほしい。無表情でこちらを殴なぐってくる姿など想像するだけでも恐ろしい。

「ラピス、さっきも言ったけど、その参考資料は現実では参考にしちゃいけないタイプの書物なんだって……」

「禁書の類たぐいなのですか？」

「そこまでは言わねぇけど……現実と二次元を履はき違えちゃいけねぇよ？」

　なんで幼女にこんなこと言わなければならないのか……タケルは頭痛を覚えた。

「しかし見てください、お兄ちゃん。この本の帯には『全世界、全時空、全平行世界のお兄ちゃんへ捧ささげるライトノベル』と書いてあります」

「…………」

「金帯です。受賞作です」

　なんて帯をつけやがるんだ出版社。さしものタケルも本屋で見かけたら思わず手にとってしまいそうだった。

　しかしラピスのこのこだわりようはなんだろう。もしかしてこの本を気に入ってしまったのだろうか。魔導遺産であるラピスに限ってあり得ないだろうが、もしそうなら困りものだった。

　妹になろうとしている行動にどういう意図があるのか、タケルがいくら問いただしても教えてもらえなかった。ラピスがここまで頑かたくなにしゃべろうとしないのは珍めずらしいことである。

　とりあえず精神衛生上よろしくないのでラピスから文庫本を没ぼつ収しゆうし、二人で学園へ歩み行く。タケルもこの時は「前と同じで、しばらく放置すればまた元通りになるだろう」と楽観的に構えていた。

　見通しが甘かったと思い知るのは、学園に着いてすぐだった。







　学園での一限目の授業が始まった。

「それじゃ、今からこのあいだの小テストの結果を発表する。各自、自分の知識がこのクラスでどの程度なのかを自覚し、向上心を高めてほしい」

　開始早々、担当教師がそう言って、テスト結果をタッチパネル式の巨きよ大だいディスプレイに表示させた。対魔導学園で行われる試験の類は、解答用紙が生徒に戻もどされることはない。解答用紙はデータベースに保存され、全生徒が閲えつ覧らんできるように管理されていた。

　一応生徒達の焦しよう燥そう感や向上心を煽あおるためのシステムらしいのだが、タケルからすればさらし者にされている気分だった。

　タケルは端はなっから結果が分かりきっていたので、特に動揺や高こう揚よう感を覚えることなく表示された解答用紙に目をやる。

　点数は一〇〇点満点中、二〇点。タケルとしてはむしろ善戦した方であったが、この学園の対魔導史の平均点は八〇点なのだ。座学の成績が悪いとされているうさぎですら七五点を取得している。

　周りからクスクスと笑っている声が聞こえてきた。テストの結果が発表された際の恒こう例れいとでも言おうか、このクラスの生徒達はまずタケルの解答用紙を見るのである。そしてその素すっ頓とん狂きような解答の数々を見て、クスクスと笑うのだ。

　誰だれの答案用紙も閲覧可能というのはこういうことなのだ。成績優ゆう秀しゆう者は自分より下の者に対して愉ゆ悦えつ感に浸ひたり、自分より上の者を妬ねたむ。そして結果が出せなかった者は周りから笑われ劣れつ等とう感を煽られる。

　焦燥感と向上心のためとは言うが、正直言って生徒達の精神衛生上あまりよろしくないとタケルは思う。

　慣れっこなのでもはや惨みじめな気持ちにすらなれない。昔は勉学の才が無い自分を呪のろいもしたが、今となっては割り切ってしまっていた。

　と、そこで突然真横からパチパチという拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

　ぎょっとして横を見ると、ラピスがこちらを見上げながら拍手をしていた。

　ぎょっとしたのはそこではない。いつもの縦巻ロールの髪かみがストレートになっている。俗ぞくに言う姫ひめカットという髪型だ。

　そしてラピスは、無表情で拍手をしながら、

「──さすがです、お兄様」

　パチパチパチパチ……。

　何故か呼び方も変わっていた。

「将来異い端たん審しん問もん官になってもミジンコほどの役にも立たない対魔導史のテストを本気で挑いどむ必要が無い、そんなところで労力を費ついやす必要は無い……と。さすが聡そう明めいなお兄様です」

「は!?　い、いや待て、そんな意図は無い……俺は単純に」

　馬ば鹿かなだけで……そう言おうとした時、教師がタケルをじろりと睨にらんだ。

「それは本当なのか草薙？」と教師の瞳ひとみが問いかけてくる。クラスの生徒達も蔑さげすむような視線を投げかけてきていた。

　待て待て何だこの空気。ラピスの言葉をそのまま受け取るならクレバーでストイックな学生に見えなくもないのだが、今まで散々な成績でおまけに雑魚ざこ小隊の隊長であるタケルがもしそんなことを思っていようものなら、負け惜おしみにしかならない。

　たとえ落ちこぼれの劣等生であっても、なんかそれは嫌いやだ。

「そ、そんなわけないでしょう!?　俺の成績は接近戦せん闘とう訓練以外ご覧の通りというかご覧の有様で……別に狙ねらってやってるわけじゃないし負け惜しみでもない！」

「さすがお兄様です。知識などという土ど壇たん場ばで無用の長物と化す代しろ物ものは捨て置き、実戦で役に立ち、なおかつ自分のポテンシャルをフルに発揮できる接近戦闘技術のみを集中的に会え得とくなさっている。普ふ通つうの人間ならば、なかなかそこまで割り切れるものではありません」

「ち、ちげっ……俺はほんとに剣けん術じゆつ以外能が無いだけでッ！」

「嘆なげかわしいことに、剣術は学園では評価されない分野です。誰も認めなくても、ラピスはそんなお兄様をお慕したい申し上げております」

　そんなことを無表情で言われても嬉うれしくなかった。

　いったいなんなんだこの間違った方向への褒ほめ殺しは……何より何故髪型を変えている？

　そこまで考えて、ラピスの机にある教科書の下に一冊の文庫本があることに戦せん慄りつした。

（──べ、別の参考資料が用意されている……だと……!?）

　ラピスが様々なタイプの妹キャラを参考にしようとしていることに気づいたのはこの時だった。




　そこからはいろんなタイプの妹実じつ践せんのオンパレードだった。

　褒め殺し妹に続いて、唐とう突とつに人生相談をしてくるツン妹、前世に恋こい人びと同士で世界を守るために戦ったとか言い始めるちょっと電波な妹、歯は磨みがきプレイなるもので勝負をしようとしかけてくる妹、リボンの色で性格が変わる妹……などなど、いろんな参考資料から妹の設定を拝借してきていた。

　なまじ髪型が自由自在なのでどれもクオリティは高かったが、表情はそのクオリティに伴ともなわず無表情。

　いい加減リアクションするのも疲つかれてきて、昼休みに入る頃ころにはタケルはげっそりとして机に突つっ伏ぷしていた。

「……草薙、さっきからミスティルテインの様子がおかしいように見えるのだが……」

　そんなタケルの席へ桜おう花かと小隊メンバーがやってくる。

「前々からベタベタしてる子だったけど、なんか今日はいつもよりやけに近いわよね！　あんた達もしかして何かあった!?」

　マリが疑いの眼まな差ざしを向けながら、問い詰つめるようにタケルの顔を覗のぞき込んでくる。

　続いてうさぎも、タケルの机に両手を打ち付けて責め立てるように睨んできた。

「彼女は草薙にとって必要不可欠な存在ですからずぅぅぅっと我が慢まんしてきましたが、今日という今日は我慢なりませんっ！　なんなんですか今日のあの密着度は！」

　バンバン机を叩たたかれて、タケルは萎い縮しゆくする。

「なんで俺が責められてんのかわかんねぇ……！　俺にだって何がどうしてこうなったのか……！」

「あんなにしゃべっているあの子、初めて見たわ。そういえば、今日は一いつ緒しよに登校していたわよね？　もしかして一緒に住んでるのかしら？」

　ニヤニヤしている斑鳩いかるがの余計な一言で、他三人の視線がさらに鋭するどくなる。

「い、一緒に登校だと!?」

「住んでるの!?　一つ屋根の下で!?」

「どぉいうことなんですかぁ草薙ぃ！」

　三人に詰め寄られ、うさぎからは胸むなぐらを摑つかまれる始末だった。

　このままでは話が勝手に進み、何故か自分が悪いということになってしまうだろう。

　確かに昨日はラピスと一夜を共にしたが疲れ切って早々に眠ねむってしまったし何も無かった……いや、今朝方危あやうく貞てい操そうの危機に遭あったのだがそれはラピスではなく自分の方であって……。

　正直に言おうにも言い訳をしようにも苦しい状じよう況きようにタケルが苦く悩のうしていると、

「おにーちゃん、いっしょにおべんとうたべよー」

　すんごい棒読みな声が背後から聞こえてきて、タケルは振ふり向いた。

　そこには縦巻ロールの髪をツインテールにしたラピスが、重箱のお弁当を両手に持って立っていた。

　いろいろツッコミたいところだが、髪型のインパクトに全部持って行かれる。

　縦巻ロールをツインテール……ジャングルにいそうな昆こん虫ちゆうの触しよつ覚かくみたいだった。

　メンバー全員で絶句していると、ラピスがとてとてと近づいてきて机に重箱を置き、隣となりの席から椅い子すを持ってきて何食わぬ顔でタケルの真横に腰こしを下ろした。

　そして、重箱をパカリと開けると、卵焼きを箸はしで摘つまんでタケルの口元へ持って行く。

「はい。あーん」

「……お次は何だ？」

　げっそりしながらタケルが問うと、ラピスが答える。

「おべんとうをいっしょにたべようとおもったの」

　超ちよう棒読みだった。

「妹とお弁当に何の因果関係があるんだよ……」

「兄に対して献けん身しん的な妹もいると、参考資料から学習しました。毎朝お弁当を作って一緒に食べようとする鬱うつ陶とうしい存在が妹なのだ、とあります」

「……鬱陶しいんだ」

「はい。あーんしなさいよー」

　何故か最後だけ命令口調で言って、ラピスが卵焼きを押しつけてくる。

　口を開けて卵焼きを食べてしまいそうになったが、そこで小隊メンバーがこちらをもの凄すごい形相で睨んでいることに気づき、タケルは慌あわてて誤解を解こうとした。

　昨日から何故かラピスが妹になろうとしていて、止めても聞かないし事情も話してくれないということを丁てい寧ねいに説明する。

　だが説明が終わった直後、突とつ然ぜんマリが頰ほおを膨ふくらました。

「じゃあ、あたしもタケルの妹になるもん！」

　何が「じゃあ」なのか、何が「もん」なのかよくわからない。

　マリがほっぺたを膨らましながら帽ぼう子しを引っぺがし、ポケットから輪ゴムを取り出して、頭の両サイドの髪を結んでツインテールにする。

「どーよ？　ほら、おにーちゃん！」

「「「「…………」」」」

「…………な、何か言いなさいよ！」

　鏡を見て自分でも微び妙みようだと思ったのか、泣き出しそうな顔でマリがみんなを見る。

「正直マリのツインテールは……ど、どーなんだろうな？　なあ、お前ら？」

「髪の長さが足りなくてお子様みたいになってますわね」

「何故なぜだ……私には見えるぞ……貴様の背中に赤いランドセルが見える」

「ちょっと待ってなさい。小隊室にストックがあったから持ってくるわ。赤と黒どっちがいいかしらね？」

「──時間差で正直すぎる感想ゆーな！」

　マリが轟ごう沈ちんすると、続いてうさぎがオホンと咳せき払ばらいをして鞄かばんから可愛かわいらしいピンクのお弁当箱を取り出す。

「よ、よくわかりませんけれど、お料理上手の妹であるならば、わたくしを差し置いて他に適任はおりませんわよ？」

　蓋ふたを開けて、箸で肉じゃがを摘み、ラピスに負けじとタケルの口へ運ぼうとする。

「いや待て。おかしい。ちょっと待とう。なんでお前らも俺の妹になろうとしている？」

「ほ、ほら、草な……じゃないっ、ほ、ほ、ほにぃちゃん……あ、あーん」

　ラピスの卵焼きとうさぎの肉じゃがに挟はさまれながら、タケルは顔を引きつらせる。

　さらには、

「妹なら私にもいたぞ！　妹のことなら私も負けん！」

「鳳おおとりはいったい何を張り合ってるんだ！」

「く、草薙とは好物が一緒だ！　二人ともあんパンが大好きだ！　言ってしまえば草薙と私はあんパン兄妹きようだいということになる！」

「理り屈くつがおかしいし何だあんパン兄妹って！」

　どちらかというとあんパン姉弟きようだいな気がしないでもない。桜花は顔を赤くしながらハァハァと荒あらい息を吐はき、ビニールごとあんパンをタケルの頰に押しつけてくる。

「ほ、ほら、お前の好きなあんパンだぞ……！　ありがたくいただくがいい！　あ、あ、あ、あ、兄者よ！」

　三つどもえの争いに巻き込まれる中、タケルが呻うめいていると、珍めずらしく大人しく傍ぼう観かんに徹てつしていた斑鳩が険しい表情をしていた。

「くっ……！」

　斑鳩は悔くやしげに眉み間けんに皺しわを寄せて、白衣を脱ぬぎ捨てるとそのままブラウスのボタンを外しにかかった。

「何故脱ぐ!?」

「私が妹を演じても滑こつ稽けいにしかならないわ……痛々しいだけなのよ……！　妹という存在からほど遠くて、料理の心得もない私にどうしろというの……!?　私にはもう──脱ぐしか！」

「無理すんな！　無理して参加しようとすーんーなっ！」

　小隊全員（？）が妹になろうとしているという地じ獄ごくのような状況の中、ラピスの卵焼きが他の二人のおかずをかいくぐってタケルの口に突っ込まれる。

　桜花とうさぎの舌打ちが聞こえたが、タケルはやむをえず卵焼きを咀そ嚼しやくした。

「おいしいですか？」

「…………ごめん、正直、なんか、味がよくわからん」

　甘くもなくしょっぱくもなく、美味おいしいとも言えないし不味まずいとも言えない。

　実に曖あい昧まいな味だった。正直な感想を述べると、何故かラピスはこくんとタケルに頷うなずいて親指をグッと立てた。

「これが俗ぞくに言う、愛妹弁当というやつです」

「…………」

「曖昧と愛妹をかけています」

　今までのツインテール妹のくだりが何だったのかと思うほどに、実にしょうもない駄だ洒落じやれオチが待っていた。

　たぶん、さすがにラピスもネタ切れだったのだろう。

　曖昧な味の弁当をラピスからあーんされ続けている最中に、マリがタケルの机にドンと両手をついて立ち上がる。

「で!?　なんでラピスちゃんが妹なの!?」

「それは俺が聞きたいところなんだって……」

　マリに詰め寄られながらタケルが言うと、壁かべに背中を預けて立っていた桜花が、訝いぶかしげにラピスを見た。

　タケルの横に座り、彼の腕うでを抱だきしめたまま微び動どうだにしないラピスに、桜花は明らかな敵意を向けている。

「そういえば、以前にも妹として学園の生徒に溶とけ込もうとしていたことがあったな……あれは理事長の指示だったが、今回は何故だ？」

「…………」

　ラピスは桜花の問いに答えようとはせず、最後のタコさんウィンナーをタケルの口に放ほうり込んでいる。

「……何かよからぬことを考えているのではあるまいな？　気をつけろ草薙、レリックイーターも所しよ詮せんは魔ま導どう遺産だ。くれぐれも警けい戒かいは怠おこたるな」

　桜花は気に食わなそうにふんと鼻を鳴らす。

　ラピスはどういうわけかタケル以外の人間とあまりコミュニケーションを取ろうとしない。おかげで小隊メンバーとはいつまで経たっても打ち解けなかった。

　タケルとしてもラピスが何を考えているかなどわかるはずもなく、唐とう突とつに現れてはいつもひっついてくる彼女をどう扱あつかっていいものか決めかねているところがあった。

　タケルが頰を指で搔かきながら見ていると、ラピスの感情が全く見えない瞳ひとみが見上げてきた。

「…………」

　目と目が合ったまま数秒見つめ合う。

　やはり何も見えてこない。彼女が何を求め、何をしようとしているのか、タケルにはまるでわからなかった。

　ラピスはタケルの腕をぎゅっと抱きしめて、頰をすり寄せて目を細めてくる。そして、そこから上うわ目め遣づかいでタケルを見上げた。

　その仕草が猫ねこみたいで、タケルは苦く笑しようを漏もらした。

（がんばってるけど、やっぱ妹って感じじゃねぇよな……）

　今日一日、ラピスは一いつ生しよう懸けん命めいにタケルの妹になろうと努力していたようだが、タケルにはどうしても彼女を妹として見ることはできなかった。

　だからというわけではないが、タケルは無む性しように妹のことが恋こいしくなった。

（会いに行ってみるか……久しぶりに）

　タケルは目を細めながら、ラピスの頭を撫なでた。

「…………」

　ラピスはいつものように瞳をタケルへ向けるばかりだ。その瞳の奥に微かすかな感情が宿っていたことに、タケルは気づかなかった。







　学業を終え、小隊活動も終わった夜一二時。

　タケルは慣れ親しんだ場所に足を運んでいた。重い重い抗魔素材でできた扉とびらを幾いく重えも越こえて、身体からだを何度も何度も洗せん浄じようし、審しん問もん官による厳重な警備を乗り越えた先に、その場所はあった。

　ガチャンガチャンと重苦しい機械音が響ひびき、最後の扉が開く。

　そしてその先に、タケルにとっての安らぎがあった。

　ガラスの向こうにぽつんと座る一人の少女が、こちらを向いて微笑ほほえんでいる。

「──久しぶり、お兄ちゃん」

　だからタケルも、同じように笑顔を返すのだ。

「ああ、遅おそくなってごめんな、キセキ」

　いつものように、いつもの笑顔で、いつもの言葉で妹が迎むかえてくれる。

　だからタケルはいつものように、椅子に座って向かい合った。

　もう何度となく繰くり返してきたやりとりだ。

　隔へだたりの向こう側にいる少女がタケルの妹、草薙キセキだった。

　キセキは前まえ髪がみの長さを気にして指先でいじくりながら、うつむき気味にタケルを上目遣いで見つめてくる。

「ず、ずいぶん急な面会だね……いきなりで、ちょっとびっくりしたよ」

「悪い、迷めい惑わくだったか？」

「そ、そそそんなことあるわけないよ！　う、嬉うれしいよっ、とってもとっても嬉しいよっ」

　慌てて否定し、もじもじと身を捩ひねらせるキセキにタケルは微笑む。

「急にお前の顔が見たくなってな……友達の話に、妹の話題が出てきてさ」

　顔を見たくなったと言われて、キセキは顔を赤く染めた。

　タケルは今日あったことをキセキに噓うそを交えて話す。わけあって禁きん忌き区域最さい奥おう監かん獄ごくに幽ゆう閉へいされているキセキには、禁則事じ項こうに触ふれる言葉を伝えることが許されていない。

　二人を隔てるガラスに見えるこの壁もディスプレイだ。キセキはタケルの目の前にいるわけではなく、別室のカメラで写された映像を目の前にしているだけに過ぎなかった。

　タケルにとってはこれが家族の団だん欒らんであり、妹と会話できる唯ゆい一いつの手段だった。

　幽閉されている妹のために、タケルは月に一度くらいの頻ひん度どでここへやってきて、外の世界の話をする。

　歪いびつだとしても、これがタケルにとっての妹とのやりとりだった。

「ということがあってな。変な奴やつだろ？　俺の妹になりたがるなんて。そこんとこ、本物の妹としてどう思う？」

　タケルはキセキに、クラスメイトに俺の妹になりたがっている変な奴がいるという話をした。キセキは笑いながら頰ほおを指で搔いた。

「い、妹か～……キセキも箱の中にいた頃ころは、お兄ちゃんのことがお兄ちゃんだってわからなかったよね」

「そういえば……キセキが妹だってわかったのはだいぶ後になってからだ」

　そう考えると不思議である。わけあってタケルとキセキは、自分達が兄妹だと知らされたのがだいぶ大きくなってからなのだ。

　タケルが初めて人として心を交かわした相手がキセキだった。

　今でも忘れはしない。むせ返るような暑さの中で、日の届かない薄うす暗ぐらい谷の森で、タケルはキセキと出会った。

　タケルはあの時の気持ちを、今でも大切にしている。

　もう一度、正面からキセキの顔を見つめる。

「……ん、な、なぁに？」

　キセキが目をパチパチさせて問いかけてくるが、タケルは見つめるのをやめなかった。

　できるだけ目に焼き付けておきたいと思ったからだ。

　いつまで経っても目を逸そらそうとしないタケルに、キセキは両手を組み合わせたりほどいたりしながらチラチラとタケルを見ていた。

「……んぅ……おにー、ちゃ……？」

　顔もほんのり赤かっただけなのに、いまや真っ赤っかでリンゴのようだった。

「お、おぉぉぉ、おにぃちゃんっ……あ、あんまり、見つめないで……恥はずかしいよぉ」

　恥ずかしすぎてキセキが涙なみだ目めになってきた頃、ようやくタケルはハッとして苦く笑しようを浮うかべ、「悪い」と一言謝った。

　そこで面会終しゆう了りよう時間が近いことを知らせるブザーが部屋に鳴り響いた。

　タケルとキセキは一度だけ天てん井じように視線を向けてから、またすぐに向かい合った。

「じ、時間だね……」

「ああ、そうだな」

　タケルは椅い子すから立ち上がろうとして、不意に動きを止めた。

「……キセキ……あのさ」

「なぁに？」

　タケルは一度言葉を止めて、ほんの少しだけ不安げに、キセキに問う。

「……俺が兄貴で、お前が妹だって知った時、嬉しかったか？」

　こんなことを聞いてしまっている自分に、わずかに嫌けん悪お感を抱いだく。

　兄としての自分に自信が無いわけじゃない。

　ただ時折不安に思うことがあった。

　はたしてキセキは自分と同じ気持ちでいてくれているのだろうか。キセキがタケルと兄妹きようだいであると知った時の状じよう況きようは、考え得る限りで最悪だった。

　今でこそ兄と呼んでくれているけれど、本当のところどう思っているのかはわからなかった。

「…………」

　キセキは表情を消し黙だまり込んでいた。

　そして真まっ直すぐに、目を逸らさずにタケルを見つめ返していた。

　面会終了二〇秒前を知らせるブザーが鳴り響く。

　タケルは返答をもらうことを諦あきらめて外へ出ようとした。

　が、その時。

「嬉しかったよ、とってもね」

　はっきりとした声が鼓こ膜まくを震ふるわせ、顔を上げたタケルの瞳に映ったのは、曇くもりのないキセキの笑顔だった。

（……ああ……そうだ……）

　タケルは自分にとっての妹がどういう存在なのかを、改めて思い出した。

　自分が異い端たん審しん問もん官になろうとしている理由も、向いてもいないのに毎日あくせくしながら働いている理由も、全すべて──。

　全て、この笑顔を守るためなのだ。

　タケルにとっての妹とは、守らなければならない存在であり、守りたい存在なのだ。

　だからタケルは、キセキの笑顔に笑顔を返す。

　いつかその頰に、その笑顔に、この手で触れるために──。




　キセキとの面会を終えて、学園の門へと歩いてきたタケルは、門の柱に背を預けて立っている人ひと影かげに気づき、顔を上げた。

「……ラピス？」

　夕焼け色に染まる空の下で、ラピスは学生鞄かばんを両手で持ちながら、身体をタケルの方へ向ける。

　ラピスは対魔導学園の制服ではなく、いつもの瑠る璃り色のドレスを着ていた。

「帰りましょう。宿主」

　いつものように、ラピスはタケルをそう呼んだ。

　タケルは少し面食らったが、小さく笑ってラピスの横まで歩いた。

　二人で共に家路につく。

　住宅街の道路には、夕日を浴びた二つの影かげが伸のびていた。

「なあラピス。どうして突とつ然ぜん、妹になるなんて言い出したんだ？」

　何度も聞いた問いだったが、タケルはもう一度だけラピスに聞いた。

　今なら答えてくれる気がしたからだ。

　ラピスは遠くの夕日をガラス玉の瞳に映していた。

「宿主の心の穴を埋うめるためでした」

　淡たん々たんとではあったが、ラピスは素す直なおに真意を打ち明けた。

　タケルは黙って聞く。

「契けい約やくを結んでいる以上、宿主のコンディションを気にするのは魔導遺産として当然のことですので」

「……俺のコンディションと妹ってのはそんなに関かかわりが深いのか？」

「はい。宿主が自分で思っている以上に、宿主の中の妹という存在は大きいのです」

「…………」

「宿主は妹がそばにいないという事実に精神的ストレスを感じています」

　目から鱗うろこというか、ラピスがここまでタケルのことを理解しているとは思ってもみなかった。

　シスコンの気があるのはよく斑鳩にも言われていたし多少自覚はあった。しかしラピスにここまで心の底が筒つつ抜ぬけだったことは若じやつ干かん気き恥はずかしいものがある。

「で、自分が代わりの妹になるつもりだったと？」

「いいえ。妹になろうとしていたのは、切っ掛かけを作ろうとしていただけです」

「切っ掛け？……あ」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべた直後、タケルはラピスの言葉の意味に気づいて、納なつ得とくして頷うなずいた。

「……妹になろうとしていたのは、俺が妹に会いに行こうとする切っ掛けを作ろうとしていたからなのか」

「はい。妹に会うことで、宿主の精神的ストレスは一次的に和やわらぎました。作戦は成功です」

　言って、ラピスは静かに目を閉じる。

「私では宿主の妹になれないことは、初めからわかっていたことですので」

「…………」

　夕日を浴びて黄昏たそがれ色に染まるラピスの横顔はやはり人形のようだ。心の揺ゆれや感情とは無む縁えんだと言わんばかりに、彼女は表情を変えない。

　でも、タケルはラピスに感情が無いと思ったことは一度もなかった。

　やり方はどうであれ、ラピスはタケルのことを想おもい、気を遣つかってくれた。そのことを嬉しく思う。

　だからタケルは、ラピスへ本心の言葉を贈おくる。

「俺にとっての妹はキセキだけだ。誰だれにも代わりなんてできないよ」

「そのようです」

「でもそれと同じように──俺の剣はお前だけだ」

　その言葉に、ラピスが立ち止まる。

　タケルは少し先まで歩いて、夕日を背にしながら振ふり返った。

「どんな剣にもお前の代わりはできないし、俺もお前以外の剣を握にぎるつもりはない」

「────」

「まあ、出会い方は最悪だったけど……俺はこれでも、お前との関係をとても気に入ってる。だからこれからも、俺の剣でいてくれ」

　タケルは知っている。

　恐おそらく、タケルだけが知っている。

　ラピスは無感情なんかじゃない。ラピスは嫉しつ妬と深ぶかい。ラピスは照れ屋だ。ラピスは草薙タケルを信しん頼らいしてくれている。

　ただそれらの感情は人としてのものではなく、あくまで剣としてのものなのだ。

　タケルは知っている。こうして剣として誉ほめてやったり、愛着を口に出して言ってあげるとラピスは照れるはずなのだ。

　何もかも見み透すかされていたことに対する仕返しという意味もあったが、剣形態の時の感情豊かなラピスを、人間の形態の時に見てみたいという気持ちもあったのだ。

　しかし──




「嬉うれしいです。本当に、光栄に思います」




　──ラピスの予想外の表情の変化に、タケルは心を鷲わしづかみにされてしまった。

　夕焼けの空の下、わずかに目を細めて、薄うすく微笑ほほえむラピスの姿に心奪うばわれる。

　キセキの笑顔とはまた違ちがう、人間離ばなれした美しさがそこにある。

　赤面したのはタケルの方だった。剣として信頼しているし愛着もあったが、人間としては不思議な女の子くらいにしか思っていなかった。

　この時初めてタケルはラピスのことを、ほんの一いつ瞬しゆんだけではあったが、女の子として意識してしまった。

　だがそれも束つかの間、ラピスは微笑んだまま──あろうことか自分の頰ほおを両手で横に引っ張った。

　タケルの目が点になる。

「……エ？」

「どうですか宿主。私は上手うまく笑えていたでしょうか。宿主の心象イメージと参考資料から『安らぐ笑顔』を再現してみました」

「……お前な……」

「人として社会に溶とけ込む以上、表情の変化も大切だと知り、現在訓練の途と中ちゆうなのです。どうでしょう？」
















　表情を無表情に戻もどし、ほっぺを引っ張ったままラピスがずずいと接近する。

　笑顔にキュンとしてしまった自分を恥はずかしく思ったが、タケルはあることに気づく。

　よく見るとラピスの顔がほんのりと赤い。

　ほっぺたを引っ張ったせいで赤くなっているのかもしれなかったが、もしかしたら今の一連の行動は照れ隠かくしなのではないだろうか？

　タケルは苦く笑しようし、ラピスの頭をひと撫なでしてから、再び家路につく。

　黄昏色の街を、タケルとラピスは二人で歩いた。

　戦せん闘とう中以外でラピスとはあまり絡からむことがなかったので、こういうのも悪くないとタケルは思う。

　言葉はなくとも、こうして二人で街を歩くだけでもなかなかに新しん鮮せんだった。

　のだが、そう思った矢先、

「ところで宿主、私以外の剣を握らないと言っていたはずですが、今装備しているその腰こしの刀については、どう言い訳するおつもりですか？」

「!?　こ、これはほら……魔導遺産じゃないからノーカンで……」

「…………」

「サブウェポン！　これサブウェポンだから！」

「側室ですか、宿主は王族の方なのですか？」

「とんでもねぇ比ひ喩ゆだな！　よ、よく考えてみてくれっ、このご時世に年がら年中魔導遺産のお前を腰に差しておくわけにはいかねぇだろ？　お、おい待てっ、機き嫌げん直せってラピス！」

　スタスタと先を歩いていってしまうラピスの背中を、タケルが追う。

　今回の一件で二人の関係に変化があったとは言い難がたい。

　しかし少しだけではあるが、タケルはラピスの新しい一面を知ることができた。

　今後もそうして少しずつお互たがいのことを知りながら、ずっとこの関係が続いていけばいいと、タケルは夕焼けの空に願う。

「ラピス」

「……？」

「今日は、あんがとな」

　タケルは夕焼けの空を見つめたまま、ラピスに礼を言う。

　ラピスも同じ夕日を眺ながめながら、答える。

「私はあなたの剣として、当然のことをしたまでです」

　タケルとラピスの関係は、恋こい人びとでも兄妹きようだいでも仲間でも、友人でもない。

　二人の関係は剣と使い手だ。

　それ以上でも以下でもない。

　けれどそれは、替かえの利きかない唯ゆい一いつ無む二にの関係なのである。








Mission02　今日だけ私の旦だん那な様






　西さい園おん寺じうさぎが父親からの電話を受けたのは、学生寮りようでの一人暮らしを始めて間もなくのことだった。

　婚こん約やく者である天てん明みよう路じ礼れい真まが失しつ踪そうしたことでうさぎの結けつ婚こんの話は無くなると思われたのだが、母親の西園寺桔き梗きようが即行でお見合いの話を持ってきたことで、うさぎの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

　──自分の結婚相手くらい、自分で探します。

　怒いかりにまかせて母親にそう言って、うさぎは家を飛び出した。その後、二、三日斑鳩いかるがの部屋に泊とめさせてもらっていたのだが、理事長である鳳おおとり颯そう月げつから「学生寮の空きがあるから、そこを使うといい」という申し出を受けて、うさぎは一人暮らしを始めたのである。

　両親の許可もなしにそんなことが可能なのかと思ったが、実のところうさぎが家を飛び出した翌日には、父親が寮に住む手続きを終えていたらしい。

　日用品や最低限の家具が実家から送られてきており、それを整理していた途中で、父親から電話がかかってきた。

『一度でいいから、家に顔を出しなさい』

　多た忙ぼうで滅めつ多たに家に帰らないどころか、ろくにうさぎと話したこともなかった父親からの突とつ然ぜんの電話である。困こん惑わくするなという方が無理な話だった。

　文句の一つでも言ってやろうと思ったのだが、動どう揺ようしている間に勝手に日取りを決められ、父親は一方的に電話を切ってしまった。

　──そして現在、うさぎは実家の食しよく卓たくで実の父と対たい峙じしていた。

「…………」

「…………」

　母親はいない。食卓にいるのは父親と自分、そして端はしで彫ちよう像ぞうのように動かないでいるメイドが三人だけだ。

（……お、お父様は、どういうつもりでわたくしを……）

　久しく忘れていた緊きん張ちよう感のただ中にうさぎはいた。父親と二人で晩ばん餐さんなんて、学園に入った日以来だ。あの時もろくに会話など交かわせず、父からの一方的な質問に答えていただけだった。

　正直な話、うさぎは父親のことをよく知らないのだ。親子らしい会話など交わしたことがなかったし、事務的なこと以外で話しかけてくれたことも記き憶おくに無い。

　故ゆえに今日の呼び出しは異例というか、予想外過ぎて全く心構えができていなかった。

　燭しよく台だいに灯ともされた蠟ろう燭そくの明かりは気を落ち着かせてはくれず、炎ほのおが揺らめく度たびにうさぎはびくついてしまう。

　うさぎは父親の顔を、料理を口に運ぶ時にだけチラチラと見ていた。少し皺しわが増えたように思えるが、厳いかめしい表情がデフォルトなのは昔も今も変わらないようだ。完全に萎い縮しゆくしてしまったうさぎは、肩かたを強こわ張ばらせたままロボットのような動きで料理を口にする。

「学園の方はどうだ？」

　低いくせに嫌いやに響ひびく声で問われて、うさぎはびくりと肩を上下させた。

「ど、どうって……」

　言いよどむと、じろりと父親が視線を向けてくる。うさぎは負けじと虚きよ勢せいを張る。ここで引くわけにはいかない。今日は徹てつ底てい抗こう戦せんの構えで家に帰ってきたのだから。

「べ、別に、前と何も変わりませんわ。お母様から聞いていらっしゃるのでしょう？　わたくしの成績も芳かんばしくありませんし、所属している小隊も万年びりっけつです……！」

「…………」

「でも学園をやめるつもりはありません！　成績が悪くたって、わたくしは絶対に──」

「──そんなことは聞いていない。友達はできたのかと聞いている」

「……………………へ？」

　斜ななめ外角から抉えぐり込んでくるような問いかけに、うさぎはあっけにとられてしまった。

　友達？　友達といったのか、この父は。

「そこまで学園に残ることにこだわっているのだ。友達の一人や二人できたのだろう？」

　目を閉じながら、フォークの背に前菜のムニエルを載のせて、父親がゆっくりと口に運ぶ。

　いったいどういう了りよう見けんだ？　あの厳格過ぎて人間味のかけらもない父親が、娘むすめの交友関係を問うてくるなど前代未み聞もんだった。いつまで経たっても返答が無いので、父親はナプキンで口元を拭ふきながらジト目を向けてくる。

「まさか……ぼっちか？」

　ぼっちって。まさかこの父親からそんなくだけた言い回しが聞けるとは思わず、うさぎはますます困惑した。

「い、いますわよ！　友達……多くないですけど、たくさんいます！」

　言葉の矛む盾じゆんが、うさぎの精せい一いつ杯ぱいの虚勢を物語っていた。

「聞かせなさい」

　比ひ較かく的柔やわらかい口調で、父親が言った。うさぎはしぶしぶではあるが、学園での仲間との思い出や、些さ細さいな出来事を語っていった。父親は笑いも怒りもせず、黙だまってうさぎの話を聞いていた。勢いに任せてペラペラとしゃべくっていたが、内心動揺しまくりで話の内容と思考が一いつ致ちしていなかった。

（ほ、本当にどういうつもりですの……？　あのお父様がわたくしの交友関係に興味を？　いやいや絶対に何か裏が……）

「恋人は」

（どうせそんな連中とは手を切れとか言ってくるに決まっています……！　基本的にこの家の人間は性格が悪いのです！　持ち上げておいて引きずり下ろしたり、責任を全すべて幼い娘に押しつけてくるような歪ゆがんだ──）

「恋人はできたのか？」

「……はい？」

「意中の相手でもいい。その気のある男子はいるのか？」

　真顔で父親が問う。

　うさぎは口をあわあわとさせた。

　もはや思考停止に陥おちいっていると、父親は背筋を伸のばし、真まっ直すぐにうさぎを見つめた。

「……西園寺家の事情はわかっているだろう。お前の祖父……私の父のせいで審しん問もん会での立場が危あやうくなり、倫りん理り委員会で地位を確立させるために天明路家との縁えん談だんを結ぼうとしたが、それも破談となった。いまや両組織から西園寺家は板いた挟ばさみの状態にある」

「…………」

「私には西園寺家を背負う者としての責任があると同じように、お前にも西園寺家唯一の跡あと取とりとしての責任がある。いずれ必ず婚約はしてもらうつもりだ」

　やはり、だった。

　やはりそういう話になるのかと、うさぎは微かすかに落らく胆たんと怒りを覚えた。結局父はこういう人間なのだ。祖父のような信念があったわけでもなく、お家の存続と地位のためだけに審問会から倫理委員会に簡単に鞍くら替がえしようとする。

　尻しり軽がるだ。信念を曲げずに倫理委員会寄りの考えを貫つらぬき、追い込まれた祖父を侮ぶ辱じよくする権利など、この男には無い。そもそもうさぎはこの男と家政婦の間に生まれた子供だ。本当の母親はうさぎを産んですぐに亡なくなってしまったのでどういう人だったのか知らないが、うさぎと同じように西園寺家の人間に責め立てられていたに違ちがいない。

　自分の不義を棚たなに上げて何を偉えらそうに。うさぎは腸はらわたが煮にえ返るような思いだった。

「が、お前に意中の相手がいるのなら話は別だ」

「!?」

「私もこれ以上無む理り強じいするつもりはない。家を出るほどの覚かく悟ごがあるのだ。当然、そういう相手がいるということなのだろう」

「……わ、わたくしは」

「違うのか？」

　ギロリと父親が睨にらんでくる。

　ここで引けば、顔も知らない相手と婚約を結ばされかねない。

　うさぎは覚悟を決めて、無理矢理胸を張って言ってのける。

「い、いますわ！　好きな相手……将来を約束した相手が、わたくしにはいるんです！」

　この後、うさぎはすぐに後こう悔かいすることになる。

　虚勢と共に吐はきだしてしまった一言の噓うそ。好きな相手がいるのは本当だったが、その後の余計な一言が波乱を招いてしまった。

　将来を約束した相手と聞いて、父親がこう言ってきたのだ。




　──明日あした、うちに連れてきなさい。




　いまさら、後に引けるわけがなかった。




　　　　＊＊＊




「んじゃ、俺はバイトだから、先に失礼させてもらうわ」

　夕方五時になった頃ころ、タケルは帰り支じ度たくをして皆みんなにそう言った。

「ああ。後の処理は私と杉すぎ波なみでやっておく」

　テーブルに広げた書類を整理しながら、桜おう花かは、

「助かるよ。久々にバイトを早上がりできそうだ」

「今日はコンビニのバイトだけか？」

「うん。店長に話したら時間調整してくれてさ、八時には家に帰れそうだ」

「だったらゆっくり休むといい。最近まともに休めていないだろう？」

　桜花に気き遣づかわれて、タケルは嬉うれしそうに学生鞄かばんを肩にかける。

　そこで、ソファーでふんぞり返って天てん狗ぐみたいに鼻を伸ばしていたマリが、帽ぼう子しの鍔つばを指で弾はじいた。

「んっふふ～ん、作戦開始からたった一時間でターゲットを確保できちゃったのはこのマリちゃんのおかげよん？　感謝しなさいよ～」

「……裏口に突つっ立たっていてたまたま犯人が出てきただけだろう。何をそんなに自じ慢まんげにしているのだ、貴様は」

「そこで犯人をすかさずとっちめたのが、あ・た・し」

「犯人が勝手に貴様に衝しよう突とつしてずっこけて気絶しただけだろうが」

「な、なんでそれを……って違うし！　あたしの必殺チョークスリーパーが炸さく裂れつしたのよ！」

「気絶した相手に寝ね技わざを仕し掛かけるとは、卑ひ劣れつな魔ま女じよだな」

「よーぅし喧けん嘩か売ってんのね！　いいわよお見み舞まいしてやるわよチョークスリーパー！　あちょー！──ぎゃふん！」

　似非えせ拳けん法ぽう家みたいな構えをして飛びかかってきたマリに、桜花がカウンターでサソリ固めを決める。

「じゃ、じゃあ、わたくしもこれで……」

　うさぎが相変わらずな二人の横を通り過ぎる。

「？　ちょっとうさぎ、あんたは手伝いなさいよ」

　ミントキャンディーを口に咥くわえながら書類に目を通していた斑鳩に声をかけられ、うさぎは足を止めた。マリにサブミッションをお見舞いしていた桜花も、不思議そうにうさぎを見た。

「西園寺、何か用事でもあるのか？」

「え、ええ……ちょっと、日用品の買い出しに」

「日用品？　そんなもの、学園の購こう買ばい部にあらかた揃そろっているだろう？」

「お、乙女おとめには何かと入り用なんですのよっ」

　胸に鞄を抱いだきながら震ふるえているうさぎは、あからさまに何か隠かくしている様子だ。

　桜花は気づかずに「一応、私も乙女なのだが……」と切なそうに呟つぶやきながらマリに腕うでひしぎ十字固めをキメているが、斑鳩は目ざとくうさぎの様子に気づいているようだった。

「草くさ薙なぎっ、わたくしも外に用がありますので、途と中ちゆうまで一いつ緒しよにいきましょうっ」

　うさぎはドアの前で立ち止まっていたタケルの背中を押して、そそくさと小隊室から出て行ってしまう。残された斑鳩と桜花は顔を見合わせ、マリはサブミッションが完全にキマって泡あわを吹ふいた。







「きょ、今日のバイトは早上がりなんですの？」

　学園の前にある坂道で、うさぎは隣となりを歩くタケルに尋たずねた。

「おう。八時には終わるってさ」

「……その後の、ご予定は？」

「んー、最近行けてなかった行きつけのラーメン屋に行こうと思ってるんだ。激安で結構うまいし、何よりあそこに置いてある漫まん画がの続きが──」

「ラーメンばっかりでは栄養が偏かたよってしまいますわ！」

　うさぎは突とつ然ぜんタケルに詰つめ寄よってそんなことを言った。

　タケルはきょとんとした。別にいつもラーメンばかり食べているわけではないし、きちんとバランスを考えて食事をしているというか……金が無くて基本的に草ばかり食べているので、むしろ脂あぶらっこい物を身体からだが欲ほつしているくらいなのだ。

「よ、よ、よろ、よろしければ、今晩はわたくしの家で、ご、ご、ご飯を食べませんこと？」

「……？　うさぎ、今住んでるところ女子寮りようだろ。男子禁制じゃねぇか」

「りょ、寮ではなくて……実家ですのよ。西園寺家の、お、お、お屋や敷しきです」

　なんだか嚙かみ嚙かみすぎてラッパーみたいなしゃべり方になっていたが、大方意味は伝わった。しかし、タケルにだってこの誘さそいが不自然なことぐらい気づいた。つい最近まで西園寺家とうさぎには確かく執しつがあり、学生寮で住むようになったのだ。そんな状態で実家の晩ばん餐さんに呼ばれ、なおかつタケルが招待されるというのはどう考えてもおかしい。

「でも、その……実は条件があってですね……」

　うさぎはもじもじとしながら、両手の指先を組んだり解いたりしている。

　タケルは全すべてを察して、うさぎの頭に手を置いた。

「無理すんな。お前が実家に戻もどって、そこに俺が呼ばれるってことは、それ相応の理由があるんだろ？」

「あ……ぅ」

「わかってっから誤ご魔ま化かさずにちゃんと話せよ。どんなことでも協力すっからさ」

　いつもの人の良さそうな笑え顔がおで言われて、うさぎは顔を赤らめながら、おずおずと事情をタケルに話した。




　タケルとうさぎが通学路の坂道で話し込んでいるのを、桜花、マリ、斑鳩は物もの陰かげからこっそりと観察していた。電信柱に身体を隠し、上から桜花、斑鳩、マリと、団だん子ごのように顔を出しながら、三人は耳を澄すませる。

「よく聞こえないわね……もうちょっと近づく？」

「これ以上は気づかれる……西園寺は視野が広い。スナイパーだからな……」

「集音マイク持ってくるんだったわ……」

　距きよ離りは三〇メートル近くあるし、うさぎとタケルの声はそこまで大きくない。会話から拾えるワードは少なかった。

　聞こえたのは、うさぎの口から出た「両親」「顔合わせ」「婚こん約やく」、タケルの「付き合う」「制服で大だい丈じよう夫ぶか？」という言葉だけだ。

　そして、うさぎの微び妙みように幸せそうな顔と、照れくさそうなタケルの表情が窺うかがえる。

　桜花とマリの顔が青くなる。

「こ、こここ、これって、ま、まままま、まさか」

「ま、ままままだ確定ではない。お、おおおお落ち着け我々はまだ未成年だ。い、いくらなんでも気が早いし何より草薙と西園寺がそんな関係だなんてことは──」

「そ、そそそそーよねぇ？　タケルにとってのうさぎちゃんって妹っていうか、なんかこう小動物的な扱あつかいっていうか」

　桜花とマリがお互たがいに気を落ち着かせようとしていると、斑鳩が口を挟はさむ。

「草薙はうさぎのビジュアル、女として好きなはずよ。そりゃそうでしょう、あのプロポーションですものね。あいつムッツリだから、時々胸のあたりをチラ見してるし」

「しかしそれは外見上の好みであって、こ、こここ婚約となると内面部分も重要で──」

「うさぎって何だかんだ言いつつも結構積極的よ？　草薙だって、今この時もうさぎのアタック受け止めてるじゃない？　」

「で、ででででも遠いしよく聞こえないじゃん！　さっきの言葉だけで確定すんのはどうかと思──」

「そう？　私は何も不思議に思わないわ。お似合いよね、実際」

　桜花とマリが硬こう直ちよくし、斑鳩は気づかれないように口の端はしをつり上げて笑った。

　うさぎとタケルが並んで坂道を下っていく。

　桜花とマリは一度顔を見合わせ、

「追うぞ！」「追うわよ！」

　同時に前を向いて、カップルみたいに歩く二人を尾び行こうするのだった。







　西園寺家は街から少し離れた竹林の中にあった。美しい青竹の間を通る道は整理されており、足あし下もとをほんのりと照明の光が照らしていて美しかった。

　家は大きいのだろうと予想していたが、林全体が西園寺家の敷しき地ちだと聞いた時は、タケルも度ど肝ぎもを抜ぬかれた。西園寺家は数代前から衰すい退たいし始めたと聞いていたが、一いつ般ぱんピーポーなタケルからしてみれば「どこが？」と聞きたくなるほど裕ゆう福ふくだ。

「見み栄えだけ一丁前なだけですわ……」

「あ、あのさ……親父おやじさんとお袋ふくろさんに会う時に、なんか気をつけることとかあるか？」

　仮にも婚約者を装よそおって会わなければならないため、口調や仕草には気をつけなければならない。

「そうですわね……出された料理は普ふ通つうに食べて構いませんけれど、ナイフとフォークは端はしから使うとか、音を立てないように気を遣つかっていただければ……」

「お、おう。了りよう解かい……承知してございます」

「……口調はそのままでいいですわ。草薙にそこまで強しいるのは酷こくでしょうし。い、一応、建前だけですので、なるべくわたくしがお父様の相手をします」

　竹林を過ぎると、道が開けて目の前に大きな館やかたが姿を現す。

　和わ洋よう折せつ衷ちゆうで、どこか昔むかし懐なつかしい様相を持つ家だった。敷地が何坪つぼあるのかなんて想像もつかない。タケルには城に見える。

　玄げん関かん付近まで歩いていくと、二人のメイドがうやうやしく頭を下げて、中へ案内してくれた。扉とびらをくぐると、ホテルのロビーみたいに広い玄関に出た。壁かべには高そうな絵画や、自己主張の激しい鹿しかの剝はく製せいやらが飾かざられており、柱や中央の階段の手すりなどには厳おごそかな装そう飾しよくが施ほどこされていた。天てん井じようから垂れ下がるシャンデリアの光を浴びながら、タケルは萎い縮しゆくしてプルプルと震えた。

（お、おぉ、おぉぉぉぉ……おぉぉ）

　頭の中ですら言葉が「おおお」しか出てこない。

　タケルがプルプルしていると、上の階の踊おどり場に長身の渋しぶいおじさまが顔を出した。

　五〇代半ばほどのその男性は、鋭するどい眼光でタケルを見た。

　タケルの肩かたが竦すくむ。一目でうさぎの父親だということがわかった。

「……上がってきなさい。食事の用意ができている」

　うさぎの父はそれだけ言うと、踵きびすを返していってしまう。

　萎縮しているタケルの腕を引っ張って、うさぎは中央の階段を上がっていった。




　ディナーが始まったのはそれからすぐのことだ。

　案内されたダイニングルームには、さきほどの二名のメイドが控ひかえており、タケルの席は一番手前だった。そしてタケルの横にうさぎが座り、数席空いてその奥にうさぎの母親、そしてタケルの対面にうさぎの父が座っている。

　母親はうさぎには似ていない。父親は髪かみの色こそブロンドだが、顔の造形は厳めしいダンディズムを醸かもし出しており、うさぎとは似ても似つかなかった。

　緊きん迫ぱくした空気が漂ただよっている。仮かり初そめながら、両親との初対面というそれなりにピリッと辛から口くちな状じよう況きようを想定していたが、これは予想以上だった。父親の威い圧あつ感もさることながら、母親から向けられるあからさまな侮ぶ蔑べつの視線がタケルの心臓をキュッと萎縮させる。

　うさぎに言われた通り、テーブルマナーに気を遣つかって料理を口に運ぶタケルだったが、味なんてわからない。食器にスプーンを打ち付けてしまい、音が鳴る度たびに母親の目元がピクリと痙けい攣れんするのを見て、タケルは全身に嫌いやな汗あせをかいた。

（予想以上に……！）

　アウェイだ。生まれてからこのかた中トロ以上の高級食材を口にしたことがないタケルにとって、テーブルマナーという概がい念ねんは食べる前にいただきますをするのと、食べた後にごちそうさまをする程度しか備わっていない。そもそも何が良くて何がどう悪いのかがわからない。

「骨付き鴨かも肉のコンフィでございます」

　メイドがメインディッシュの説明をしてくれるが、タケルには何のことかさっぱりわからない。ちょっとおしゃれなフライドチキンにしか見えなかった。

（これ、フォークとナイフで食べる必要性あるのか……!?）

　骨がついてるんだから手でもってかぶりついてしまいたい。そんなやきもきした気持ちを抱いだいていると、うさぎの母が呆あきれたようにナプキンで口元を拭ぬぐった。

「最近の男子はテーブルマナーすらなっていないのですね」

「す、すみませんっ」

　タケルは慌あわてて謝った。うさぎの母はここぞとばかりにお説教を始める。

「まあ、幼い頃ころにご両親が他界なさっていると仰おつしやっていましたから、教養が行き届いていないのも無理はないですけれど……仮にも西園寺の人間とお付き合いなさっているのですから、最低限のマナーは備えていてほしいものです」

「……も、申し訳──」

「それからあなた、うさぎさんの所属する試験小隊の隊長なんですってねぇ？　学業の成績が悪いのはうさぎさんの責任ですけれど、小隊の成績が悪いのは隊長であるあなたの責任でしょう？」

　何の脈みやく絡らくもなく説教が学業にまで飛び火する。しかし言っていることは的を射ているので、タケルは何も言い返せなかった。

　その後もがみがみがみがみと、母親から嫌いや味み一歩手前の説教をされてしまう。

　横で拳こぶしを膝ひざの上にのせてずっと我が慢まんしていたうさぎが、テーブルを叩たたいて立ち上がる。

「最初にするまともな会話がそれなんですの!?　わたくしのことを悪く言うのは構いませんけれど、草薙を悪く言うのは許しません！　西園寺は客人にこんな失礼をするような家なのですか!?」

「──あなたには聞いていません」

　冷たい一言で済まされてしまう。母親はうさぎに視線すら向けていなかった。

　この母子の関係が異常であることは、最初に見た時からタケルは気づいていた。この家にやってきてから、母親はうさぎに対して一度も視線を向けていない。冷めているというよりは、母親の方が一方的にうさぎを毛け嫌ぎらいしているのは目に見えて明らかだ。

　うさぎが母親の血を引いていないというのが最大の原因だろう。

　西園寺うさぎは父親と愛人の間に生まれた子供だ。彼女が西園寺家で不ふ遇ぐうな扱いを受けているのは、ひとえに──

「食事中だ。二人とも静かにしなさい」

　──この、一見真ま面じ目めで堅かた物ぶつそうな父親が原因なのだ。

　人は見た目によらないと言うが……正直なところ、外見からは愛人を作りそうな人には見えない。もっとも、彼がそのような不義を働かなければうさぎが生まれてくることはなかったのだが、なかなかに想像しがたい事実である。

　うさぎの父は鴨肉のコンフィからナイフとフォークを離して、タケルを見た。

「草薙君……君の亡なくなられたご両親は、仕事は何をなさっていたのだい？」

　ぶしつけな質問に、タケルは若じやつ干かんたじろいだ。

　うさぎの父はじっとタケルを見つめたまま、視線を逸そらそうとしない。

　ここで噓うそを吐ついても見破られかねないし、噓に意味があるとも思えない。何より、タケルは自分の家系にそれなりに誇ほこりを持っている。

　偽いつわることは、できるだけ避さけたかった。

「……家は、道場でした」

「格かく闘とう技ぎかね？」

「いえ、剣けん術じゆつです。草薙真しん明めい流と諸もろ刃は流の二つの独自の流派があって……昔は、それなりに名の知れた道場だったそうで」

「…………」

「もう家はありませんが、どちらの流派の技わざも、俺の身体からだが覚えています」

　言い終えて、タケルは下を向いて頰ほおを指で搔かいた。

　父親は剣術と聞いて、細めていた眼めを微かすかに開いた。母親は「まあ！」と声を上げ、口元に手を当てた。

「剣術だなんて、野や蛮ばんだこと！　あなたは幼い頃から人殺しの方法を教わっていたということなの？」

「い、いえ、そんな言い方……」

「違ちがうと言えるの？　亡くなられた方々にこんなことを言うのはなんですけれど、幼い子供に教えることはもっと他にあったんじゃないかしら……」

　明らかな軽けい蔑べつの眼まな差ざしを、うさぎの母親はタケルへ向けた。

　タケルは怒いかりをぐっと堪こらえる。剣術が役に立たないと言われるのは我慢できないが、野蛮と言われるのはまた違うのだ。他のまっとうな剣術の流派ならいざ知らず、草薙真明流は殺人剣であり、諸刃流は殺さつ鬼き剣である。どうあっても野蛮なのだ。

　事実を言われてしまえば、タケルは言い返せない。

　しかしその時、父親の方が食器から手を離し、一度腰こしを浮うかせて椅い子すに座り直した。

「ほう……！」

　明らかな興味の眼差しが、タケルへ向けられていた。タケルは意外なことに目を瞬しばたたかせた。

「剣術か……道場などはすっかり見かけなくなったが、名のある流派はまだ残っている」

「は、はい。そう、らしいです」

「よければ聞かせてくれないか？　君の家では、どのような剣術を教えていたんだい？」

　行ぎよう儀ぎ悪くテーブルに肘ひじをついて、片手にコンフィの骨の部分を持ちながら、父親は肉にかぶりついた。

　きょとんとしているタケルと、驚おどろいてフォークを落とすうさぎ。

　そしてうさぎの母親は顔を激しく歪ゆがませ、「失礼」と残して食しよく卓たくを離はなれてしまった。







「……ふむ、なるほど興味深い。つまり草薙の二つの流派は、対人用の剣術と、対幻げん想そう生物用の剣術というわけか」

「そ、そうです。審しん問もん会の躍やく進しんで幻想生物の数も減って、戦争が頻ひん発ぱつする時代の流れに追いつくために対人用の真明流を生み出して、そっちに重きを置くようになったんです。まあ、それも……銃じゆうの発展で衰退してしまいまして」

「いや、剣術は接近戦で今でも重要視されている。確かに大きな得え物ものは銃との相あい性しようは悪いが、サブウェポンとして刃は物ものは優ゆう秀しゆうだ。隠密行動ではナイフの技術が要求されるしな」

　父親は皿の上に骨になった鴨肉を放ほうり、人差し指を立てた。

「審問会が剣術を軽視しているのは事実だ。鍛冶師レギンと薬師シーリー以外の希望者には必修にすべきだと私は思う」

　タケルは剣術を誉ほめられたことで、顔を綻ほころばせた。

「そう言ってもらえると、素す直なおに嬉うれしいです……！　草薙の剣術はどんな刀とう剣けん類でも応用が利きくようにできていますから、現代でも通用すると、俺は思ってるんです……！」

　目を輝かがやかせるタケルに、うさぎの父は小さく頷うなずいた。

「私は、審問会の今のポストに就つく前は魔女狩りデユラハンで狙そ撃げき手をしていてね。接近戦に対応できるように、参考に一度だけ指南を受けたことがある」

「剣術指南を？」

「ああ。老体ではあったが、柳生やぎゆうの継けい承しよう者の家を訪ねて、そこで少しばかり心得を学んだ。その時に見た達人の立ち合いを見て、剣術と狙撃は通ずるところがあると思った。相手の動きを、所作の前に読み合い、先を見み越こして仕し掛かける様子は、敵の狙撃手と対たい峙じした時に空気が似ていたんだ。とても参考になったよ」

　うさぎの父は真面目な顔で続ける。

「そういえば、君と同じ学生の頃は、うさぎのように試験小隊で狙撃を担当していた」

「そうだったんですか！」

「ああ、そこそこ腕うでもよかったのだよ。ただ、視力があまりよくなくてね。魔女狩りデユラハンになった後は他の者に後おくれを取る結果になってしまった。家の方針もあって、結局第一線での活かつ躍やくは諦あきらめ、政治面での活動を余よ儀ぎなくされたというわけだ」

　できれば私も、もう少し現げん役えきで仕事がしたかった。

　と、うさぎの父は残念そうに零こぼした。タケルは興味深そうに父親の話を聞いていた。

「…………」

　うさぎは、この状況がまるで夢でも見ているように感じていた。

　こんなに饒じよう舌ぜつに話す父を見たのは初めてだった。

　驚きよりも困こん惑わくが強かった。今まで勝手に想像していた出世欲の塊かたまりだった父のイメージが崩くずれていく。

　時折、父はうさぎの顔を横目で見ていた。うさぎはすぐに目を逸らすのだが、会話の合間に見られているという感覚があった。

　気にかけられている。その事実が何よりもうさぎの心を揺ゆさぶった。くすぐったいというか、頭の裏側がむずむずする感じだった。

　宴えんもたけなわになった頃、うさぎの父は椅子に背をもたれかけさせて、深く息を吐いた。

「……娘むすめは、うさぎはどうかね？　試験小隊ではうまくやれているか？」

　自分の話が出たことで、うさぎは心臓を鷲わしづかみにされたように肩かたを震ふるわせて慌ててうつむいた。

　タケルはうつむくうさぎを一度見てから、すぐに答える。

「はい。もちろんです。彼女の狙撃で、何度も窮きゆう地ちを救われました。確かにあがり症なところはありますけど、やる時は必ずやってくれます」

「…………」

「俺は、いや、俺達三五試験小隊は、うさぎの狙撃を信しん頼らいしています。俺達の中で、一番成長がめざましいのは間違いなくうさぎです」

「……そうか。ちなみに、君はうさぎのどの辺りが好きになったのだ？」

「へぁ!?」

　タケルは思わず変な声を出した。うさぎも顔を真っ赤にしておろおろとし始める。

　なんて質問をするんだこの父は、と思わなくもなかったが、この質問がくることは予あらかじめ予想しておくべきだった。恋こい人びととして両親に挨あい拶さつにきたのだから、聞かれるのは当然だろう。

　うさぎはタケルの顔を不安そうにチラチラと見る。

　こんな形でタケルが自分をどう思っているか知るのは恐おそろしいし、噓でおべっかを言われるのも、なんか嫌いやだ。

　うさぎは泣きそうだった。

　タケルはもう一度、うさぎの横顔を見た。真っ赤になってうつむく彼女の表情を見て、タケルの狼ろう狽ばいが引っ込んだ。

「『強い』ところ、ですね」

「強い？」

「はい。確かにうさぎ……さんは、最初は怯おびえてばかりで、土ど壇たん場ばで動けなくなってしまうことが多かったんです。でも俺は、失敗を恐れるのは悪いことだとは思いません」

　タケルは噓うそ偽いつわりなくありのまま、自分がうさぎを好きだと思う点を答える。

「何も考えず、何も恐れず行動する人間に、俺は『強さ』を感じません。それはただ無む謀ぼうなだけですから」

「…………」

「恐れを背負ったままでも、うさぎさんはいつだって必ず行動してくれます。それが本当の『強さ』なんだって思います」

　タケルは言葉を区切り、父親に面と向かって言う。

「俺は……そんなうさぎの『強い』ところに惹ひかれたんです」

　真まっ直すぐで迷いのない言葉に、うさぎは恥はずかしがることも忘れてしまった。

　タケルの横顔から、その言葉に噓が無いことは一目でわかる。

　だからこそ、嬉しすぎた。どうせ妹だとか、年下の小さい女の子程度にしか思われていないと思っていたのに、タケルはちゃんとうさぎを一人の人間として見てくれていた。噓偽りなく、うさぎの好きなところを口にしてくれた。

　あまりの嬉しさに笑えみがこぼれそうになって、慌あわてて下を向く。

　タケルの話を聞いていた父は、頷くように下を向いて、静かに目を閉じた。

「どうやら君は、私よりもうさぎのことをよく理解しているようだ」

「い、いえ、そんなことは」

　タケルが謙けん遜そんを口にすると、父親は目を開けてうさぎを見た。

「……知っての通り、この子は不義の子だ。私が至らぬせいで、この子にも、妻にも……そしてこの子の母親にもいらぬ苦労をかけた」

　それは初めて向けられたと言ってもいい、父親としての言葉だった。

　胸の奥が熱くなった理由は、怒りだったのかもしれない。

「私は立場上、ある程度西園寺の意向を通さなければならない。だが、うさぎに強い意志があるというのなら、その意志をねじ伏ふせるようなことをするつもりはない。たとえ結けつ婚こん相手が名家の人間でなくとも、婿むこ養よう子しとしてならば、名家の男と結婚させるよりも西園寺のメンツは立つ。家の名を確実に残せるからな」

「……それって」

「私にこんなことを言う資格は無いが、うさぎのことを、よろしく頼たのむ。君は私と違って誠実だ。できることなら、幸せにしてやってほしい」

　頭を下げるように、父は言った。

　うさぎは、膝ひざの上で拳こぶしを強く握にぎりしめる。

　何をいまさら。父親面づらするな。どの口が言うのか。守ってくれなかったくせに。一番苦しい時にそばにいてくれなかったくせに。自分の娘を家のために利用しようとしたくせに。兄が死んでしまうまで、邪じや魔ま者ものみたいに祖父母に預けたくせに。

　兄が死んだ時だって、少しも娘を庇かばってくれなかったくせに。

　批難する言葉が胸の奥を駆かけ巡めぐった。

　けれど、

（……どうして……っ）

　感情とは裏腹に、うさぎの瞳ひとみからぽたりと涙なみだがこぼれた。

　多た忙ぼうでまともに話をしたことがなかった。そうは言っても、父がうさぎをどこかで避さけていたのは事実だ。他人の感情に敏びん感かんな子供の頃ころだからこそ、うさぎはひしひしとそれを感じていた。

　でも、何故なぜそうしてうさぎを避けていたのか、一つだけ思い当たる節があった。

　もしかしたら、娘である自分のためなのではないか？　父親として愛人の娘に構ってしまえば、母親や親族からのうさぎへの風当たりは今よりももっと強くなっていたはずだ。祖父母に預けたのも、陰いん鬱うつな西園寺家から遠ざけて自由に育ってほしいと考えていたのならば自然だ。

　礼真とのことも、幼い頃は仲が良いことを装よそおっていた。精神的苦痛を強しいられていることを父に言えば礼真に何をされるかわからなかったし、うさぎが彼にいじめられていることは自分から言ったことがなかった。この点だけに関しては自じ業ごう自得なところがある。

　そもそも学園に入学する前から縁えん談だんの話は持ち上がっていたのに、西園寺家の人間が対魔ま導どう学園に通うというしきたり染じみた決まりを強行させたのは父だ。他家へ嫁とつがせるなら学園に通わせる必要は無かった。

　父がうさぎを西園寺家から遠ざけたのは……あるいは……。

「…………」

　これらは、全すべて都合のいい解かい釈しやくなのかもしれない。

　父は絶対に真実をうさぎに語ったりはしないだろう。まともに話をしたことがなくても、父の立ち居い振ふる舞まいや背中を見続けてきたうさぎには、それがわかる。

「お、お父様……ひ、一つだけ……聞かせてください……」

　うさぎは泣いていることが気づかれぬよう、必死に声の震えを抑おさえながら父に問う。

　ずっと聞きたくても聞けなかったことを。

「お父様は、わたくしの……本当のお母様のことを……どう思っていたんですの……？」

「…………」

「愛しては……いなかったんですの……？　お父様はどうして……わたくしを……」

　そこまで言って、微かすかに顔を上げると、父がじっとうさぎを見つめていた。

　目が合う。父の瞳は、確かにうさぎと同じエメラルド色をしていた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、うさぎの父は淡たん々たんと、いつものように真ま面じ目めな顔で、こう答える。

「私は、西園寺家の縛しばりの中で生きてきた。かつてのお前のように、私には何をするにも決定権が無かった」

「…………」

「……唯ゆい一いつの例外が、お前の母親だ」

　うさぎはハッとした。

「初めて、自分で決めたのだ。母親のことも、お前のことも」

　言葉足らずで抽ちゆう象しよう的なのは、立場上の問題だろう。

　うさぎには、たったそれだけの言葉で十分だった。

　いつも自分は生まれてくるべきではなかったと思って生きてきた。

　でも違ちがう。父は自分で母を選び、そしてうさぎが生まれてくることを選んだのだ。

　父を許すことはできない。父が西園寺家を優先し、今までうさぎに人生の決定権を与あたえてくれなかったのは事実だ。

　父親らしいことをしてこなかったのも事実だ。

　でもうさぎは、父から初めて父親としての言葉を聞いた時、少しだけ。

　ほんの少しだけ、救われた気がした。
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　二人のやりとりを見ていたタケルは、感かん慨がい深ぶかい思いでその場にいた。

　うさぎとその家族に軋あつ轢れきがあったのは知っていたが、西園寺家の実態はよくわかっていなかった。思っていたよりも、うさぎの父は真面目な人だ。うさぎとのわだかまりを解こうとする姿勢も窺うかがえる。

　もしこの場に噓があるのだとすれば、それは自分だとタケルは思った。

　さっき口にしたうさぎへの感情は本音だが、恋人であることを偽りながらこの場にいるのは間違っている。よき父なのかどうかはわからずとも、少なくとも彼が見せた誠実さに噓で返すのはいただけない。

（やっぱり……本当のことを話すべきだよな）

　うさぎには悪いが、このまま偽りの関係を続けていても父親を失望させるだけだ。せっかく親子関係に修復の兆きざしが見えたのだし、噓を通すわけにはいかない。

　最悪自分が殴なぐられる覚かく悟ごもあった。噓をつこうと提案したのも自分の提案ということにすればいい。

　タケルは椅い子すから立ち上がり、うさぎの父に全てを話そうとした。

　だがその時、中庭を見み渡わたせるガラス窓の向こう側で、何かが光った。

　タケルは眉まゆ根ねを寄せて視線を凝こらし、すぐに動いた。

　あれは銃じゆう口こうだ。ターゲットはうさぎの父。

　いや──うさぎに向いている。

「──うさぎッ！」

　掃そう魔ま刀とうを発動させることに、躊ちゆう躇ちよはいらなかった。
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　五分前。西園寺家中庭に植えられた観葉植物の陰かげで、桜花、マリ、斑鳩は、獲え物ものを狩かる豹ひようのような眼光を放ちながらタケル達を監かん視ししていた。

「ちょ、ちょちょちょちょ、なんか、なんかすげぇいい雰ふん囲い気きなんですけどっ……!?」

「あの草薙が……西園寺の父親と和なごやかに話をしている……だと……!?」

「あ～これは好こう感かん触しよくだわ～、お父様に気に入られちゃったわ～、結婚まっしぐらだわ～」

　煽あおるような棒読みで斑鳩が言うと、二人は今にも飛び出しそうな勢いで髪かみを逆立てた。

「両親に挨あい拶さつだものね……あの二人、これはもういくとこまでいってるんじゃないかしら？　でき婚の可能性も否定できないわよね？　どのあたりかしら……やっぱり魔女狩り祭のお泊とまりの時かしら……私達が入ってくる前にもう一発ヤッ──」

「「や・め・ろ[image: ～][image: ～]……！」」

　二人に肩かたを摑つかまれてガタガタと揺ゆらされる斑鳩。

「う、うぅ、け、結婚するならするで……私達に一言ぐらいあってもいいではないか……っ、内ない緒しよにされるなんて、裏切られた気分だっ」

　ちょっと泣きそうな顔で桜花が肩を落とす。マリも同じ気持ちなのか、怒いかりを引っ込めてしょげてしまう。斑鳩も、「ちょっと煽りすぎた」と思いながら黙だまり込んだ。

「…………帰ろっか」

「…………そうだな」

「あら？　邪じや魔ましなくていいの？」

「さすがにそこまで野や暮ぼじゃないし……悔くやしいけど、あそこまで話が進んでるなら、もう受け入れるわよぅ」

「勘かん違ちがいするな……別に私は西園寺と草薙が付き合っていたことに納なつ得とくがいかないわけじゃない。お似合いだと思ってはいる。ただ……黙っていられたことが嫌いやなだけで……」

　桜花が両手の指先をつんつん合わせながら、かなり寂さびしそうに顔を伏せる。

「……？」

　中庭が静まり返った時、近くで微かすかに音が聞こえたことに、桜花は気づいた。

　自分達以外にも、中庭に誰だれかいる？

　そう思った瞬しゆん間かん──木の陰から銃口が突つき出た。

「っ！　西園寺、草薙！　伏せろ──ッ！」

　桜花は晩ばん餐さんを楽しむタケル達に叫さけび、すぐに銃じゆうを向けている者へと飛びかかった。
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　銃じゆう声せいは響ひびかなかった。恐おそらくサプレッサーを銃に装着させていたせいだろう。

　放たれた弾だん丸がんはタケルの横を掠かすめて、ダイニングルームの壁かべに着弾した。

「く、草薙っ……!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ。お父さんは？」

　お父さんと呼ばれたことにちょっと驚おどろきつつ、思いの外ほか悪い気がしなかったのか、うさぎの父は襟えりを正して立ち上がり、タケルに頷うなずいてみせた。

　同時に、メイド達が何事かとダイニングルームに駆け込んでくる。

「旦だん那な様！　お怪け我がは!?」

「私より、娘むすめと客人をここから避ひ難なんさせなさい」

　父親の命令でメイド達が駆け寄ってくるが、うさぎは「大丈夫です」と言って、タケルと共に父親へ近づいた。

「……倫りん理り委員会の過激派の連中だ。天明路との婚こん約やくが破談となったせいで、西園寺は倫理委員会での立場も危あやうくなった。過激派は西園寺が審しん問もん会からのスパイだと睨にらんでいたようだ……まさか実力行使に出るとは思ってもみなかったが」

「撃うたれた弾たまは麻ま酔すい弾だんですね……殺すつもりはなかったみたいです」

「娘に危害を加えて警告、か。過激派のやりそうなことだ」

「…………」

「ところで草薙君。あれは知り合いかね？　対魔導学園の制服を着ているようだが」

　うさぎの父に言われて、タケルは顔を引きつらせながらもう一度窓の外を見た。

　掃魔刀で弾丸を防ごうとした時、スローになった世界で、タケルは一部始終を目視していた。中庭にいた曲くせ者ものが銃を放つ直前に、真横の草くさ陰かげから桜花が飛び出してきたのをはっきりと見ていたのだ。

　今も桜花が黒ずくめの男と取っ組み合っているのが見える。腰こしから手て錠じようを取り出して曲者を捕とらえると、桜花は実にバツの悪そうな顔でタケル達を見た。

「お、お邪魔してます……」

「お邪魔してますじゃねーよ」

　ガサガサ。

「「お邪魔してます……」」

「お前らもかよ！」

　草陰からのそのそと追加で現れた二人にタケルがツッコミを入れる。

　こうなってしまっては仕方がなかった。タケルはうさぎの父に、恋こい人びと同士というのが噓だったことを告白することになった。

　全すべてを話し終えて、タケルは深くうさぎの父へ頭を下げる。

　何故なぜか仲間達も同じように頭を下げてくれた（不法侵しん入にゆうなのだから当たり前だが）。

「……ご、ごめんなさいですわ……お父様」

　最後に、うさぎも遅おくれて頭を下げる。

　うさぎの父は黙って話を聞いていた。謝罪を聞いてゆっくりとうさぎへ近づいた。

　そして──

「お前にも、友人がちゃんといたのだな」

「……っっ」

「大切にするといい」

「……あの……縁えん談だんのお話は」

「過激派に睨まれたとあっては、倫理委員会とのコネクションも揺らぐ。西園寺が審問会に在ざい籍せきし続けるのであれば、お前が学園に残る意義はある」

「じゃ、じゃあ……！」

「結けつ婚こんはいずれ必ずしてもらう。しかし、急ぐ必要は無い……それだけだ」

　父親は今回のもめ事の後処理をするためにダイニングルームを後にしようとして、一度だけ小隊のメンバーに向き直った。

　そして、恭うやうやしく頭を下げる。

「……娘のことを、よろしく頼たのみます」

　こうして、西園寺家で再び起こった婚こん約やく騒そう動どうは幕を閉じる。始まりも些さ細さいであれば、終わりもまた些細なものであった。







　帰り道、皆みんなで学園の寮りようへと向かう途と中ちゆう、タケルはうさぎに言った。

「……よかったのか？　親父おやじさんと話したいこと、まだいっぱいあるんだろう？　親父さんも、もうちょい話したがってたっぽいぜ？」

　うさぎはタケルを見て、薄うすく微笑ほほえんだ。

「いいんですのよ。あの家にいたって、どうせお母様や親族の方に嫌いや味みを言われるんですもの」

「……そっか」

「それに、わたくしはお父様の全てを許したわけではありませんしねっ。そんなに容易たやすく娘の心を開かせられると思ったら大間違いですわ～」

　にっこりと、嬉うれしそうにうさぎは笑う。言葉とは裏腹に笑顔なのは、少しでも親子らし会話ができて嬉しかったのだろう。なんだかいろいろあったような気がするが、結果的にこうしてうさぎの笑顔が見れたのだから、タケルは良しとした。

　そこへ、

「──なんか丸く収めようとしてるけどさぁ？　結局のところどぉなのよ!?　あんた達本当はどこまでいってんの!?　正直に言いなさいよ！」

「──事情はわかったが何故私にも相談してくれなかったのだ!?　二人だけで解決しようなど、水くさいではないかっ」

「──私が知りたいことは二つだけよ。ヤッたの？　ヤッてないの？　デキたの？　デキてないの？」

　三人にタケルとうさぎは詰つめ寄られる。

　タケルがあれは全部噓うそだと言おうとした、その時。

　いきなりうさぎがタケルの片かた腕うでにしがみついた。

　ぽよんと、腕に大きな膨ふくらみの圧力がかかり、タケルは悲鳴を上げそうになる。

「真実はどうあれ──今晩だけは、草薙はわたくしの旦那様なんですのよ！　そういう約束ですの。夫婦の仲を邪魔しないでくださいましね！」

　うさぎは顔を真っ赤にしながらも、三人へ向かって舌をべーっと出し、狼ろう狽ばいするタケルへ心底幸せそうな笑顔を向けた。

　今までの経けい緯いと場の空気のせいもあり、珍めずらしく大だい胆たんだった。

「ねっ、旦那様ぁ～、えへへ～」

　その笑顔と台詞せりふがあまりに可愛かわいくて、眩まぶしくて、そのとんでもない破は壊かい力に一同硬こう直ちよくとしてしまう。

　タケルも、一瞬だけ──

「……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「ん？　口元なんか押さえて、どうしたんですの？」

「………な、なんでも……ねぇよ」

　ほんの、一瞬だけ。

『こんな可愛い奥さんがいたら、そりゃあもう、幸せだろうな』

　と、思ってしまうのだった。

















Mission03　忘れじの日々






　対魔ま導どう学園生徒会長、星ほし白じろ流ながるについて、草くさ薙なぎタケルが知っていることは極きわめて少ない。

　生徒会長といっても流が表おもて舞ぶ台たいに立つことは少なく、学校行事の挨拶くらいで二言、三言適当な感じにしゃべることがあったぐらいだ。

　今までは他の一いつ般ぱん生徒と同じくらいのことしか知らなかった。

　接点を持ったのはつい一週間のことである。

　魔女メフィストフェレスが魔女狩り祭の折に学園に潜もぐり込んできた一連の騒そう動どうから、タケルは流と関かかわるようになった。

　流以外の生徒会員が死亡してしまったため、タケル達は情報と交こう換かんで臨時の生徒会員として働くことになった。

　普ふ通つうの学校とは違ちがい、対魔導学園には生徒会や臨時のもの以外、委員会というものが存在しない。なので普ふ段だんの生徒会の役割は、本来普通の学校の委員会がやることを全て担になっているといっても過言ではない。対魔導学園生徒会の特とく殊しゆな仕事は、生徒達が小隊活動に出るための許可を出すことだ。生徒達が持ってきた案件を精査し、試験小隊で扱あつかっていいものかどうかを判定する。そして生徒会がオーケーを出した後、審問会に提出し、そこでも許可が下りれば試験小隊を出しゆつ撃げきさせることができるのである。

　こういった重要な仕事を担わされていることがわかるように、生徒会員というのはある意味で将来が約束されている。その代わり、生徒会メンバーは普通の生徒達よりもより多くのポイントを稼かせがなければならない。

　学校行事や学校設備のあらゆるものを管理し、生徒達の案件を精査し、なおかつ普通の生徒よりも多くのポイントを稼がなければならない生徒会は、超ちよう多た忙ぼうだ。

　現在の時刻は午後四時半。秋ということもあり、すでに日が傾かたむきかけており、タケルのいる第一生徒会室はオレンジ色に染まっていた。

「……はぁ」

　今生徒会室にいるのはタケルだけである。他のメンバーは魔女狩り祭の後片付けに奔ほん走そう中。タケルも本当なら現場で片付けの指示をしていたところなのだが、要領が悪いので他の生徒から「いても邪じや魔まだ」と言われて、こうして大人しく生徒会室でデスクワークに勤いそしんでいるのだ。

　思っていた以上に生徒会はやることが多かった。高等部一年から三年までの全試験小隊が魔女狩り祭で使った予算をデータにまとめ、余よ剰じよう資材の保管場所の確保、それぞれの出し物の売り上げを計算し、さらにそれをポイントに換かん算さんするとどれくらいになるかをまとめる。中にはポイントに変へん換かんするのではなく現金にして受け取ろうという小隊もいるので確かく認にんのための書類にチェックを入れる。

　そもそもこういった仕事は臨時で作られた魔女狩り祭実行委員の委員長である天てん明みよう路じ礼れい真まの仕事のはずなのだが、奴やつが姿をくらましたことで、後始末の仕事が半分以上生徒会に回ってきてしまったのである。というかそもそも見切り発車な企き画かくだったためか、実行委員はまともに機能していなかった。幸い昨日の内に桜おう花かと斑鳩いかるがが計算や確かく認にん書類の回収をやってくれており、タケルの仕事は桜花達がまとめてくれたデータを表計算ソフトに打ち込むだけなのでそれほど頭を使う必要はなかった。

　しかしどうにも、こういった単調な作業はタケルは苦手である。

「……はぁ」

　タケルはノートパソコンのエンターキーを押して、ぐったりと椅い子すの背もたれに寄りかかった。

　こんなに液えき晶しよう画面を見続けていたのは生まれて初めてだった。斑鳩が使っているような立体ウィンドウはタケルには敷しき居いが高いので、旧型のノートパソコンをわざわざ用意してくれたのだが、そもそもパソコンなんて対魔導学園に入学してからしか触さわったことがない。

　背中を反らして、窓の向こうに見える逆さまの風景を眺ながめていると、生徒達の下校風景が見えた。

「いくらなんでも平和すぎんだろ……」

　掠かすれた声でぼやく。英雄エインヘリヤルによるテロやトーナメント襲しゆう撃げきがあったのにこの平和っぷりには違い和わ感を感じざるを得ない。メフィストの一件は公おおやけにされていないが、それにしたっていつも通り過ぎる。

　この時間に下校しているのは中等部の生徒達だ。小隊活動が無い彼らは基本的に一般校の生徒と変わらない時間に帰宅する。高等部に入ると試験小隊活動があるので、帰るのはそれが終わってからだ。だいたい、七時とか八時が定時といったところか。

「あー……しんどいな」

　タケルは今日のスケジュールを考えながら、背もたれに背中をぐりぐりさせる。

　小隊活動は魔女狩り祭の後始末が終わるまで行えない。この調子だと今日中に終わらせるのは厳しそうな上に、徹てつ夜やで終わらせようにも、タケルはいつも通り夜九時からバイトが控ひかえているのでしんどい＆しんどい。

　いつになったらいつも通りのスケジュールに戻もどれるやら……。

「うー、あー、俺無理だーこういうのー」

　タケルがいつになく駄だ目め人間っぷりを発揮しながらぼやく。

　情報と交換に生徒会の仕事を手伝うとは言ったが、さっそくもって安やす請うけ合いしすぎたんじゃないかと後こう悔かいする。

　涎よだれでも垂らしそうなくらいのへたり顔で夕焼けを眺める。

「…………」

　平和な光景を逆さまな視界で眺めていると、急に、胸が痛んだ。

　ガラス一枚向こう側には平和があるのに、逆さまなのも相まって、どこか別の世界の事のように感じられたからだ。

「──日常、恋こいしい？」

「!?」

　突とつ然ぜん声がして、タケルは椅子をがたつかせながら姿勢を正した。

　声はすぐ近くから聞こえた──というか膝ひざの上から聞こえた。

　タケルが身体からだを起こすと、本当にいつの間にか、自分の膝の上に赤い髪かみのちっこい少女がちょこんと座っていたのである。

「星白生徒会長っ、いつの間に!?」

「ふふふ～、膝ががら空きだぜぇ？　なかなかの座り心地ごこちだねぃ」

　タケルの膝の上で、流が小ぶりなお尻しりをふりふりする。

　こうして膝の上にのられると、彼女の小ささがよくわかる。本当に高校生なのか本気で疑問に思えるほどだ。膝の上のお尻も子供然としているため、感かん触しよくからなにまで何かこう犯罪的な香かおりが──

「っておい」

　正気に戻って、ペシっ、と流の頭に軽くチョップを入れる。

　流は「ぷぇ」というよくわからない悲鳴を上げて、両手で頭をさすった。

「う～、なんか草薙君ってうちに対しては暴力的なことない～？　痛くはないけど～」

「勝手に人の膝に座ってるのが悪いんでしょう。ていうかあんた、マジでいつの間に座ってやがったんだ……」

　本当に全然気づかなかった。これでもタケルは剣けん術じゆつを嗜たしなんでいるので、人の気配を察するのは得意だし、まして膝の上に座られでもすれば感触ですぐに気づけるはずだ。

　しかし、部屋に誰だれかが入ってきたような気配は全く無かったし、声が聞こえた時まで膝の重みなんて少しも感じなかった。

「草薙君ぼーっとしてたからねぇ。うちは一〇分前からこのベストプレイスで君のお膝の感触をエンジョイしていたよ」

「…………」

「引き締しまった太ももがたまりませんな～デュフフ」

　流がおっさんくさく笑いながら太ももを手でさすさすしてくる。

　相変わらず馴なれ馴なれしい上にセクハラだった。

　それにしても一〇分前……まさかそんなと思って時計を見ると、確かに休きゆう憩けいに入ってからいつの間にか一〇分経過していた。まずその事実にびっくりしたが、その間ずっと膝にのっていたという流にもびっくりする。最初に会話した時から底の知れないところはあったが、もしかすると相当なスニーキングの手て練だれなのだろうか。

　タケルはそんなことを考えつつ、流の手が尻に伸のびてきたので二回ほど頭にチョップをお見み舞まいした。顎あご下に流の頭があるので、実にチョップがしやすい。

「ぷぇ」「ぷぇ」

　なんか、押すと鳴るぷにぷにしたオモチャみたいで、面おも白しろくなってタケルは何度かチョップを入れる。チョップを入れる度たびに「ぷぇ」と鳴るので、タケルの顔にも思わず笑えみが。

「ぷぇー！　先せん輩ぱいで遊ぶとは何事かー！」

　ぺちん、と流が両手を上げてタケルの顔を両手で挟はさみ込み、むにむにとほっぺたを押しつぶしてくる。

「しゅみましぇん、ちょーしにのりまちた（すみません、調子にのりました）」

「まったくまったく～、ぼーっとしてる方が悪いんじゃないか～」

「つーか仕事ぜーんぶ俺らにぶん投げてこの一週間何やってたんすか？　大変だったんですよ、俺達だけで後処理すんの」

　桜花と斑鳩がいたおかげでなんとか回ったが、本来三日程度で終えるものが一週間も後始末にかかってしまった。

　偏ひとえに流が不在だったせいである。流は頰ほおを指でポリポリ搔かきながら、申し訳なさそうな笑顔でタケルを見上げた。相変わらず膝の上からどいてくれない。

「ごめんよごめんよ～。ちょっと今後のことについて調べ物をしていてね～。こっちまで手が回らなかったんだよ～」

「調べ物……何です？」

　タケルが聞くと、流はにっこり笑ってはぐらかした。

「今はまだ君が知っても仕方のないことさ。気にする必要はないよ～」

「…………」

　これである。

　前々から思っていたが、このはぐらかすような笑顔は、どこか理事長である鳳おおとり颯そう月げつを連想してしまう。信用できないのは初めからだが、取引をしているだけでまだこの少女は味方というわけではないのだ。

　タケルとしても、気を許すつもりはない。

　むしろ利用してやるつもりで関係を維い持じしなければ。

「ところで、窓の外見てぼけっとして、どうしたんだい？」

「……別にどうということはないですよ」

「聞かせておくれよ～」

　タケルは黙だまり込んで、流の顔を見下ろす。

　流は曇くもりの無い眼めでタケルを見つめながら、うっすらと微笑ほほえんでいた。

　別に隠かくすほどのことではないと思い、タケルは小さくこぼす。

「なんか最近……自分が学生だってことを忘れそうで」

「ほむほむ」

「こんな学園に通ってるんだから普ふ通つうの学生じゃないことは当たり前なんですけど、普通ってのが何なのかわかんなくなったというか……」

「君の人生って、普通だった例ためしがあったのかい？」

　言われて、タケルは考えてみた。

（……言われてみれば、普通ってなんだ？）

　過去のタケルは父親と剣術の稽けい古こに明け暮れていたし、いろいろあってお世話になった師し匠しようとの特訓も普通の人間が味わうような経験ではなかった。対魔導学園に入学した後も、バイトと勉学と小隊活動のせいで、まともな学生がやっているようなことをタケルは知らない。

　中等部時代、桜花との戦いに敗れ、妹のキセキから「人の心がわからない」と言われてから、タケルは『まとも』になる努力をした。頭は悪かったが数え切れないほどの本を読んで、自分がどれほど常じよう軌きを逸いつした精神と価値観を持っているかを理解するに至った。

　言ってしまえば、あの時にタケルは「普通の学生」についてを理解したのかもしれない。

　あの頃ころの感覚に似ているわけではないが、普通に下校する中等部の生徒を見て、自分がまた『まとも』から逸いつ脱だつしつつあることを感じた。

　それが何故か……一いつ瞬しゆん、どうしようもなく……。

「きっとそれは、悲しいこと、なんだろうね～」

「…………」

「普通の日常を知らないけど、きっと君は日常が恋しいんだ」

　……そうなのかもしれない。いちいち的を射たことを言う流に、タケルは言葉が出なかった。今までこれでいいと思ってやってきたことが、普通の人間が当たり前にやっていることと違ちがったというのは、悲しいことなのかもしれない。

　今自分は、その当たり前の日常が恋しいと思ったのかもしれない。

　タケルが思いにふけっていると、突然流がお尻を軸じくにして駒こまのように身体を反転させて、タケルと正面で向き合った。

　向き合うというより、膝の上にまたがって抱だきついているような感じである。

　子供をだっこしているような気分にさせられた。絵え面づらが非常にまずい。

　流は嬉うれしそうに微笑む。

「じゃあ、今日は君が望む日常物をやろうじゃないか」

「は？」

「今日は学園異能バトルも、ファンタジー戦記も、ミリタリーＳＦアクションも無しだ」

　呆ほうけるタケルの頰を小さな両手で包み、流は笑う。

　そして、

「普通の学生をやろうじゃないか、草薙君」

　目をキラキラさせながら、そんなことをタケルへ言った。







　時刻は午後五時。帰宅部の普通の学生が下校するよりも少しだけ遅おそい時間に、タケル達三五小隊は、流に連れられて全員で街へとやってきた。

　事の発ほつ端たんは流がタケルへ言ったあの一言。

　普通の学生をやろう、だった。

　あの後、仕事中だった仲間達を全員集合させて、流はこんなことを言った。

『みんなで遊びに行かないかい？』

　当たり前だが、皆みんなぽかんとしていた。まだ魔女狩り祭の後処理が終わったわけではないし、三五小隊はこの一週間小隊活動もできていなかった。それなのに遊びに行くという発想は、さすがに吞のん気きな雑魚ざこ小隊であろうとも思い浮うかばなかったのである。

　案の定というか、桜花は大反対だった。遊びに行くくらいならさっさと生徒会の仕事を終わらせてポイントを稼かせがねば。桜花の言い分はそんなところだ。

　だいたい皆も同じ気持ちだったのだが……。

『え、行かないの？　奢おごるけど？』

『行きますわ』

『そりゃ行くでしょう』

『奢りならあたしも行く』

『草薙諸もろ刃は流皆かい伝でん草薙哮タケル！　奢りとあらば征ゆかせてもらう！』

『貴様らー！』

　基本的に現金な連中なので、容易たやすく掌てのひらを返したのであった。

　ということで、奢りという言葉に釣つられて今日は三五小隊みんなで下校し、みんなで寄り道をしに来たのである。

　やってきたのはこの街で一番大きいショッピングモールだ。午後五時という時間は、平日の一番賑にぎわう時間帯と言っていい。モールの中央に位置するドーム状のホールは、丁度クリスマスシーズンに差し掛かかろうという時期で、赤と緑の装そう飾しよくで彩いろどられている。

　真ん中にある噴ふん水すいの中には、クリスタルでできたツリーがイルミネーションで煌きらびやかに光っていた。この時間は一いつ般ぱん校の学生が多い。セーラー服やブレザーを着込んでいるのが一般校の生徒である。小隊活動があるため基本的に対魔導学園の生徒が普通にショッピングモールに現れることは珍めずらしいらしく、すれ違う度たびに振ふり返られた。

　タケル達は噴水のそばで大きなショッピングモールを見上げながら途と方ほうに暮れている。

　普ふ段だんからこういう場所は訪おとずれることが少ないので、どうすればいいのかわからなかった。

「遊びに来たはいいのですけれど……何をするんですの？」

「ショッピングモールって、私にとってアウェイなんだけど」

　斑鳩はともかくとして、数日前までは西さい園おん寺じ家の決まりで学業が終わると真まっ直すぐ帰っていたうさぎも俗ぞく世せにはとんと疎うとい。

「あたしもこういうところは来たことないな～……なんか、いろいろありすぎてどうすればいいかわかんない感じね」

「ふふん、私はよく来るぞ」

「なんで自じ慢まんげなのかわかんないけど、あんたが服とか買いにくるわけ？」

「ここのパン屋のあんパンが絶品なのだ」

「あ……そ」

　桜花はあんパンのためだけによくモールに訪れるらしいが、それだけだ。マリも育ちは境界線ボーダーのスラムなのでモールに来たのは初めてだった。

　タケルも同じである。いや、一度別のショッピングモールを訪れたことはあるのだが……英雄テロの真っ最中で、屍食鬼グールで溢あふれかえっていてゾンビ映画のような印象しかなかった。むしろ若じやつ干かんトラウマである。

　そうこうしていると、タケルの真横にスゥっとラピスが姿を現した。

「懐なつかしいですね、宿主。私とあなたの関係はここから始まったと言っても過言ではありません」

「……いつも通りいきなり現れるのはいいんだけどさ、正直、懐かしめるような出会い方じゃなかったろ？　あとここじゃないからな？」

「ぱんぱかぱーん」

「!?」

「覚えていらっしゃいますか？」

「そういやあれ何だったんだ？　なんかネット詐さ欺ぎにありがちな広告みたいな質問攻ぜめだったけど」

「鳳颯月様に、契けい約やくの際にそう言うのがレリックイーターの決まりなのだと教えられていました」

「だと思ったけど、だと思ってたけどよ……！」

　唐とう突とつに現れたラピスの相手をしつつ、タケルは先頭を歩く流の背中を見る。いきなり普通の学生をやろうとか言い出したその真意が何なのか、タケルにはさっぱりわからなかった。

　タケルは歩みを速めて、流の隣となりに行く。

「あの、生徒会長……どうしてまたモールなんかに？」

「んー？　どうしてって、言ったじゃないか、遊びにきたんだよ～」

「……何か裏があったりしませんよね？」

「裏があったとして、何でショッピングモールになんて連れてくるのさ～」

　……確かに。

「まぁま、そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きにならずにさ、生徒会の仕事を手伝ってくれている労ねぎらいだと思ってよ～。みんな、何か欲ほしいものとかない～？　お姉さんが何でもおごっちゃるぜ～？」

　何でもと聞いて、全員目を輝かがやかせた。

「新しい狙そ撃げき用の手て袋ぶくろが欲ほしいですわ！」

「新しいハンドロードが欲しいわね」

「肌はだ荒あれ用のクリームかな……首輪のとこ、汗あせかくとちょっと荒あれちゃって」

「せっかくだから　あ　ん　パ　ン　を　所しよ　望もう　す　る　！」

「脇わき差ざしを所望する！」

　すげぇひねくれた品物の要求に、流は目を糸のように細めた。

「はい却きやつ下か～。それ全部基本的にショッピングモールには売ってないでしょ～？　マリちゃんのは買ってあげるけど、せっかくだからもっといいのにしなさ～い」

「あ、あの……あんパンは……？」

　あんパンをスルーされてショックを受ける桜花を無視して、流は皆に振り返って人差し指を唇くちびるに当てる。

「まー、そーだねー、とりあえずここは──」

　流は首を巡めぐらせて、モール二階へ目をやった。







　最初にやってきたのは、衣料品店だった。

「学生が立ち寄るお店の定番だよね～」

　流が棚たなに置かれたマフラーを手にとって、くるりと首に回して微笑ほほえむ。

　秋も終わり間近なためか、店は冬服一色だった。

　定番だが、女子は服となれば上じよう機き嫌げんになるものだ。特にうさぎとマリは小隊の中でも女の子らしいので、冬物コートのコーナーをさっそく物色している。

「そういえば久しく普ふ通つうの服なんて着ていませんでしたわね～」

「みんな基本的に制服だもんね。そういえばうさぎちゃんの私服って見たことないなぁ」

「一日の大半は制服ですし、休日を返上して小隊活動をすることが多いんですのよね～……もうなんか、この格好に慣れてしまって一番落ち着くようになってしまいましたわ」

「それちょっとわかる～。あたしもお気に入りの服とか、そればっかり着るようになっちゃうし」

「マフラーと帽ぼう子しは親しい方の形見と聞きましたけれど、そういえば二に階かい堂どうもいつも同じ格好してますわね。あまり学園の制服を着ているところを見たことないですわ」

「帽子とマフラーはおんなじだけど、服はちゃんと違ってるからね？　この帽子デニムだし、合わせるとなるとどうしても同じ色の上着になっちゃうんだ。制服は緑だから、ちょっとね～」

「なるほどぉ。わたくし実は、自分で服を買ったことってないんですの。学園に通う以外で外出することもほとんどありませんでしたから、正直よくわからなくって」

「あ、じゃあいろいろ試着してみようよ～。うさぎちゃんはやっぱり白が似合うんじゃないかな～」

　白いモコモコのついたコートをうさぎの身体からだに重ね合わせたりしながら、マリがうさぎのコーディネートを始める。

　そんな二人の横で、桜花が難しい顔で衣類を眺ながめていた。さらにその難しい顔の桜花を、斑鳩が横目で見ている。

「うーむ……防寒具なら持っているし……今買う必要はないのだが……それより私はあんパンが……」

「ちなみにその防寒具って、どんなのかしら？」

「ＥＣＷＣＳのパーカーだが？」

「ファッションとしてはだいぶ狭せまいジャンルね。軍事オタクじゃあるまいし」

「何を言う。実用性はピカイチだし、何より丈じよう夫ぶだし、迷めい彩さいだってカッコイイだろう？」

「もう少し女らしい格好をしないと、草薙に嫌きらわれるわよー。私が選んであげましょうか？」

　草薙に嫌われると言われて少したじろいだが、桜花は斑鳩の申し出には素す直なおに頷うなずけない。

「……杉すぎ波なみにコーディネートしてもらうとなると、すごく際きわどい格好をさせられそうなのだが……」

「失礼ね。コスプレならわかるけど、普通に似合う服を選ぶわよ。ていうか冬服だし際きわどい服なんて無いでしょ、安心なさい」

「うむぅ……」

「あんた胸デカいんだからニットセーターとか着るといいわよ。一見清せい楚そそうなんだけど胸の形がくっきりと強調されるからデフォルトで乳ちち袋ぶくろ──」

「やっぱりそういう感じじゃないかッ！」

　桜花と斑鳩も、なんだかんだ言いながらショッピングを楽しんでいるようだった。

　一方タケルは、メンズコーナーをうろうろしつつぼーっとした顔で服を見ていた。

「ダウンジャケット、あったかいし欲しかったんだよな……下は……無難にジーパンにしよう。丈夫だし」

　これからの季節は寒さが厳しくなってくる。夜遅おそくまでバイトをしている身としては、制服やジャージだけでは限界があった。

　つまるところ、タケルの服選びはかなり切実だった。服を買う余よ裕ゆうなんてほとんど無いので、スーパーの日用品コーナーの安売りジャージとかパンツを買っているくらいに金銭的に切せつ羽ぱ詰つまっている。羽う毛もうが詰まったダウンジャケットを手にとって、しっかりと温かいことを確かく認にんしながら、紺こん色いろのジャケットをじっと観察する。

「……やっぱ、緑にしようかな……いや……青も捨てがたいか……」

　せっかく買ってもらえるのだから、せめて自分の好みにしたいという気持ちがあった。

　ふと、ジャケットコーナーのウール製のトレンチコートやモッズコートが目に入る。

　それも手にとってみて、ダウンと比べてみる。

「……こっちの方が、かっこいいかな……？」

　一丁前に悩なやんでしまう。ズボンもジーパンでいいものかと考え始めた。奢おごってもらうのだからあまり高いものは選ぶつもりはなかったが、せっかくだしこだわりたかった。

　これでもタケルは思春期の高校生だ。今まで生活や小隊活動に追われていて学生らしいことをしてこなかったが、ファッションに興味がないわけじゃなかった。触ふれる機会こそ少なかったが、ラーメン屋に置いてあるファッション雑誌なんかを手にとって、流行はやりの服装に憧あこがれを抱いだいたこともある。

　けれど、自分とは縁えん遠どおいものだと思っていた。お金もないし、着る暇ひまもない。ちゃんとした服を着るのなんて諦あきらめていた。

（服を選ぶのって……楽しいんだな。自分に似合うかどうかなんてわかんねぇけど、なんかいいもんだな）

　買い物カゴを見ると、想像以上に着てみたい服がたくさんあって、カゴがいっぱいになっていた。

　さすがに全部買ってもらうわけにもいかないし、この中から一着選ばなければならない。

「よろしければ、試着してみてはどうでしょう？」

　不意に店員から声をかけられて、タケルは肩かたをビクつかせてしまう。

「あ、あ、は、はぃ、そそそそうします～」

「試着室はあちらですので、ご利用くださーい」

「どど、どうも～」

　タケルがわたわたしながら返事をすると、店員さんはにっこり笑ってタケルから離はなれていった。タケルの反応を見て、買い物に店員からあれこれ言われるのが嫌いなタイプだと察してくれたのだろう。いい店員さんだった。

　タケルは若干緊きん張ちようしながら、試着室へ。

　ちょっとウキウキしながらカーテンを開けて、中へ入る。

「わーお、草薙君、大だい胆たんだね」

　中には、着き替がえ中の流がいた。上半身には薄うすいセーターと皮ジャンを着込んでいたが、下半身はパンツだけ。ダメージの入ったジーンズパンツを穿はこうとしている最中で、前まえ屈かがみになっていてセーターから小さな胸が見えてしまっていた。

　こうなれば男だろうがなんだろうが下半身に目をやってしまうのは必然だ。

　三み毛け猫ねこマークの入った子供っぽいパンツだった。

　こうなったとして「うむ。可愛い。」などと感想を抱く余裕があるのは変態だ。タケルは変態の方だった。着替えを見られたのに、流は相変わらずののほほん笑顔だった。

「ガン見するのは全然構わないんだけど～、さすがに他のお客さんに見られると草薙君が逮たい捕ほされかねないから、とりあえずカーテン閉めるか、一いつ緒しよに中に入るかしてくれるかな～」

「……ごめんなさいでしたっ」

　中に入るのはさすがに草薙タケルとしての常識が警笛を鳴らしていたので遠えん慮りよ願い、サッとカーテンを閉めた。

　どう言い訳しようが、今のは完全に自分が悪い。

「草薙く～ん？　悪いんだけどちょ～っと待っててね～」

「い、いやいやお構いなく」

「そーじゃなくってさー」

　タケルがそそくさと退散しようとすると、再びカーテンが開いた。

　着替えを終えた流が両手を広げてタケルの前に躍おどり出る。

「じゃーん、どうかな～？」

　ふふーん、と自じ慢まんげに自分の姿を披ひ露ろうしてくる流。

　皮のジャケットと薄うす手でのセーター、そして裾すその短いダメージの入ったジーンズパンツだ。

　冬物としては明らかに寒そうだが、純じゆん粋すいに似合っていると思った。

　ただちょっと、流の外見に比べて大人っぽいというか、俗ぞくっぽいというか、無理をして大人っぽい格好をしているお子ちゃまに見えなくもない。最近の垢あか抜ぬけた小学生にありがちなファッションだった。

「最近のそこはかとなくビッチっぽいファッションをしている小学生をイメージしてみました～」

「狙ねらい通りなのかよっ」

「草薙君、こういうの好きかな～と思って～」

「人を勝手にねじ曲がったロリコンみたいに言わんでくださいっ」

　たとえ万が一ロリコンであったとしても、タケルはねじ曲がってないロリコンでありたかった。

　いまいち反応が悪いタケルに、流は不満そうに口を尖とがらせる。

　何かを要求するかのように、くねっ、くねっと腰こしを捩ひねらせたり、背中を見せたりしてくる。タケルはその仕草に若じやつ干かんイラッとしながらも、素直な感想を述べる。

「はいはい、似合ってます、似合ってますよ。個人的にはジャケットの下はロングティーシャツの方がいいと思いますけど」

「おぉ、そうかい？　じゃあそのように～」

　再びカーテンが閉まって、中からごそごそと衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　タケルはため息を吐ついて、反対側の試着室へ入ろうとした。

　しかしそこもカーテンが閉まっている。危なかった。同じ轍てつを踏ふむほど馬ば鹿かではないので、開いている試着室を探そうとしたところで、

「……宿主」

「？　ラピスか？……まさか、お前も試着してんの？」

「はい。星白流様にお洋服を選んでいただきました」

　意外と言ってはなんだが、まさかラピスまで試着しているとは思わなかった。いつも瑠る璃り色のドレス姿か、斑鳩の選別した変態チックな衣い装しようしか見たことがないので、少し困こん惑わくする。

　しかし、「お洋服」とは、また可愛かわいらしい言い回しだ。

「こういった衣装を着るのに慣れていませんので、チェックをお願いしてもよろしいでしょうか？」

「あ、ああ……構わないけど」

　そこはかとなく不安げというか、いつも無感情にハキハキと物を言うラピスにしてはしおらしいなと思いつつも、いったいどんな格好をしているのか気になった。

　タケルの返答の後、数秒の間を置いてゆったりとカーテンが開く。

「……どうですか？」

　胸の前に両手を置きながら、小首を傾かしげるラピス。

　服装は、かなり大きめのトレーナーと、裾の短いスカート。それからストライプのニーソックスだった。こういっただぼだぼを狙った格好は、タケルは嫌いじゃない。余った長い袖そでや、トレーナーの裾が腰下まであるのに、ギリギリスカートが見えるところにこだわりを感じる。

　何より、いつもどんな格好をさせられていても取ることがなかった十字の入ったカチューシャを外していることに驚おどろく。

　率そつ直ちよくに言ってすごく似合っている。感想が出てこないが、とりあえず頭の中に思い浮うかんだ感情というか欲求は「抱だきしめたい」だった。

「おかしいでしょうか？　人間の衣類を自分で身につけたことがありませんので、不備があれば遠慮なくおっしゃってください」

「……問題ない。完かん璧ぺきだと思う」

「そうですか。何よりです」

「あのさ」

「なんでしょう？」

「──写真撮とってもいいですか？」

　ポケットから、最近斑鳩に渡わたされた携けい帯たい電話を取りだして、真顔で真しん剣けんに要求する。

　ラピスが無言で頷うなずいたのを見て、タケルはさっそく激写した。

「首……首を傾げたままで頼たのむ」

「？　はい」

「あ、胸から手をどけないでくれ。袖、ちゃんとたれさせて。あと少し内うち股またになってくれるか？」

「こうですか？」

「オーケー、お前は最高だラピス」

「恐きよう縮しゆくです」

　いろんな角度で、いろんなポーズを決めてもらって、タケルは写真を撮りまくった。

　絵え面づらが完全に変態と幼女だった。

「お、写真撮ってる～、うちも入れて～！」

　タケルが撮さつ影えいに勤いそしんでいると、横から流が入ってきて、ラピスに抱きついた。

　僥ぎよう倖こうである。清せい楚そというか無む垢くな感じのラピスと、垢抜けた勝ち気な衣装の流、二人の対比は実にいいコントラストだった。

　自然とシャッターを切る指に熱が籠こもる。携帯のはずなのに一眼レフで撮影している気分になってくる。

　心の中で、「別にこれは変態的な視点で写真を撮っているわけではなく、娘むすめの晴れ着姿を激写するお父さんの心境なんだ」と自分に言い聞かせながら、タケルは全力で写真を撮りまくった。

「ふぅ……」

　ひとしきり撮り終えたタケルは、額の汗あせを拭ぬぐいながら晴れやかな表情で携帯をしまう。

「「「「…………」」」」

　そして、後ろを振ふり返って、小隊メンバー四人組に睨にらまれていることに気づく。

　心の中で自分に言い聞かせていた言葉を「お父さん」まで口に出したところで、鼻やらほっぺやら唇くちびるやらを四人に思いっきり引っ張られたのは言うまでもない。







　その後は普ふ通つうにショッピングモールで遊び倒たおした。

　服屋の次に立ち寄ったのは雑貨屋だ。小物やら日用品やら、様々な物が並ぶ中で、メンバーはパーティグッズの並ぶコーナーに集まっていた。

「ハァハァ……ハァハァ……どうだ？」

　タケルがパーティグッズの馬の覆ふく面めんを頭からすっぽりと被かぶって、上半身裸はだかの状態で皆みんなの方を向いた。じゃんけんで負けたバツゲームだった。

　皆笑っている。苦笑いだった。

「幻げん想そう生物草薙ケンタウロスですわ……」

「待ってくれ、距きよ離りを取らないでくれうさぎ」

「タケル、目が死んでるしハァハァしてるし完全に変質者だね。似合うよ」

「目が死んでるのは覆面のせいだろ!?　似合っても嬉うれしくねぇ！」

「…………」

「無言で手て錠じようを取り出さないでくれ鳳！」

「意外と綺き麗れいな乳ち首くびしてるわね」

「ひゃん！　杉波さわっ、触さわんなっ、摘つまむなっ」

「契けい約やくの解除を要求します」

「ラピスさん!?」

「あはははははは！　一人だと可哀かわい想そうだしせっかくだからみんなで被って撮ろうよ～」

　流の提案で、結局みんなで馬の覆面を被って記念撮影をすることに。

「ハァハァ……息苦しいですわね」

「ハァハァ……どんなポーズすればいいの、これ？」

「ハァハァ……馬だからな……四よつん這ばいか？」

「ハァハァ……ヤンキーみたいにポーズ決めればいいんじゃないかしら？」

「ハァハァ……宿主、呼吸の乱れを感じます。このかぶり物は宿主の健康状態に悪あく影えい響きようを及およぼす危険があります」

「ハァハァ……ぶふっ、ラピス頼むからこっち見ないでくれ、シュールすぎる……ヤンキー座りってこんな感じか？」

「あっはははは！　草薙君、様になりすぎでしょ～！　ていうかみんなハァハァしすぎ！」

　タケルとマリがヤンキー座りをしながら中央に、桜花とうさぎと斑鳩は金属バットやらサイリュームやらを持ちながらポーズを決めて写真を撮った。

　次に足を運んだのはボウリング場だった。

「──わたくし知っていましてよ！　ボウリングは両手で投げた方が安定していいスコアが」

　ガーター。

「──うさぎちゃんダメダメじゃ～ん。あたし、境界線ボーダーの廃はいボウリング場でいっつも遊んでたから、ボウリングだけは得」

　ガーター。

「──ボウリングはパワーだ！　力で全すべてをなぎ倒」

　ガーター。

「──インドアにもできるスポーツってボウリングくらいって重っ」

　ガーター。

「──草薙諸刃流、鑵かん子す転ころがし！」

　ガーター。

「──学園のトップ、生徒会長の意地というものを～」

　ガーター。

「…………」

　ストライク。

　ラピス以外、全員全ゲームガーターというどうしようもない記録を樹立。

　次、ドラグーン対戦アーケードゲーム、ネット対戦で六人vs六人。

「ギャー！　あのタンクなんなんですのー！　なんであそこから当ててきますのー!?」

「ちょっ、向こう初心者相手に容よう赦しやないわね！」

「何故なぜだ……何故ゲーム筐きよう体たいでも私のドラグーンは動かんのだ……っ」

「なんで開始二〇秒で出しゆつ撃げきコストがこんなことになってるのよ……？」

「接近して斬きる！　接近して斬る！」

「宿主、的です」

「敵チームがチャットで苦笑いしてるね～」

　開始三分で敗北した。

　次、カラオケ。

「…………く、草薙、歌上手うまいですわね。マイクを持つ小指が立ってますけれど」

「上手いっていうか、熱がすごいっていうか……小指立ってる。鳳桜花の単純に上手いとはまた違ちがうわね。鳳桜花の歌は上手すぎてつまらない」

「採点不能だった貴様にとやかく言われても痛くもかゆくもないな。小指立ってるな……しかし何の曲だこれは」

「二〇年前くらいにやってた時代劇の主題歌だったかしらね。中等部の頃ころに一度二人で来たことがあったのだけれど、その時もこの曲を二〇回くらい歌ってたし小指が立っていたわ。これしか知らないんでしょ」

「宿主、小指の関節は正常なはずですが」

「草薙君は何事に対しても一芸特化なんだね～、小指立ってる」

　桜花の歌唱力に驚き、タケルの熱唱に若じやつ干かん引いたり、それなりに盛り上がった。

　他にも玩がん具ぐ屋でプラモデルやぬいぐるみを見て回ったり、聖域だらけのこのご時世で大変珍めずらしい海外の輸入雑貨を取り扱あつかっている店で買い物をしたり、電気店のマッサージチェアで全員揃そろって眠ねむってしまったりと、いつも通りといえばいつも通りなのだが、小隊活動やいろいろなしがらみを捨てた、極きわめて日常的な遊びに興じた。

　特に理由もなく皆で遊びに行くことがなかったので、微び妙みような違い和わ感を感じつつも、タケルとしては新しん鮮せんで楽しかった。

　日も落ちて夜八時を越こえたころ、ファミリーレストランで適当に食事を終えた三五小隊は、帰る前にカフェに寄って温かい飲み物を買って帰りのバスを待っていた。

「なんだこれは……コーヒーを頼んだはずなのにすごい量の生クリームが……」

「あんたホイップクリーム苦手なの？　甘くて美味おいしいから飲んでみなさいよ」

「いや、苦手ではない……ただ、さっき買ってもらったあんパンがクリームあんパンで、クリームがダブってしまった……これは重大な問題だ」

「うんうんなるほど、どーでもよくねっ？」

「これでも食にはこだわりがあるのだ。クリームあんパンの主役はあくまで餡あん子こなのだから、クリームが勝ってしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「まあいいじゃん。女の子は生クリームだったら延々食べていられるもんでしょ？」

「むぅ。太りそうじゃないか。店でカロリー表を見たが、牛ぎゆう丼どん特盛とほぼ同じ──」

「──別腹ってことにしよ。ね？　そうしよ」

　甘ったるそうなコーヒーを飲むか飲まざるべきかでしゃべくっている桜花とマリの横では、斑鳩が寒そうに身体からだを震ふるわせている。

「あ～、さぶっ……夏も嫌きらいだけど冬も死ねばいいと思うわ」

「確かに、春か秋が一番過ごしやすいですわよね」

「本気？　春とか花粉すごいし一番死んでほしいわ」

「じゃあ秋がいいんですの？」

「嫌いよ。春休み夏休み冬休みがあるのに秋休みがないんだもの」

「もーッ！　めんどくさい人ですわね！　嫌いなところよりいいところを見つけながら生きてくださいまし！」

「いいところねぇ。夏は暑苦しいけど、冬はうさぎが温かくて気持ちいいわね」

「のわー！　抱だきつくなー！」

「あぁ、イイ……ハスハス！　いいにおいがするわ！　脂し肪ぼうの塊かたまりあったかい！」

「脂肪の塊とか言わないでくださいまし！　自分のを揉もんでくださいましー！」

　こちらはいつも通り、斑鳩がうさぎをもちゃもちゃにしながら寒さを凌しのいでいた。

　タケルの横では、ラピスがあんまんを頰ほお張ばっている。

「お前ほんとよく食べるな。あんまんおいしいか？」

「むぐむぐ……食事はエネルギーを魔ま力りよくに変へん換かんするために行っているにすぎませんので、味は問題ではないのです。私は魔力生成量が極きわめて少ないので、欠点を補うためにもできるだけ摂せつ取しゆする必要があるのです」

　のわりには、顔が微妙に幸せそうというか、ほくほくしている。

　いつも赤味が無いのに、今は子供のほっぺみたいに赤くなっていた。

　タケルは苦く笑しようしつつ、手に持った肉まんを差し出す。

「よかったらこれも食え。コロッケもあるぞ」

「いただきます。コロッケの具はなんですか？」

「……お前さっき、味の問題じゃねぇって……」

「カロリーを知りたいだけです」

「肉じゃがだ」

「いただきます」

　うむ、とか頷うなずいて、片手でコロッケをかっさらう。

　もふもふもふもふと必死に食べるラピスを見ていると、子供におやつをあげている親の気持ちになってくる。

　タケルは悴かじかんだ手に息を吐はきながら、バスを待つ仲間達を後ろから眺ながめた。

　そこであることに気づく。

　何か、肩かたが軽くなっているというか、張り詰つめていた気持ちが和やわらいでいた。

　仲間達が普通にしている光景。自分がその普通の中にいるという感覚。

（…………いいもんだな）

　殺さつ伐ばつとした現状から離はなれて、日常を謳おう歌かする。三五小隊としての日常ではなく、学生としての日常だ。放課後に眺めていた生徒達の下校風景が仕切りの向こう側の世界だったのが、今では自分がその中に溶とけ込んでいるように思えた。

　尊いと思えた。

　少し目め頭がしらにくるほどに、尊いと。

「……いい友達を持ったね～」

　カフェでの支し払はらいを済ませて遅おくれてやってきた流が、タケルの横に並ぶ。

　いつもののほほんとした笑え顔がおで、流はタケルと同じように小隊メンバーを眺めた。

　友達……そういえば、彼らをそんな風に呼んだことはなかった。

　タケルが小隊メンバーのことを口にする時は、必ず「仲間」と言っていた。

　友達かどうかなんて、考えたこともなかった。

　普ふ通つうの学生は、「仲間」や「戦友」なんて言葉は使わない。

　友達というのは、初めての響ひびきだった。

「友達……そうですね、今日みたいなことをするのが、友達なんでしょうね」

「うん～、だからみんな友達さ～。惜おしむらくは、草薙君には男友達がいないんだよね～。いればいいのに～」

「そりゃ俺もそう思いますけどね。中等部時代のこともあって……学園の男子連中からは嫌われちまってるし、俺自身何話したらいいかわかんないんすよね」

　少し複雑そうに苦笑しながら、頰ほおを指で搔かく。

　実際、タケルには男友達と呼べる人間はいない。中等部時代の乱らん闘とう事件や素行の悪さのせいで、同級生からはだいたい避さけられている。いまだに喧けん嘩かをふっかけられることがあるくらいだ。昔は友人に近い人間が一人だけいたのだが……。

　タケルの腕うでに、いきなり細い腕が絡からみついてきた。

「草薙くん、今日は楽しかった？」

　顔をのぞき込むようにして、流が問うてきた。

　タケルは流を見つめ返しながら、少しだけ真しん剣けんに問う。

「生徒会長……今日はどうして、俺達を遊びに誘さそってくれたんです？」

「またそれかい？　理由なんて無いよ～。手伝ってくれたお礼と、息抜ぬきさ～」

　あっけらかんと言って、流は肩をすくめる。

「まーでも……やっぱりね～、辛つらそうにしている子を見ると、笑ってほしくなるのがうちなのさ～」

「……俺、そんなに辛そうにしてました？」

　流は唇くちびるに指を当てながら、夜空を見上げる。

「んー、というか、自分が辛い状じよう況きようにいることすらわかってない感じ？　辛いのが普通、みたいに思ってそうだったからね～」

「…………」

「君達に日常がどういうものかを知ってほしかったし、自分が一〇代の若者だってことを思い出してほしかったのさ」

　どや？　と顎あごに手を当てて決め顔をする流。

「なんか、言い方がじじむさくないっすか……？」

「んまっ。うちは君らの人生の先せん輩ぱいよ？　一八歳よ？　エロ本だって買えちゃう歳としなのよん？」

「まあそうですけど……一八歳にしてはちびっ子すぎやしないかと……」

「何か言ったかな～？」

「なんでもないです」

　ジト目で見てきた流が、またすぐに笑顔に戻もどる。

　タケルはその笑顔に、今日のお礼を言う。

「会長……今日はありがとうございました。楽しかったです」

「うむ。よろしい。それが聞きたかった」

　今日一番の笑顔で、流は腰こしに手を当てて、ふんすと胸を張る。

　タケルも夜空を見上げながら、安らいだような息を吐く。

　今日が終わらなければいいのに。

　そんな風に思えるほどに、タケルはこの日常を愛いとしく思えた。

「草薙君……今日のこと、忘れないでね。これからきっと、君はいろんな戦いに巻き込まれることになると思う。だけど、自分が本当に守りたいと思うものを、間ま違ちがえないでね」

「どういう意味です？」

「人生の話さ～」

　どことなく眠たげに瞳ひとみを細めて、流は言った。

　タケルはその横顔を見つめながら、話を聞いた。

「誰だれにだっていつか選せん択たくしなくちゃいけない時がくるんだ。大切に思っているものと同じくらいに大切なもの、その二つのうちどちらか一つを選ばないといけないような状況が、必ずくる」

「………」

「両方は選べない。そういう時の決断は……不幸は残るけど、どちらが自分にとって幸せかを選ぶということなんだ」

　真ま面じ目めな話だった。唐とう突とつにこんな話をしだした流の意図はわからないが、いつかそんな決断をしなければならない時は、彼女の言う通り訪おとずれるのかもしれない。

　その時自分は、何を選ぶのだろう……？

「君は、自分勝手に選びなさい。誰かのためじゃない、自分のためでいいんだ」

「…………」

「それが一番だからさ～」

　流はきっとこの先何が起こるのか知っていたのか、もしくは予感していたのだろう。この時、まだタケルには予感は無かった。何が待ち受けているのか知る由よしもなかった。けれどタケルは考える。もしもそういう状況がやってきて、究極の選択を迫せまられたとしたら、どうする？

　自分にとって、最も大切なものを考える。

　秤はかりにかけて、何を選ぶのかを考える。

「……俺は──」

　迷った末に、白い息と共にタケルは言った。

　丁度バスがやってきて、エンジン音に声がかき消される。

　その答えに自信はなかったため、タケルが言い直すことはなかった。

　聞こえなかったのなら、それで構わないと思っていた。

　流はタケルへ嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、胸に手を当てた。

「その言葉……うちは、信じてるからね」

　タケルの声は、確かに流へ届いていた。

　いつも笑顔の流だけれど、この時の笑顔は、とてもタケルの心に響いた。

「どうした草薙？　早く乗れ。置いていかれるぞ」

　バスに足をかけながら、桜花がタケルを呼ぶ。

　我に返ったタケルは、「ああ」と応こたえて、バスの入り口の手すりに手をかける。

　ふと、白い物が頰を掠かすめて、地面に落ちた。

「……雪か。早いもんだな」

　上を見ると、真っ黒な空から雪が舞まい降りていた。綺き麗れいだと思う反面、何故かもの悲しいように思えた。

　冬の到とう来らいが自分達に何をもたらすのかはわからない。不安と幸福に揺ゆさぶられながらも、タケルは今日という日常を嚙かみ締しめながら、帰路につくのだった。

















Mission04　最強の休日






　首しゆ都と圏けん内に多くの店てん舗ぽ数を持つ大手ファストフードチェーン店は主に三つあり、その三つともメニューの主役がハンバーガーである。

　低価格化やメニューバリエーション、徹てつ底ていした接客サービス、様々な賢さかしい経営戦略を行いながら首都圏内でしのぎを削けずっているファストフード業界は、近年衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっている。原因の一つとして考えられるのは、世間一いつ般ぱん的にハンバーガー＝身体からだに悪い食べ物という固定観念が植え付けられてしまったせいだ。

　どの大手チェーンもいまさらヘルシーさを押し出した商品を売り始めたり、無農薬だの化学調味料を一いつ切さい使っていないだのアピールをしているが、時すでに遅おそしである。逆に健康なんか知ったこっちゃねぇいいからハンバーガー食わせろ、といった感じの層からも「最近どこも味が落ちた」と言われ、ますます客足が遠のく始末だ。

　そんなファストフード不ふ況きようの中で、何故か売り上げを落とさずに安定した集客率を保っているフランチャイズがあった。首都圏内に数百店舗が当たり前の大手とは違い、圏内にわずか四店舗しか無いその店の名は、『ギーヴルバーガー』という。

　この魔ま導どうに対する嫌けん悪お感漲みなぎる時代に、伝説的幻げん想そう生物の名前をつけてしまっている曰いわく付つきのファストフード店だ。

「いらっしゃいませですわ～、ご注文は何になさいますか～？」

　カウンターで西園寺うさぎは極ごく上じようスマイルを向けながら客からの注文を受ける。

　休日の昼食時ということもあり、カウンターの前には長ちよう蛇だの列ができていた。列は店内に収まりきらず、メインストリートの歩道を埋うめ尽つくすほどだった。

　ちなみに客層は九割男性である。

　うさぎはしゃがみこんでカウンター下の紙かみ袋ぶくろを取り出しながら、笑顔を消す。

「……話と違いますわよ、二階堂」

「…………だ、だからごめんて」

　背後で忙せわしなくドリンクを用意している二階堂マリが、苦笑いを浮うかべながらカップの蓋ふたを閉じる。

　そして振ふり返ると同時に見事な営業スマイルを浮かべて、客の前に躍おどり出た。

「番号札二〇七番限定フィギュア付きグリフォンバーガーセット、ポテトＬのお客様～♪大変お待たせいたしました～♪」

　マリが商品の入った紙袋を渡わたすと、客の一人が少し照れくさそうに受け取った。受け取った後もじろじろと身体をなめ回すように見てくるので、マリは「次のお客様～♪」と後ろの客を前へと誘ゆう導どうした。

　注文を受け、再びドリンクを入れにジュースサーバーへ戻る。

　すると、横でフライドポテトに塩を振ってかき回している斑鳩いかるがが、盛せい大だいにため息を吐ついた。

「さすがにここまで繁はん盛じようしている店で、魔導遺産の取引は行わないんじゃないかしらね」

「し、信しん頼らいできる情報筋だったのよ……あたしだってギーヴルバーガーがここまで繁盛してると思わないわよ」

「潜せん入にゆうしてみたはいいけど、タイミング最悪ね。いつの間にかそういう客層を狙ねらう店になってたし、その上まさかフェア中だとはね」

　斑鳩が店の壁かべに貼り付けられた横断幕を見る。

　そこには、『幻想生物擬ぎ人じん化フィギュアフェア開かい催さい中ちゆう！』と書いてあった。作業をする手を止めずに、マリは口の端はしを痙けい攣れんさせた。

　マリがジュースを用意している間、後ろでは桜花が引きつった笑顔で接客を行っている。

「え、えと、注文されたのはス、スライムスムージーセット？……で、合ってるはずですが」

「限定フィギュア付きって言ったじゃん！　入ってないぞどうなってんだ！」

「も、申し訳ございません。スライムスムージーセットの限定版はもう在庫が……」

「はぁ!?　限定版じゃなきゃ意味ないんだよ！　このために何時間並んだと思ってるんだ！」

　カウンターをバンバン叩たたきながら客が激げき怒どしている中、桜花が必死に頭を下げて謝罪している。素直に謝ってはいるが、こめかみには青筋が浮かんでいた。

（なんでこんなことに……）

　マリは目を線のように細めながら、深くため息を吐いた。

　──現在三五小隊がギーヴルバーガーの店員をやっている理由は、いつも通り小隊活動の一いつ環かんだ。自じ称しよう元情報屋であるマリが得た情報を鵜う吞のみにして、このファストフード店に店員として潜入したのである。

　マリが持ってきた情報は、『ギーヴルバーガー三号店が魔導遺産の取引現場や幻想生物の遺物取引現場として、裏稼業の人間に利用されている』というものだった。誰もがそう思うだろうが、信じがたい情報である。ファストフード店で違い法ほう取引が行われているとは誰も思わない。しかしだからこそ、違法取引は人目の多い場所で行われるのだとマリは言った。

　灯台もと暗し、近くて見えぬは睫まつげ。人目を忍しのぶならば逆に人目の多い場所を選ぶが吉きち。

　根こん拠きよも証しよう拠こも無かったが、他にネタも無いのでとりあえず潜入してみたら……この有様である。

　ギーヴルバーガーは数年前まで弱小だった。グリフォンバーガーやドラゴンチーズバーガーなど、幻想生物の名前をつけた個性的なメニュー。従来のハンバーガーとは一線を画し、合成着色料調味料添てん加か物ぶつモリモリで、なんとも形容しがたい味わいを提供していた。

『本当に幻想生物の肉を使っている』『妙みように癖くせになるあのケチャップはサキュバスの血でできている』などの都市伝説があり、一部でカルト的な人気があったものの、ここまでの人気店ではなかった。

　変わったのはつい数ヶ月前にアルケミスト社とフランチャイズ契けい約やくを結んでからだ。

　制服のデザインを、フリルのやたらとある裾すその短いミニスカートと胸を強調するようなコルセットに一新し見み栄ばえをよくした。フロアスタッフや接客は全すべて若い女性になった。子供向けだった玩がん具ぐセットメニューが、そんじょそこらのプライズ商品なんかよりも出来がいいフィギュアやタペストリーなどに変わった。

　この戦略が、いわゆるその手の客層に大好評を博したらしい。定期的にフェアを行い、店員にコスプレをさせたり、アニメとコラボをして美少女フィギュアを商品に抱だき合わせたりと、えげつない商売をしていた。今回もハンバーガーの名前になっている幻想生物の擬人化フィギュアを抱き合わせてワンセット五千で売るというフェア中だった。

　ギーヴルバーガーと言えば人気が無いという認にん識しきを持っていた三五小隊にとっては誤算もいいところである。

　全員、普ふ通つうに店員としてではなく客として訪おとずれればよかったと後こう悔かいしていた。
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　状じよう況きようが落ち着いたのは午後一時を過ぎた頃ころだった。限定フィギュアの在庫が無くなってからすぐに客足は落ち着いた。

　客として店に潜もぐり込んでいた草くさ薙なぎタケルがカウンターの様子を窺うかがうと、ぐったりとした四人の姿があった。

　一応バレないように注文をしてから、小声で桜花に状況はどうかと尋たずねる。

「どうだ？　それっぽい奴やつ、客にいたか？」

「どうもこうもない……あの混雑では不ふ審しん者に気を配る余よ裕ゆうなどないし、だいたい全部不審者に見えた」

　やってられるか、とでも言いたげに蝶ちようネクタイを緩ゆるめようとして、バイトリーダーの女性に睨にらまれた瞬しゆん間かん、桜花はピシッと背を伸のばした。

　滅めつ多たに見れない桜花の姿に苦く笑しようする。

「悪いな……慣れないバイトやらせちまって。ここ、女性店員しか雇やとってなくてよ」

　小声で謝ると、桜花は他の店員に聞かれないように作業をしながら首を振った。

「草薙が謝ることではない。全部あの女の調査不足が悪い」

　なによー、と後ろを通ったマリが憤ふん慨がいしていたが、無視して桜花は続ける。

「それより、客席の方はどうだったのだ？」

「こっちは余裕あったんだけどな。そもそも店で食べて帰る奴がほとんどいなかったっていう」

「だろうな」

　桜花が相づちを打ちながら、桜花がしゃがみこんで紙袋を棚たなから取り出す。

　自然と、タケルはカウンターをのぞき込んでしまう。

　正直、さっきから桜花の制服姿が気になって仕方が無かったのである。アングル的に、コルセットによって押し上げられた大迫はく力りよくの胸の谷間がしっかりと見えてしまった。

　普通なら劣れつ情じようを催もよおすところだが、タケルは「すごい制服だ」と真顔でしみじみ思った。あの変人しか足を運ばないとされていたギーヴルバーガーの売上に貢こう献けんしているのも納なつ得とくである。対魔ま導どう学園の制服のベルトもなかなかに胸を強調させているが、こちらはレベルが違う。なまじ桜おう花かの胸が大きいため、制服の胸むな元もとははち切れんばかりだ。コルセットのボタンと紐ひもすら胸の圧力に引っ張られているところがなんともはや、目のやり場に困るというかそこしか見れない。

　日ひ頃ごろ斑鳩のコスプレ趣しゆ味みによって鍛きたえられているため、こういった制服関係にはタケルもそれなりにこだわりを持つようになってしまった。

　制服の全体を評価したいところだが、桜花のスタイルの良さが際きわだってしまって服を正当に評価できない。

　なんだろう、ちょっと悔くやしい、とタケルは思った。

　桜花が立ち上がろうとして胸が眼前に迫せまってきたので、タケルはカウンターを前のめりに覗のぞき込んでいた身体をタイミングよく元に戻もどした。

　桜花と目が合ったので、とりあえず親指をグッと立てて凜り々りしい表情をしてみせる。

「……？」

「怪あやしい一人客は何人かいるんだが、他の誰だれかと接せつ触しよくするような気配は今のところ無い。客はひとまず置いておいて、店側はどうだ？」

「まだ潜入して二日だが……店長はインフルエンザで休み、他の店員もバイトリーダーも特に怪しいところは無い。セットのフィギュアの中身も一通り調べたが……中身は美少女フィギュアだし、魔ま力りよく反応は検出されなかった」

　タケルは話を聞きながら、桜花がレジを打っている後ろで、飲み物を用意しているマリを見た。

　ジュースサーバーの調子が悪いのか、ボタンを押しても反応が無いようだ。「またぁ？」と呟つぶやいて、マリが膝ひざを曲げずに腰こしを曲げてサーバーの下を覗き込む。

　ミニスカートでやってはいけない姿勢だったため、スカートのフリルの裾が弾はずむようにめくれ上がり、マリのスラッとした脚あしと縞しま柄がらの下着が見えてしまった。

　縞パンか。

　ふむ、と頷うなずきながら、マリの小ぶりなお尻しりを吟ぎん味みしてしまう。マリはいつも自分の胸のことばかり気にしていじけているが、タケルは日頃からマリの魅み力りよくは貧ひん乳にゆうだけではないと思い続けていた。桜花にしろうさぎにしろ斑鳩にしろ、どちらかといえば肉付きがよく女性らしい体型をしている。反して、マリはスレンダーという他に無い魅力を持っている。肉付きは少なくとも、引き締しまったその脚とお尻はとても魅力的だ。

　あれ～？　とか言いながらサーバーの周りをいったりきたりするその行動も可愛かわいい。小動物みたいで超ちよう可愛い。

　タケルはいかんな、と目を細める。制服にだって魅力はあるはずなのに、まったく服に目がいかない。食品を扱あつかう店なのに帽ぼう子しがキャップじゃなくてベレー帽ぼうなところとか、靴くつだけでなく何気に靴くつ下したまで統一されているところとか、いろいろこだわっている部分がたくさんあるのに……なまじ小隊メンバーの見た目のレベルが高すぎるため、完全に制服を喰くってしまっているのが実に惜おしいとタケルは思った。

　じっくりと吟味していると、いい加減桜花が訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　タケルは桜花に凜々しい顔を向けて、うんうんと力強く頷いてみせた。

　やばい。マリに気を取られている間も桜花がしゃべっていたのだが、話を全然聞いていなかった。

「……？」

「そうだな。マリが調べて魔力反応が検出されなかったんなら問題ないってことなんだろう。抗こう魔ま素材で覆おおって魔力の流出を封ふうじている場合もあるんだろうけどな」

「今私が同じことを言ったばかりだぞ……お前さては聞いてなかったな？」

「聞いてたさ。自分なりに情報を再確認したまでのことだぜ」

　言い訳が苦しかった。

「……しかしまあ……なんだ……普通に考えて、今回の件は……」
















　レジを打ちながら、桜花は上うわ目め遣づかいでタケルを見る。

　言わずとも、桜花が何を言いたいのかわかってしまう。

「ガセっぽい？」

「うむ……やはりこの状況で取引はあり得ないと思うのだ」

　正直、最初からガセである可能性は八〇％以上だった。ネタが無いのでダメ元で潜せん入にゆうしてみたという感じだったので、この結果は想定の範はん囲い内だ。無線ではなくこうしてタケルがカウンターまでやってきたのも、今日が終わって収しゆう穫かくがなければ撤てつ収しゆうしようと言いに来たからだった。

「仕方ない。失敗も経験の内だ。得たものが何も無かったわけじゃないさ」

　得たものはあった。目の保養だ。あとちゃっかり並んでゲットしたケンタウロス（♀）擬ぎ人じん化のフィギュアとか。メインであるケンタウロスバーガーは味にこだわりが無いタケルでも不味まずかった。バイトをメンバーに強しいておいて自分だけ得をしてしまったみたいで少し罪悪感がないわけではないが、致いたし方なしである。

　妙に清すが々すがしい顔をしているタケルを、桜花はジト目で見つめていたが、慣れないバイトで疲つかれ切ってしまったのか追つい及きゆうする気にもなれなかったのだろう。

　ため息と共にレジ打ちを終えた。

「……はぁ、私はもうそろそろ上がりだ。一応店の周辺を見回るから、草薙は──」

　顔を上げた瞬間、桜花が硬こう直ちよくした。

　氷結と言ってもよかったかもしれない。それぐらいに見事に表情が凍こおり付いていた。

「鳳おおとり？　どうした？」

　反応が無いので目の前に手を翳かざしてみるが、桜花は蛇へびに睨まれた蛙かえるのように強こわ張ばって動かない。

「あ、あわわ……」

「あわわ!?」

　桜花に似つかわしくない動どう揺ようの声に、タケルまで動揺してしまう。

　いったい何を見たらこんな反応になるのかと思うと、緊きん張ちようしてごくりと喉のどが鳴った。

　桜花はタケルの後方、店の正面入り口を見たまま凍っている。

　タケルはおそるおそる振ふり返る。振り返ろうとしている最中に、タイミングよく店内のＢＧＭが止やんだ。

　カッ、カッ、カッ……外から聞こえてくる靴くつ音おとを耳にしながら、タケルは振り返る。

　そして西日の光を背に受けながら入店してくるその男の姿を目視して、タケルは桜花と同じように硬直した。

　その人物はやたらと背が高く、威い圧あつ感の塊かたまりのような男だった。切れ味のよすぎる鷹たかのような瞳ひとみと、厳いかめしい相そう貌ぼう。意志の強さをそのまま肉体に宿したような胸板と、広い肩かた幅はば。

　間ま違ちがいない。この男は──

「あ、あわわ」

　タケルが桜花と同じように狼ろう狽ばいした直後、男が入店した。

　ドアが、まるで自分から男の威圧感から逃にげ出すように道を開ける。ただ単に自動ドアが開いただけなのに、まるでモーセの十じつ戒かいのように荘そう厳ごんな光景に映った。

　男は靴音を響ひびかせながら、タケル達の前にやってくる。

　そして頭二つ分くらい大きいのではないかというぐらいの位置から、タケルと桜花を見下ろしながら、男は言う。

「──リヴァイアサンバーガーのＭスタイルを、二〇個頼たのむ」

　まるで戦いの前口上みたいな猛もう烈れつな威圧感と共にその男、異い端たん審しん問もん会第零ゼロ殲せん滅めつ機動隊隊長──鐵くろがね隼はや人とは、普通にハンバーガーを注文した。







　──どうしてこうなったのだろう。

　タケルは窓まど際ぎわの席に座りながら、ほとんど氷しか入っていないＬサイズのコーラをストローで啜すする。

　ずっとテーブルに視線を落としているわけにもいかずに、チラリと顔を上げた。

「…………」

　対面に座っている鐵隼人は、やたらと姿勢正しく座ってタケルを凝ぎよう視ししていた。

　タケルは肩かたをビクつかせてすぐに顔を伏ふせた。

（なんでこの人がここに……？）

　タケルは頭を抱かかえたい気持ちになった。

　入店して即行でハンバーガーの注文をした隼人は、タケルに声をかけた。

　元部下の桜花にではなく、タケルに、だ。

『奢おごってやる。少し付き合え』

　あの刺さすような視線を向けられたままこんなことを言われれば、断れるはずもなかった。

　異端審問会『魔女狩りデユラハン』対魔導捜そう査さ一課第零殲滅機動隊、通つう称しよう『エグゼ』の隊長といえば、タケルも知っている。しかしマリが学園にやってきた時に一度だけ会ったことはあるが、それだけだ。

　むしろ彼とは桜花の方が接点がある。三五試験小隊にやってくるまでは、桜花は彼の部下だったのだ。

　今以上に問題児で怖こわい物知らずだった桜花が唯ゆい一いつ恐おそれた人物が、この鐵隼人だ。

　かなり怖い人だったのは確かで、あの桜花がよくぶっ飛ばされていたらしい。男女平等が信条らしく、度が過ぎて規則から逸いつ脱だつした者に対しては老若男女問わず鉄てつ拳けん制裁をお見み舞まいしていたとか。

　タケルは彼をよく知らないが、桜花がそこまでビビるのは相当なものだろう。

　桜花のビビりっぷりを見ていたせいで、タケルも萎い縮しゆくしてしまう。

　しかしかくいうタケルにも恐おそろしい剣けん術じゆつの師し匠しようがいた。傍はたから見れば虐ぎやく待たい、というか殺人にしか見えないような修しゆ行ぎようを積まされていたので、格上の相手と対たい峙じするのは慣れている。

　鐵隼人は、どこか師匠と存在感が近かった。似ているわけではないが、存在感の強さが同等なのだろう。やたらめったらに強いということが雰ふん囲い気きだけでもわかる。

「あ、あの……」

「何だ」

「……今日は、なんでこの店に？」

「…………」

「……もしかして、捜査ですか？」

　タケルは声を落としながら尋たずねた。

　きっとエグゼとダブルブッキングしてしまったのだとタケルは思った。このギーヴルバーガーで魔導遺産の取引が行われるという情報が本当であったのなら、エグゼの鐵隼人がここにやってきても不思議はない。もしそうであれば邪じや魔ましないためにも三五小隊は退散した方がいいだろう。

　しかし、

「違う」

「じゃあ、どうして……」

「プライベートだ」

「…………え？」

「ここはファストフード店だろう。食事をしに来た」

　…………。

　…………。

　…………………………………………？

「ハンバーガーを食べにきた」

　そんな、おかしなことを、隼人は真顔で言った。

（…………おかしいだろ）

　ハンバーガーを食べにきた？　あの鐵隼人が？　『あの』と言うほどタケルは隼人のことを知らないが、あり得ないという感想がまず最初に出てきた。

　そういう人じゃない気がするのだ。

　この人の口からハンバーガーという単語が出てくるのすら、なんかダメな気がした。

「マ、マジですか？」

「噓うそをついてどうする。見ての通り、今日はオフだ」

　オフって言われても……顔つきとか立ち居振る舞いが全然オフじゃないんですけど。と言いたいタケルだったが、確かに隼人は制服ではなく私服姿だった。

　黒いボトムスに革のブーツ、Ｕネックの灰色のロングＴシャツの上に、黒い革のジャケットを羽織っている。似合う人と似合わない人が極きよく端たんに分かれるファッションセンスだが、彼の場合恐ろしく似合っていた。辛かろうじて一いつ般ぱんの方に見えなくもないが、これでゴールドのネックレスをしてサングラスをかけたら完全にそっち系の人である。

　なんというか、違い和わ感が無いことに違和感が。

　絵え面づらがシュールだ。テーブルの上でナンバープレートの端に手を添そえながらハンバーガーが運ばれてくるのをただ待っているだけなのに、どうしてこんなにも違和感がすごいのだろう。

「俺が後こう輩はいに飯を奢ってやることがそんなにおかしいか？」

　──おかしいのはそこじゃない。

　タケルは思わずツッコミそうになったが、礼を言うのが先だと思った。

「あ、ありがとうございます。でも、どうしてです？」

「お前に鳳桜花を押しつける形になってしまったことの詫わびだと思え」

「……俺は、押しつけられたとは思ってませんよ」

「…………」

「いろいろありましたけど、鳳はもう小隊にいなくてはならない存在ですから」

　タケルが頰ほおを指で搔かきながら言うと、隼人は目を細めた。

「鳳を更こう生せいさせるのは隊長である俺の役目だった。忙いそがしさにかまけて指導を疎おろそかにした結果だ。お前は俺ができなかったことを代わりにやってくれた。礼を言う」

　感謝の言葉を口にする隼人を見て、タケルは目を瞬しばたたかせた。

　地位も実力も遥はるか上のはずなのに、律りち儀ぎな人で驚おどろいた。桜花から厳しい上司だという話は聞いていたが、同時に部下想おもいだとも言っていた。

　隼人が両りよう腕うでを組んで窓の外に視線をやる。

「学園で何度かお前達を見かけることがあった。俺は鳳が笑っていたところを初めて見たように思う」

「…………」

「恐らく良い傾けい向こうなのだろう。その点に関しては、鳳を三五試験小隊に編入させた会長の判断は正しかったと言える。無論、鳳を中等部時代に魔女狩りデユラハンにさせたことは愚おろかとしか言いようはないが……」

　言葉を聞くに少々不器用なところはあるのだろうが、悪い人じゃないのは確かだった。普ふ通つうの大人なら、一三歳だった少女が異端審問官になることには反対する。タケルも桜花の実力を目まの当たりにしているので普通に納なつ得とくしてしまっていたが、一三歳の魔女狩りデユラハンというのは異常な存在だ。

　忙しい中で、エグゼで異質といえる子供の存在を気にかけてはいたのだろう。

　隼人はもう一度タケルをまっすぐに見つめた。

「引き続き鳳をよろしく頼む」

「任せてください。というか、俺達が鳳によろしくされる方な気がしないでもないですが」

　あはは、と苦く笑しようするタケルを見て、隼人は頷うなずいた。

「──一理ある。先日お前達の成績を見せてもらった。何だあれは。冗じよう談だんのつもりか」

　空気が一変した。あれ？　と思う暇ひまも無い。隼人の表情や姿勢に変化は無いのに、頭を上から押さえつけるような威圧感がタケルを襲おそった。

　ゴゴゴゴゴゴ、という効果音が聞こえてきそうなほどの威圧感だ。

「よもやあのような成績で審しん問もん官になれるとでも本気で思っているのではないだろうな？」

「が、がんばっちゃいるんですけど……なかなかうまいこといかなくて」

「そこは隊長であるお前次し第だいだ。わかっていないようだが、レリックイーターの契けい約やく者であるならばいずれお前もエグゼに入ることになる」

　よくよく考えれば、将来的にそういうことになるのだろう。

　理事長に魔女狩りデユラハンにしてやると言われた時はあまりにも胡う散さん臭くさくて断ったが、このまま続けていればタケルはエグゼに入ることになる。一応タケルは魔女狩りデユラハン志望ではなく騎士団スプリガン志望なのだが、給料は段だん違ちがいなのでエグゼの一員になれるなら金銭に困らない将来が約束されていると言っていい。

　しかし、エグゼはエリート中のエリート。実力が必要になってくる。最近はラピスのおかげもあり、戦せん闘とう面で役立たずになることはほとんど無かったが、審問官の頂点であるエグゼに入るとなれば、一点特化ではダメだ。総合力が求められるようになる。

「言っておくが俺は──どんな境きよう遇ぐうだろうと依え怙こ贔屓ひいきはしないぞ」

　対面に座っている隼人が妙みように巨きよ大だいに見えた。顎あごを上げて、上から見下ろすようにタケルを見ている。

　超ちよう怖こわい。

　タケルが再び「あわわ」と震ふるえる。

　引き続き説教されるのかと思った、その時だった。

「あ、あのぅ……」

　タケルと隼人のもとに、トレイに大量のハンバーガーを載のせた桜花がやってきた。

　隼人の威い圧あつ感がパッと消えて、彼の視線が桜花へと向けられる。

　桜花は少しビクついたが、ハンバーガーをテーブルに置いて、小さく頭を下げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしています。鐵隊長」

「今はプライベートだ。隊長はよせ。何より俺はもう貴様の隊長ではない」

「は、はいっ。申し訳ありませんっ」

「謝るな」

「ごごご、ごめんなさいっ」

　萎縮している桜花というのはやはり珍めずらしかった。幽ゆう霊れい以外怖い物知らずだと思っていた桜花にも、まだ恐ろしいと思うものがあるらしい。

　怯おびえているというよりは緊きん張ちようしているといったところか。エグゼにいた当時はこうではなかったのかもしれないが、今の桜花なら隊長である隼人にどれほどの迷めい惑わくをかけていたのかがよくわかるのだろう。

　何も批ひ難なんなどされていないのに自然と謝ってしまう桜花に、隼人は鋭するどかった視線を少しだけ和やわらげた。

「息災か？」

「はい、おかげさまで……元気です！」

　緊張した面おも持もちでありつつも、桜花は顔を上げてハキハキと答えた。

「そうか……ならいい」

　隼人はほんのちょっぴりだけ満足そうに言って、テーブルのハンバーガーに手を伸のばした。

「ところで……お前達は今小隊活動中か？」

「そ、そうです。もしかしたら鐵隊長も同じターゲットを狙ねらっていたのかと思ったのですが」

「いや。邪魔をして悪かったな。ここにきたのは偶ぐう然ぜんだ。俺のことは気にせず、捜そう査さを続けるといい」

　ハンバーガー……もといリヴァイアサンバーガーの味み噌そ煮に込こみ味？を手にとって、隼人は包装を剝むいた。

　そして、一口かぶりついて、桜花とタケルを見る。

「今日にょ俺はオフりゃからにゃ」

　食べながらしゃべったせいでものすごい舌っ足らずみたいになっていた。

　いくらなんでもオフすぎるだろう、と桜花とタケルは思う。

　というか、この男はトレイに載のった二〇個ものバーガーを一人で全部食べるつもりなのだろうか。トレイには正確には二一個のバーガーがあり、そのうち一つはタケルが奢おごってもらったものだ。

　咄とつ嗟さに同じものを注文してしまったため、タケルもとりあえずバーガーを口に運ぶ。

　リヴァイアサンバーガーのＭスタイル。ぶっちゃけるとサバのハンバーグをバンズで挟はさんだものだ。Ｍスタイルというのは味噌煮込みスタイルのことで、わかりやすく言うとサバの味噌煮バーガーということになる。食べた直後になんだその組み合わせと思ったが、個性的ではあるもののそこそこ美味おいしかった。

　ただちょっと味が濃こくて飽あきるのが早そ──モグモグモグモグ。

　咀そ嚼しやくする音が聞こえてきて前を向くと、再び隼人がテーブルのバーガーに手を伸ばした。（この人、もう二つ目に手をつけている……！）

　タケルはまだ一口しか食べていないのに、恐るべき速さだった。

「任務を続けろ。これ以上俺のそばにいると怪あやしまれるぞ」

　エグゼの隊長と言ってもさすがにバーガーを食べながらではまるで緊迫感が無い。

「実は俺達、そろそろ撤てつ収しゆうしようかと思ってるんです。今回のはガセだったっぽくて」

　隼人はモグモグしながらタケルを真顔で見ていたが、数秒間を置いてから「そうか」と納なつ得とくした。桜花も着き替がえてくるとタケルに伝え、控ひかえ室へ行く。

　タケルが桜花のエグゼ時代の話でも隼人から聞こうとした時だった。

　耳のインカムに斑鳩からの通信が入る。

《──草薙、ちょっと雰ふん囲い気きが違う客がきたわ。今うさぎが対応してる》

　報告を聞いて、タケルは席から顔を出してカウンターの方を見やった。

　斑鳩の言う通り、他の客とは纏まとっているオーラが違う、妙に猫ねこ背ぜで華きや奢しやな女がいた。女性客というだけでも珍しいのに、その女は黒一色の衣い装しようを身につけていた。

　スーツや私服ではない。

　あれはたぶん、喪も服ふくだ。

　葬そう式しきの帰りか行きがてらにただ昼食を食べに来たという風に考えられなくもないが、明らかに浮ういていた。

《あのナリでバジリスクバーガーの限定フィギュア版を注文したのよ》

　確実に変な客である。

　タケルは一応念のため席を立ち、追加注文をしにきた客を装よそおって、女の後ろに並んだ。

　うさぎが笑え顔がおで客の対応をしている。

「申し訳ございませんですわ。バジリスクバーガーの限定版は前のフェアの商品でして……今回のフェアでは扱あつかっていませんの」

「……そう。じゃあフェアリーセットの限定版だけでいいわ」

　うさぎは眉まゆ根ねを寄せて首を捻ひねった。

「フェアリーセットの限定版……？　生憎あいにくですが、スイーツのセットの限定版は販はん売ばいしておりませんですの」

「予約したはずでしょう。店長に確かく認にんを取ってちょうだい」

　予約と聞いて、うさぎとタケルは目を細めた。

　うさぎがタケルに目配せする。

　タケルは頷いて、気づかれないようにゆっくりと後ろへ下がり、自動ドアの前に立った。逃にげられないように、出入り口を確保するためだ。

　ギーヴルバーガーは予約注文は行っていない。フェアリーセットの限定版が存在しないことも含ふくめて、この女は明らかに怪しい。

　うさぎは慎しん重ちように、笑顔を崩くずさずに客に対応する。

「失礼いたしましたわ。確認を取りますので、少々お待ちいただいてもよろしいでしょうか？」

「…………」

　ぴくんと、うさぎの肩かたが震える。

　女がぎょろぎょろとした金かな壺つぼ眼まなこで、うさぎをじっと見つめていたからだ。

「な、何か？」

「──グリフィンバーガーは亜あ硝しよう酸さんナトリウムを使ってる？」

「へ？」

「グリフィンバーガーは食品添てん加か物ぶつの亜硝酸ナトリウムを使っているのかと聞いているの」

　突とつ然ぜん妙みような質問をされて、うさぎは目を点にした。食品の原材料に対して過か剰じように反応する客は別に珍しくもないが、タイミングが明らかにおかしかった。

　うさぎが言いよどんだのを見て、女は目を見開いて、猫背だった背を伸ばした。

「…………」

　ぞくりと、うさぎの背筋に寒気が走る。猫背を直した女の身長が一九〇センチ近くあったからだ。

「ごめんなさいね。お店を間ま違ちがえたみたい」

　女が踵きびすを返し、店を出て行こうとする。

　さっきの添加物についての質問は、取引をする際の合図や暗号だ。

　ということは、店の従業員に取引相手がいるということでほぼ間違いない。店長に取り次ごうとしたところも怪しい。インフルエンザで休みというのは口実で、もしかすると店長は三五小隊の正体に気づいてもう逃げたのかもしれなかった。

　ともあれ、この女を確保すれば店長の情報も引き出せるだろう。

　タケルは女の前に立ちはだかった。

　ぎょろりとした瞳ひとみがタケルを見下ろす。

「すみません、少しお話聞かせてもらってもいいですか？」

　対魔導学園の学生手帳を見せながらタケルが言った。

　学生手帳なので審しん問もん官の手帳ほどの執しつ行こう権は無いが、パッと見せるだけならば似ているので学生のものと見分けがつきにくい。人ひと気けの無い場所にいる場合は手帳を見せるメリットはほとんどないが、往来ならば意味はある。

『お前はすでにマークされているから無む駄だな抵てい抗こうはやめろ』という意思を伝えることで、戦闘を避さけられる可能性が高くなるからだ。

「すぐ済みますので、あっちの席へ」

　隼人がいる席を指さしながら、タケルは女の腕うでを摑つかもうとする。

　女は後ろへ下がってタケルの手をひょいと躱かわした。

「……ここは幻げん想そう生物のパーツを取引するにはいい場所だったのにね。残念だわ」

　女は頰ほおに指を当てながら、蛇へびのように長い首を傾かしげる。

　たったそれだけの言葉と仕草だったが、この女が戦う気でいることを察して、カウンターでうさぎが身構えた。タケルも少し腰こしを落とす。

　立ち居い振ふる舞まいや格好から、十中八九、この女は魔女だろう。

　こんなところで魔女と戦えば一いつ般ぱん人に被ひ害がいが出るのは確実だ。

　腰に手を当てるが、一応潜せん入にゆうという形を取っていたため帯刀していない。

　武器が無いことが悔くやまれるが、掃そう魔ま刀とうで一気に押さえ込んでしまえば戦せん闘とうを行わずに済む。

　タケルが動こうとした、その時。

　女の金壺眼が、赤せつ褐かつ色しよくの光を放った。

「──なっ」

　その瞳を見ていたタケルの身体からだが、まるで石化したかのように動かなくなる。固まったようにピクリとも動かない。

　これは──魔眼の類たぐいだ。

　魔力を持った人間の中に極ごく希まれに生まれる特異体質例。魔眼の恐おそろしいところは、魔法のように術式構築や魔ま法ほう陣じんを展開せずとも見ただけで効果が現れるところだ。有機物であることから、魔眼は生きた魔導遺産とも言われている。

　だが、いくら魔眼と言ってもそこまで便利なわけではない。魔力の宿った瞳程度の代しろ物ものではほとんど効果を発揮しない。ほんの一いつ瞬しゆん相手の動きを止めるとか、数秒自分から目を逸そらせなくするとか、人間の魔眼であればできたとしてもその程度だ。魅み了りようだとか石化だとか、そういった魔法染じみた効果を発揮するのは吸きゆう血けつ鬼きなどの幻想生物のものだけのはず。そんな魔眼を人間が有することができる可能性は、一つだけだ。

　よく見てみれば女の眼球は、人間のソレではなかった。

（バジリスクの眼球を移植してんのか……！）

　そういう技術が違い法ほう医い療りように存在するのは聞いたことがある。

　幻想生物の臓器を人間に移植できたとしても長く使用することはできない。拒きよ絶ぜつ反応ですぐに使えなくなってしまう。

　恐らくこの魔女は、換かえのパーツをこの店で取引していたに違いない。

　こういった幻想生物のパーツを移植するのは、普ふ通つうの人間が魔女と同等の力を得るためにやることが多い。この女は魔女ではなく、幻想生物の目を移植しただけのただの人間だ。

　最初にバジリスクバーガーの限定版を頼たのんでいた。なるほど、最初に注文した商品の名前につけられている幻想生物が取引の品というわけだ。

（いまさらそれがわかったところでどうしようもねぇ……！　もっとしっかり気合い入れて調べて下準備をしておくべきだった……！）

　まさか本当にギーヴルバーガーが幻想生物のパーツ取引を行っていたとは誰だれも思わない。あんな都市伝説が半分本当だったなんて誰が本気で信じるというのだ。

　タケルが石化（麻ま痺ひ）しているのは身体だけで眼球と脳だけは無事だった。掃魔刀が発動しているため、女の動きがスローに見える。

　女の背後ではうさぎが動いていた。

　カウンターを飛び越こえて魔女を羽は交がい締じめにするために飛びつこうとしているのだ。

　やれ。やってしまえ。魔眼は目が合わなければ発動しない。馬ば鹿か力ぢからのうさぎなら、背後からノックアウトできる。

　だがうさぎは、

「ひゃん！」

　──カウンターに足を引っかけてしまい、そのままずっこけた。

　スローモーションで前につんのめるうさぎを、目を線にしながら見守るタケル。わかっちゃいたが、肝かん心じんなところでドジを踏ふみすぎである。

　さらにはカウンターに隠かくれていたマリと斑鳩が顔を出し、麻ま酔すい弾だんが装そう塡てんされた拳けん銃じゆうを魔女へ向けようとしているのが見えた。

　しかし、うさぎがやらかしたせいで魔女が気づき、カウンターの方へ振ふり返る。

　ギンッ、と魔女の目が輝かがやき、カチコーンとマリと斑鳩が固まった。

　──すごい。戦闘が始まる前から追い込んでいたはずなのに、わずか二秒で形勢が逆転している。最近調子がよかったのにここにきて遺い憾かんなく雑魚ざこ小隊っぷりを発揮していた。

　頼みの綱つなはもう桜花しか残っていない。

「──！」

　さすが桜花と言うべきか、タケルが硬こう直ちよくした直後に彼女も動いていた。

　桜花は目を瞑つぶった状態で、すでに女へ銃口を向けている。タケルが硬直したのと、目が光を放っただけで、女がバジリスクの魔眼を移植していることに気づき、銃の照準を合わせてすぐに目を瞑ったのだ。

　いいぞ撃うて、やっちまえ。

　タケルが心の中で応おう援えんを送るが──しかし同時に、ずっこけたうさぎが魔女に激げき突とつし、魔女がいた位置が丁度うさぎと入れ替かわる──さらに同時に、桜花が銃のトリガーを引き絞しぼる。

（あ）

「──きゅぅん」

　麻酔弾は、うさぎに直ちよく撃げきした。うさぎはずっこけた姿勢のままスヤァと眠ねむりに落ちていく。

　──すごい。桜花のハイレベルな判断が全部無に帰した。狙ねらってもなかなか失敗できないことを失敗するところが、実に雑魚小隊だなとタケルは思った。

　桜花が女を仕留めたことを確信しながら、ドヤ顔で目を開く。

「あ」

　そして、健在している女の目を見てしまい、石化。

　タケルの掃魔刀が解けて、周りの世界の速度が普通に戻もどる。転てん倒とうしたうさぎの音に釣つられて客席にいた人々も女の方を見てしまい、客も全員石化した。

　………………。

　ザ・全ぜん滅めつだった。

（おい……おいおいおいおいおいおいどうすんだこれ！）

　女を残して店の中の人間が全員石化（一名爆ばく睡すい）している。

　当事者の女も苦し紛まぎれの反撃のつもりで魔眼を使ったのだろう。ここまで上手うまくいくと思っていなかったのか、店をキョロキョロ見回しつつちょっと困こん惑わく気味だった。

　ああ、逃げられてしまう。ポイントがゲットできないことよりも、このまま犯罪者を逃がしてしまうことの方が情けなかったし不ふ甲が斐いなくタケルは思った。

　しかし女が客席に一人だけ無事でいる人間に気づき、髪かみを逆立てた。

　そこでタケルも思い出す。

　そうだった。この店には最強の魔女狩りデユラハンがいるのだ。

（鐵さん！　もうあんたしかいない、この状じよう況きようをなんとかして──）

　タケルが眼球を必死に動かしながら、窓まど際ぎわの席に座る隼人の方を見た。

　最強の魔女狩りデユラハン。第零ゼロ殲せん滅めつ機動隊隊長鐵隼人。

　彼ならばこの圧あつ倒とう的劣れつ勢せいを覆くつがえしてくれるに違ちがいないと信じて──。




　──もっちゃもっちゃもっちゃもっちゃもっちゃ……。




「…………」

　もっちゃもっちゃもっちゃもっちゃもっちゃ……。

（ハンバーガー食べてる）

　タケルは目を見開いたまま、

（めっちゃハンバーガー食べてる！！！！）

　同じ事を頭の中で二度繰くり返した。

　その時隼人は真顔で、片手でスマホをいじりながら、タケル達の方を見もせずに、優ゆう雅がに足を組みつつ──ハンバーガーを頰ほお張ばっていた。

　否いな、頰張るなんてかわいらしいものではなかった。冬とう眠みん準備中のリスみたいに頰がパンパンだった。リヴァイアサンバーガーを二〇個全部、綺き麗れいに平らげていた。

　静まりかえる店の中で、隼人がスマホをいじりつつ呟つぶやく。

「きょふはおふなのら（今日はオフなのだ）」

　……最強の魔女狩りデユラハンはそう言って、全滅した三五小隊を傍ぼう観かん……すらしないで、大いにプライベートを満まん喫きつしていた。

　本で読んだことがある。仕事も遊びも全力でできる人間だけが成功することができるのだ、というその本の一文にタケルは深く共感していた。

　しかしどうだろう。

　犯罪者が目の前にいるのに、家族サービスを優先する休日の警察官がいるだろうか。旅行するために飛行機に乗った医者が、「どなたかお医者様はいらっしゃいませんか？」というフライトアテンダントの必死な言葉を無視するだろうか。

　嫌いや々いやであろうともなんだかんだ普ふ段だんと同じように職務を果たすのではないだろうか。

　それなりに情熱を持って仕事をしている人間なら、むしろ無視することの方が難しいのではないだろうか。

　だが、今視線の先に、その難しいことをいともたやすく行っている男がいる。

（──逆にすげぇ。この状況で無視できるって逆にすげぇ）

　助けてもらえないことに涙なみだを流しつつも、呆あきれとか失望とか飛び越えて、むしろ感心してしまう。

　ストイック（？）すぎるだろエグゼ隊長。

　女がフッと小さく笑って、隼人から視線を外して踵きびすを返す。

　そしてタケルの横を通り過ぎ、店を後にしようとした──その時だった。




　──コーケコッコー！




　店の中で、まるで朝の訪おとずれを知らせるような鳴き声が響ひびき渡わたった。

　鶏にわとりの鳴き声である。客も従業員も石化して静まりかえった店の中で、鶏の鳴き声である。

　──コッコッコッコ、コケーッ！　コーケコッコー！

　その間ま抜ぬけというかシュールすぎる鳴き声に何事かと思いながら、タケルは音の方へ眼球を動かす。

　音の根源は、隼人のスマートフォンだった。

（着メロ……にわとりっすか）

　なんかもう、隼人のイメージの崩ほう壊かいが止まらない。このタイミングで狙ったように着信がくるのも作さく為い的にすら思えてきた。

　しかし──事実それは、作為的なものだったということを、タケルは数秒後に思い知る。

　自動ドアから出て行こうとした女が、隼人の方を見たまま両目を大きく見開いたかと思えば、

「──ぐっ、が、があああああああっ！」

　突とつ然ぜん両目を押さえて苦しみ始めたのである。尋じん常じようじゃない叫さけび声を上げて、女はとうとう床ゆかを転げ回った。両手で押さえた瞳ひとみから夥おびただしい量の涙が流れているのが見える。

　いったい何がどうしたのかわからずに困惑していると、座っていた隼人が席から立ち上がった。

　そしてスマホから鶏の鳴き声を流した状態で、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

「……バジリスクは凶きよう悪あくな幻げん想そう生物だが、吸きゆう血けつ鬼き同様に弱点の多い生き物だ。一つ、自分の瞳を見ると石化してしまうため、鏡を嫌きらう。二つ、魔ま眼がんや毒の効果が効かないイタチを極きよく端たんに恐おそれる。そして三つ──」

　隼人は女のところまで歩くと、スマホの画面を女へ向けた。

　画面には、鶏が鳴いている動画がループ再生されていた。

「──鶏の鳴き声に拒きよ絶ぜつ反応を示す。これは鶏の出す特定周波の音が、バジリスクの鼓こ膜まくや角かく膜まくを損傷されるためだ」

　そう言って、隼人はタケルがバックパックから取りだそうと手に持っていた手て錠じようを奪うばい、後ろに回された女の両手にかけた。

　瞬しゆん間かん、魔眼による石化が解けて、その場にいた全員が一いつ斉せいに尻しり餅もちをついた。

　タケルは呆ほうけながら、隼人が助けてくれたのだということをいまさら理解する。

　桜花もそばにやってきて、拘こう束そくされた女を見てから、床に膝ひざをついて審しん問もん会本部に連れん絡らくしている隼人を見た。

　隼人は通話を終えると、ゆっくりと立ち上がる。

「応援を呼んでおいた。しばらくすれば騎士団スプリガンが到とう着ちやくする。この女の身み柄がらはお前達が引き渡せ」

「……さ、さすがです、鐵隊長。助かりました。あなたがいなければ、私達は──」

「──お前はエグゼでいったい何を学んだ？」

　桜花の肩かたがビクンと跳はね上がり、強こわ張ばる。

　隼人は無表情を保ったまま、桜花に説教を開始した。

「敵がバジリスクの魔眼を移植していることがわかったとして、銃口を向ける馬ば鹿かがどこにいる。射しや撃げきに自信があろうとも、目を閉じたまま撃つなど言語道断だ。一いつ般ぱん人に当たったらどうするつもりだったのだ？」

「う、うぅ」

「実じつ弾だんであればお前は仲間の命を奪っていたところだ。本当に何も成長していないな」

「もうしわけありません！」

「現げん役えき時代に散々言ったことだが、武力で圧あつ倒とうすることだけが審問官の戦いではない。相手の弱点を見み抜ぬき、必要最低限の戦せん闘とうで制圧することを第一に考えろ」

「は……はいぃ」

「それから──」

　隼人はつらつらと説教を並べながら、桜花を追い込む。桜花が何度も頭を下げながらどんどん小さくなっていく。

　滅めつ多たに見れる光景ではないし、タケルは桜花を若じやつ干かん気の毒に思いながらも、なんとなく微笑ほほえましいなと思ってしまう。

　なんだかんだ言いながら、隼人は桜花を気にかけている。口調は冷たいし、言葉は辛しん辣らつなのに、そこには情のようなものが感じられた。

（なんかこの二人見てると……師し匠しようと修しゆ行ぎようしてた頃ころを思い出すな）

　床に足を投げ出して、遠くから聞こえるサイレンの音を聞きながら、タケルは師匠のことを思い出した。

　結局、隼人が説教をしたのはかつての部下だった桜花に対してだけだった。

「……まあいい。幸い犯人も含ふくめ犠ぎ牲せい者を出さなかった。その点は成長したと思っておいてやる」

「あ、ありがとうございます！」

　敬礼でもしそうなくらいにハキハキと桜花は礼を言った。

　隼人は小さく息を吐はき、スマートフォンをポケットにしまって踵を返した。

　出口ではなく、店のカウンターの方へ、だ。

　隼人はカウンターの内側にいる斑鳩とマリを見下ろした。

　そして──

「店員──リヴァイアサンバーガー、一〇個追加だ」

「まだ食べるんすか！」

　タケルはついに、心の中ではなく声に出してツッコミを入れてしまうのであった。

　魔眼の女を捕とらえたタケル達ではあったが、結局今回の件がポイントになることはなかった。逮たい捕ほしたのはあくまで隼人であり三五小隊ではないと、堅かた物ぶつの桜花が言って聞かなかったのである。

　最近肩の力が抜けて少しだけ柔やわらかくなっていた桜花が、またしばらく元通りの堅物になってしまった。元上司からの説教により得た反省を行動で示して周りを巻き込むあたり、やはり桜花は良くも悪くも桜花である。








Mission05　最悪の休日






　彼女の目覚めは極きわめて不ふ機き嫌げんだった。

　時刻は朝の七時半。Ｓランク魔導遺産『ダーインスレイヴ』、人格名でいうところのナハトは、指定された通りの時間にスタンバイ状態から覚かく醒せいした。

　覚醒と同時にヒューマノイドモードへと移行し、ナハトは目を開けた。

　また朝がきた。小さく華きや奢しやな肩を少し脱だつ力りよくさせてから、ナハトは勢いよくカーテンを開いた。暖かい日差しが部屋に差し込み、窓の外から小鳥のさえずりが聞こえ、朝あさ露つゆにしめった紅葉もみじの葉がキラキラと輝かがやいている。

　季節の変わり目の気持ちの良い、平日の朝である。

「糞くそ食くらえだよ」

　夢見は最悪だった。夢の内容は、草くさ薙なぎタケルとミスティルテインとの戦い、つまり敗北の記き憶おくのフラッシュバックだ。苛いら立だちなどというものは常に抱いだいているのでストレスになり得ないはずなのだが、この夢は最悪だ。小こ綺ぎ麗れいに片付けられた自室の家具やらお人形さんやらを蹴け散ちらしてビリビリに引き裂さいてやりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　ナハトはジト目を外の風景に向けながら舌打ちをして、踵を返して自室を後にした。

　魔導遺産に自室というのもおかしな話だし、そばにいて主あるじを守ることこそが魔導遺産の役割であるはずだ。ナハトも自分の主人にそう言った。

　しかし主人は困ったように眉まゆをハの字にした。

『ダメだぞナハト、お前は女の子なんだ。男女七歳にして席を同じゅうせず、このことわざぐらい知っているだろうに』

　なんて、まるで近所の優やさしいお兄さんみたいに頭を撫なでてくるものだから、苛立ちのままに主人の脛すねを蹴けっ飛とばしてしまったのは、確か一〇〇年前だったか。

　階段を一歩一歩降りる度たびに舌打ちをしながら、ナハトはキッチンへと向かう。

　相変わらずのジト目で、キッチンの棚たなから紅茶葉の入った缶かんとポットを取り出し、ヤカンで湯を沸わかす。

「…………」

　じぃぃぃっとコンロの火を見つめていたナハトだったが、ふと今自分がいる場所を眺ながめた。

　ここは首都から少し離はなれた山林の近くにあるコテージだ。今は幻想教団ヴアルハラ敵地斥せつ候こう部隊の隠かくれ家がとして機能しているが、ナハト達がやってきた時はどこぞの金持ちの別べつ荘そうだった。運が悪いことに、ナハト達がやってきた時が丁度夏休みで、トレンディードラマに出てきそうな男女八人組が庭でバーベキューに興じていた。

　それを見た主人はものすごく嬉うれしそうに目を輝かせた。そしてダッシュで山を降りてホームセンターへ駆け込み、チェーンソーとホッケーマスクを買って舞まい戻もどると、トレンディーな男女達を追いかけ回した。主人は魔ま法ほうを使わず、たかが掃除に一時間近くをかけて、このコテージを我が物としたのである。何故なぜそんな回りくどい殺やり方をするのか問うと、『……だって』

　ちょっと恥はずかしそうにモジモジしていた。

　大方山奥で男女八人組がバーベキューに興じているような連中を見て、これはシチュエーションを重視して殺さなくてはならないと直感で思い立ったのだろう。だからチェーンソーとホッケーマスク。コテージ、複数カップル、バーベキュー、だからチェーンソーとホッケーマスク。

　安直にもほどがある。自分でやっておいて安直すぎて照れるくらいならそもそもやるな。夢見が悪いのも災わざわいして、思い出しただけでも腹が立つ。一時間も追い回して、もし通報されでもしていたら厄やつ介かいなことになっていた。何が、だって、だ。子供か。ふざけんな死ね。いい加減にしろ。

「やることなすこと安っぽいんだよ」

　主人が時折そういう安っぽいジャンクフードみたいな殺しを嗜たしなむ性せい癖へきがあるのは承知の上だが、付き合わされる方の身にもなってほしいとナハトは思う。血しぶきや肉にく片へんの片付けを手伝った時のことを思い出すと、また苛立ちのテンションが上がってきたせいで、手に持ったカップの取っ手がパキンと割れた。

　ナハトはジト目で割れたカップをゴミ箱に捨てて、新しいカップに慣れた手つきで紅茶を入れた。そしてそれをトレイに載のせて、二階の寝しん室しつへ。

　ノックなんかせずに、寝室のドアを開け、ベッドの近くまで歩く。

　ベッドの上には、とても安らかに寝ね息いきを打つ金きん髪ぱつバカの姿があった。布ふ団とんを首元まできちんとかけて、真上を向きながら静かに眠ねむっている。水色の縦ストライプのパジャマを着て、スヤスヤと。寝顔はまるで少年のようだ。

「……ああ、ダメだ。我が慢まんできない」

　ナハトはジト目でしばらく彼の寝顔を見下ろしていたが、やがて横の棚にトレイを置き、紅茶のポットを手に取った。そしてダバダバと主人の顔面に紅茶を流し込んだ。

　ダバダバダバダバ……。

「──あっつぅい！　ちょっ、えっ、めたくそ熱い！」

　当たり前の反応をしながら飛び起きた主人、ホーンテッドをナハトは鼻で笑った。

「あまりに安らかすぎる寝顔に、つい出来心で。悪かった、とは微み塵じんも思っていないけど」

「すごいな！　眠っている人間の顔面にアツアツダージリンを流し込むとは恐おそれ入いる！　いっそ尊敬するぞ！」

　普ふ段だんは舞ぶ台たい役者のように堂々としている（悪い意味で）ホーンテッドが、ものすごく動どう揺ようしながら涙なみだ目めになっている。ナハトからしてみれば、こういうホーンテッドも別段珍めずらしくはない。

「目が覚めたかい？　そうか覚めたか。目が覚めたのなら、お願いだからそのまま死んでくれ」

「お、お前……いくら僕が不死身に近いからって、火傷やけどすれば熱いし苦しいんだぞ？」

「熱くて苦しくなかったらこんなことやっていないけど？」

「……性質上、主に危害を加えようとする魔ま導どう遺産は珍しくないが、お前のはなんか違ちがう。なんか違う気がする」

「Ｓランクだからね。そんじょそこらの魔導遺産とはそりゃ違うさ」

「……どうしてこんな場面で胸を張ってるんだ、お前は」

　辛辣すぎる物言いに顔をひくつかせながら、ホーンテッドは布ふ団とんから這はい出してベッド脇わきに置いてあったタオルで顔を拭ふいた。

　拭き終わると、ふぃーと息を吐いて目を細めた。カーテンから差し込む陽光に目を細めながら、しばしベッドに座ってまどろむホーンテッド。

　爽さわやか健すこやかモーニングである。殺意が湧わいたが、ナハトはぐっと堪こらえた。ホーンテッドが熱湯で赤くなった顔で、薄うすく笑いながらナハトを見た。

「おはよう、僕のナハト」

「僕のってつけんな。お前のじゃねーし」

「──僕のだろ!?　今日は妙みように辛辣じゃないか!?」

　苦笑いを浮うかべながら顔色を窺うかがってくるホーンテッドから、ナハトは目を逸そらした。

「……今日はボクらにとって休日だろ。プライベートのホーンテッドは嫌きらいなんだ」

　ナハトが言うと、ホーンテッドは困ったように寝ね癖ぐせだらけの頭を搔かいた。

「なんだその理り屈くつは……だからって顔面にモーニングティーぶっかけることないだろう……あーあ、この茶葉、結構高いんだぞ。もう残り少ないのに……」

　やれやれと首を振ふるホーンテッドを見ながら、ナハトは頰ほおをひくつかせる。

　プライベートのホーンテッドが嫌いというのは本当だった。かといって平時のホーンテッドが好きかと言われれば迷わずＮＯと答えられるナハトであったが、今のようなまったりホーンテッドは大の苦手である。

　プライベートと仕事を分けることができるのが一流社会人とはよくいうが、ホーンテッドの場合、プライベートと生きがいをきっちり分けていると言った方が正しい。彼の生きがいとはつまるところ『絶望』を他者に与あたえることなのだが、はっきり言って彼の場合は仕事と生きがいを分けられていない。幻想教団ヴアルハラの斥候としての仕事は、彼の生きがいに著いちじるしく阻そ害がいされていると言っていいだろう。

　しかしそのくせ、プライベートはきっちり分けるのだ。

「僕だって、年がら年中あのテンションだと疲つかれてしまうさ。たまにはこうして肩かたの力を抜ぬかないとね」

　ベッドから立ち上がり、ホーンテッドは大きく伸のびをした。

　タチが悪い。爽やかさからは一番遠い人間のくせに、何を猫ねこ被かぶっているのかと、最初はナハトもそう思っていた。しかし長年のつきあいでわかったことがある。

　この休日のホーンテッドもまた、彼の一面なのである。







「ほっ！　と……今の見たかナハト？　初めて四回転に成功したぞ！」

　キッチンでフライパン片手にパンケーキの焼き面をひっくり返したエプロン姿のホーンテッドが、心底嬉しそうに言ってくる。食しよく卓たくについていたナハトは、興味なさげに頰ほお杖づえをついた。

「……滞たい空くう時間と料理の出来に因果関係は無いよ」

「そんなこと言って、いつも美味おいしそうに食べてるじゃないか。それとも今日に限ってご飯がよかったのか？」

「…………」

「ホットケーキにはちみつたっぷりがお前の好物だろう？　いつまでもむくれてないで食べておくれ」

　ホーンテッドがお皿にパンケーキを載せて、サラダとハムエッグと一いつ緒しよにナハトの前に朝ご飯を持ってくる。

　相変わらずむくれつつも、ナハトはナイフとフォークを手に取った。対面に座ったホーンテッドがさも空腹だと言わんばかりにお腹なかをさすりながら、両手を合わせた。

　元神父である彼も、食事の前にお祈いのりはするのである。

「主よ、これは断じてあなたの祝福でもなければお恵めぐみでもない。お百ひやく姓しようさん達の血と汗あせと涙に感謝して──いただきます！」
















　ただし死んでもアーメンは言わないし神に感謝もしないのである。

　いただきますをしようとしないナハトに、ホーンテッドがジト目を向ける。ジト目を返しながらも、ナハトは舌打ちをして手を合わせた。

「……いただきます」

　パンケーキにナイフを通して、フォークで口へ運ぶ。

　むくれっつらで咀そ嚼しやくする。悔くやしいがとても美味しい。ホーンテッドは添てん加か物ぶつモリモリ保存料モリモリの弁当が大好物だったりするくせに、料理の腕うでが並なみ大たい抵ていの上手うまさではなかった。なにせ、魔導遺産であるナハトがホーンテッドのせいで食事が結構好きになってしまったくらいの腕うで前まえである。

　無機物が食事を好きになるなど、相当だ。

「んー、スーパーに低てい脂し肪ぼう牛乳しか置いてなかったんだ。少しまろやかさが足りんね」

「どうでもいいよ……それより、今日はどうするんだ」

「特に予定は無い。英雄エインヘリヤルの襲しゆう撃げき失敗やメフィストの失敗のおかげで審しん問もん会の目が厳しくなっているし、上からはしばらくおとなしくしていろと言われている」

　食事を楽しみながら、ホーンテッドは片手間にナハトの質問に答えた。

　審問会の警けい戒かいを考こう慮りよしての待機は理解できなくはないが、幻想教団ヴアルハラが日和ひよったとは考えにくい。恐らく、斥候としてはあまりに目立ちすぎるホーンテッドには出張ってほしくないというのが上の本音だろう。命令をおとなしく聞くホーンテッドではないはずなのだが、どうやら今日のホーンテッドはそんな気分ではないらしい。

　どうあっても今日は休日のつもりなのだ。

「最近らしくないじゃないか。今までこういう日は年に二度か三度程度だったのに、旧日本にきてからは週一くらいの頻ひん度どだよ。まさか日和ったんじゃないだろうね」

　ナハトが問うと、ホーンテッドは「んー」と言って食事を続ける。

「僕だって、お腹なかがいっぱいなら落ち着くものさ」

「どういう意味？」

「こっちにきてからは充じゆう実じつしているという意味だ。ここはいい……幻想教団ヴアルハラの活動が活発化したせいで絶望に満ちている」

「だったら行動しようよ。いつもみたいにさ」

「いいや。だからこそ、平和や幸福を享きよう受じゆすべきだと僕は思う。絶望にはバランスが肝かん要ようだ」

　平和や幸福を知らぬ者、理解できぬ者に『絶望』を与える資格は無い。それが彼の中の矜きよう持じだということを、ナハトは知っている。理解し、吟ぎん味みし、その上で絶望を与えることが彼の美学なのだ。

　くっだらねぇ、安っぽいとナハトは思う。魔導遺産にそんな美学なんぞ理解できるわけがない。ホーンテッドは狂きよう人じんとしては二流どころか三流だとナハトは思っている。その点は、自分のような魔導遺産を持つに相応ふさわしくないとすら考えていた。

　ダーインスレイヴは狂きよう気きを求める。だからといってナハトという人格が狂くるっているかと言われれば、そんなことはない。ナハト自身、人間的な視点から見て、自分の人格が別段狂くるっているとは思っていなかった。魔導遺産の属性というのは魔導遺産自身の人格に左右されるわけではないのだ。仮にトマトが死ぬほど大好きな人間がいたとして、その人間がトマトと同じような人間かと言われればそんなことはあり得ない。ナハトにとってはそういう感覚だった。

　だからホーンテッドに対して安っぽいとかくだらないとか思っているのは、料理に対して塩気が足りないとか甘すぎるとか、単に味の問題なのである。

　それでもナハトが長年ホーンテッドとの契けい約やくを結び続けているのは、何も狂気の味が好みだからというわけではない。上質な狂気を求めているのはその通りだが、それ以上に、魂たましいの色があまりにも自分と相あい性しようがいいからだ。

　惚ほれた理由はそこである。この感覚は魔導遺産にしかわからない。

　食事を終えたホーンテッドがナイフとフォークを置き、ナプキンで口元を拭ぬぐう。

「今日は街に出ようと思う」

「何しに行くのさ」

「ぶらぶらしようと思って。映画でも見ようかな」

　顎あごに手を当てながら、まるでたまの休日に暇ひまを持てあます一いつ般ぱん人みたいなことを言う。ナハトはうんざりしながらそっぽを向いた。

「……そうかい」

「お前も一緒に来るんだぞ」

「好きにすれば──は？」

　ナハトが眉み間けんに皺しわを寄せる。ホーンテッドは食器を手に持って立ち上がり、流しへ置いて水道の蛇じや口ぐちを捻ひねり、皿を洗い始める。

「お前もたまには俗ぞく世せに触ふれた方がいいと、僕は思うんだ」

「意味がわからない。ボクは魔導遺産だぞ、なんの意味がある」

　イライラしながらナハトが紅茶のカップを口に運ぶ。

　ホーンテッドは「意味って」と言ってから顔を上げた。

「──ただのデートだろ？」

　ナハトは盛せい大だいに口の中の紅茶を噴ふき出した。







「んー！　平日なだけあって、昼間はそこまでゴミゴミしていないから気持ちが良いな。天気もいいし、最高だ」

「…………」

「そうは思わないか？　ナハト」

「思わねーよカス」

　そうこうあって、朝食を終えた二人は街へ繰くり出していた。駅の改札を出てすぐの広場には紅葉もみじが秋を彩いろどっている。雨の多い秋の終わりにしてはなかなかにいい天気で、ポカポカして暖かい。ナハトの一番嫌いな天気だった。

　健すこやかに伸びをするホーンテッドはいつもの神父服ではなく、白地のアンダーシャツにチェックのシャツ、普ふ通つうの青いジーンズに歩きやすそうなスニーカー。そして銀ぎん縁ぶちの眼鏡を装着していた。

　なんだその凄すさまじく害のなさそうなファッションセンス、なめてんのか。

　と思わなくもないナハトだが、ホーンテッドがプライベートではわりと地味めな服装を好むことを知っているので、いまさら口に出して言ったりはしない。

　それよりもナハトは、自分の格好に猛もう烈れつな嫌けん悪お感を抱いだかずにはいられなかった。

　日ひ頃ごろからホーンテッドの趣しゆ味みでゴシックロリータな格好を強要されているが、今日は違ちがう。首元が広く開いた、ダメージの入った袖そでの長いロングＴシャツに、デニムの短パン、そしてニーハイソックス。さらにはシルバーのアクセサリが首と手首についている。

　なんか、パンク系やビジュアル系に憧あこがれて無茶をしてしまっている小学生女子みたいな感じになってしまっていた。

　全すべてホーンテッドが用意したものである。正直言って、屈くつ辱じよく的な格好だ。ロリータファッションはいい加減慣れたが、これは路線がずいぶんと違う。

　立ちっぱなしでうつむいたまま動かないナハトに振り返り、ホーンテッドが目をパチパチとさせる。

「どうしたナハト」

「どうもこうも……なんだよデートって、なんなんだよ」

「いやなに、最近お前とのスキンシップが足りないと思ってな。あの敗北からしばらくいじけ虫になって引きこもっていただろう」

「……だから？」

「──今日はいっぱいイチャイチャしよう！」

　ナハトが一気に距きよ離りを詰つめて、両手を広げたホーンテッドの鳩尾みぞおちにヘッドバットをお見み舞まいする。が、しかし、自律戦せん闘とう能力がほぼ皆かい無むなナハトの頭ず突つきは、ただホーンテッドのお腹にポスッと顔を埋うずめただけだった。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　情けなくてうなり声を上げるナハトの頭に手を置いて、ホーンテッドは苦く笑しようする。

「お、なんだなんだ甘あまえん坊ぼうめ。人目を憚はばからずハグか。照れくさいじゃないかマイワイフ」

「お前の！　ワイフは！　マリだろう！」

「嫉しつ妬とかナハト？」

「ちっげーよバーカバーカ！　ボクにこんな屈辱的な格好までさせやがって！　何がデートだふざけんな！」

　恥はずかしいやら気持ち悪いやら落ち着かないやらで、ナハトが涙なみだ目めになる。

　そんな彼女を見て、ホーンテッドははにかむように笑った。

「何を恥ずかしがることがある？　可愛かわいいし、似合ってるぞ」

「君のそういうところがボクは嫌きらいだよ！」

　普通なら赤面するところなのだろうが、ナハトはジト目を鋭するどくさせてホーンテッドを睨にらむだけだった。昔からホーンテッドはナハトに対して「可愛い」だの「愛らしい」だの「女の子」だの、無理矢理にでも女の子として扱あつかおうとしてくる。確かにナハトの外見は少女のそれを保っているが、この姿はホーンテッドの要望に応こたえているだけだ。外見はさして変化しないが、ヒューマノイドモードの性別を反転させることぐらいナハトは朝飯前だった。彼女には性別というものが存在しないのである。

　だから誉ほめられたって恥ずかしくもないし、嬉うれしくもない。

　照れて赤くなったのは最初だけだ。

「本当に意地っ張りだなお前は。少しは素す直なおに喜びたまえよ。最初にゴスロリ服に身を包んだ時はあんなに赤く──」

「あの時のことを言ったらぶっ殺すかんな！」

　ポカポカとナハトがホーンテッドの胸を両手で叩たたく。本気で殴なぐっているつもりなのにじゃれついているようにしか見えず、ホーンテッドはますます楽しげに笑った。

「はは、わかったわかった。それで、どこへ行きたい？　今日はお前の行きたいところに行こうじゃないか」

「……別に無いよ。ホーンテッドが勝手に連れてきたんだろう。ボクは家に帰りたい」

「そう言うなよ。これはお前のためじゃない、僕のためだ。僕はお前と一いつ緒しよに出かけたいし、お前の行きたいところに行きたいだけなんだ。たまには主あるじのわがままを聞いてはくれないか？」

　申し訳なさそうに頰ほおを搔かきながらそんなことを言われたものだから、ナハトも強くは拒きよ絶ぜつできず、口元をもごもごさせた。

　こういう優やさ男おとこなところが本当に嫌いだとナハトは思う。このホーンテッドを知っているのがたぶん自分だけだということがわかるだけに、なおさらムカついてくる。こうして休日の彼といると、いつものハイテンションで大おお仰ぎような方が演技で、こっちが本当の彼なのではないかと思えてくるくらいだった。

　調子が狂う。大嫌いだ。

「わがままなら、たまにじゃなくていつもいつも聞いてやってるだろう……ったく」

　そう思いつつも、ナハトは面めん倒どうくさくなって適当に行きたい場所を列挙した。

　するとホーンテッドは、心底嬉しそうに笑うのだった。







　ナハトからしてみれば、俗世の文化や娯ご楽らくに興味など一いつ切さい無いので、遊ぶという行こう為いそのものがよくわからなかった。

　とりあえず映画や動物園、カフェなんぞに足を運んでみたものの、やはりナハトには理解しがたいものだった。周りの人間が皆みんなにこやかで楽しげなのが、よくわからない。これが世間一般でいうところの気晴らしというものなのだろうが、魔ま導どう遺産、そして一ひと振ふりの剣けんであるナハトには、気晴らしという概がい念ねんそのものが存在しないのである。

　動く絵を見て、何が楽しいのだろう。ただの動物を見て、何をそんなにはしゃいでいるのだろう。栄養補給と水分補給の、何がそこまで安らぎを与あたえるのだろう。

　考えても詮せん無なきことだった。とにかく、ナハトにとっては楽しくもなんともなかったのだが……。

「コアラなんて見たのは何年ぶりだろうな。可愛いな……可愛いな……オーストラリアとか、汚お染せんされていなければまた行ってみたいものだ」

　ホーンテッドはコアラに大はしゃぎ。

「たまには恋れん愛あい映画も悪くないな。若い女の子向けだと思って期待していなかったが、どうしてなかなか共感できる。そうは思わないか？」

　ティーンエイジャー向きの映画を年とし甲が斐いもなく真しん剣けんに鑑かん賞しよう。

「このファー・ブルトン、僕の口には合わないが、世間一般ではとてつもなく美味おいしいんだろうな。店員に作り方を聞いて、今度作ってみようか。お前も好きだと思うぞ。ほら、あーんしなさい」

　さらにはお菓か子しが美味しいだのと、ホーンテッドは始終楽しげだった。日頃絶望絶望言っている彼も、人間であることに変わりはない。剣の自分とは違うのだ。

「どうだ？　おいしいか？　ハッハッハ、うまいか。だがきっと僕が作った方が美味しくできるぞ。楽しみにしておくといい──ってお前、全部食う奴やつがあるか！」

　ナハトはファー・ブルトンなるお菓子をもちもちと咀そ嚼しやくしながら、楽しげにするホーンテッドを眺ながめた。

　ナハトは今日はずっと、彼についてのことを考えていた。この世界で一番ホーンテッドのことを理解しているのは自分だと、ナハトは自負している。

　だが、それは世界中の誰だれよりも彼のことを知っているというだけであって、実のところ彼の生おい立ちや過去については何も知らない。魔導遺産と主の協調性は記き憶おくや過去、契けい約やくしている期間の長さには依い存ぞんしない。そういったものはそれほど重要ではないのだ。

　しかしこうして『日常』とやらを味わってみると、毎度考えざるを得ない。

　この目の前にいる男は、いったいどういう人間なのだろう。それは彼の性質がどういうものなのかという意味ではなく、単純に、どういう人生を歩んできたかという意味だ。彼にも子供の頃ころがあり、思春期があり、青年期があったのは間ま違ちがいないのだ。

　いかにしてこうも屈くつ折せつした人間になってしまったのだろう。

　こういう状じよう況きようになってみると、必然的に考えざるを得ない。

「ん？　どうした、じっと見て」

　コーヒーを口に運びながら、ホーンテッドが小首を傾かしげる。

　ナハトはしばらく彼の顔をじっと見つめていたが、口の中のお菓子をごくんと吞のみ込むと、そっぽを向いた。

「別に、何でもないよ」

　ナハトが意識を逸そらすとホーンテッドも特に気にせず、日常を楽しんだ。

　踏ふみ入りはしない。必要が無いことだとわかっているから。それなのに考えさせられてしまうこんな一日のことが、

（だから嫌いなんだ）

　理由は剣としての自分を忘れそうになるからなのかもしれない。恐おそれているというよりは、危ぶんでいる。剣としての本分から逸いつ脱だつして契約者との絆きずなを深めた魔導遺産がどうなるかをナハトは知っている。多くの魔導遺産は契約者との融ゆう合ごうを最終目的にしているが、ナハトはそうなることがベストだとは思わない。

　ナハトにとっては今の状態がベスト。この距きよ離り感を永遠に続けられることこそが、彼女の理想なのだ。それが噓うそ偽いつわりのないナハトの本心だった。

　それなのにナハトは、イライラしながらショートケーキを真上からフォークで突つき刺さすのだった。







　ナハトにとって退たい屈くつなデートは続いた。夕刻になってもナハトが興味を示すものは見つからなかった。カフェから通りに出て、ホーンテッドがバッと振ふり返って両手を広げる。

「さぁさ！　次はどこへ行きたい!?」

「おい。こっちはいい加減ネタ切れなんだよ。ボクの自主性に任せるな。こちとら俗ぞく世せに疎うとい剣なんだよ。無機物にデートプラン任せるなよ」

「そう鯱しやちほこ張ばって考えるな。単純にお前がふらっと寄ってみたいところを──」

　そこまで言って、ホーンテッドが言葉を止めて交差点広場の方へ目をやった。

　さっきから、美術館前の交差点広場で拡声器を持ち、声高に叫さけんでいる集団があった。いかにも薄はつ幸こうそうな外見をした連中の真ん中に、大きな額がく縁ぶちに納められた女性の写真を胸から紐ひもで下げながら演説を行っている男がいる。

　──私の妻は、審しん問もん会に魔女だとして射殺されました。妻は突とつ発ぱつ的に魔女になってしまった被ひ害がい者でした。体内に魔力を有しているということが発覚しただけで、その場で殺されたのです。このような暴挙を許していてはいけません。魔女は犯罪者などではありません。そして何より、明日あしたにも、この瞬しゆん間かんにも、皆みなさんが魔女になってしまう可能性はあるのです。これは我々だけの問題ではありません。どうか話を──

　男が叫んでいる内容はそんなところだ。こういった街頭演説は珍めずらしくもない。審問会の許可が下りずとも、倫りん理り委員会に話を持って行けば無理矢理にでも許可を通してくれる。

　誰も街頭演説の声なんか聞いちゃいなかった。迷めい惑わくそうに横目で見るくらいで、足を止めずに通り過ぎていく。必死に叫んでいた男は冷たい人間の群れに肩かたを落とした。冷たい人々を虚うつろな目で眺めた後、男は立ち止まっているホーンテッドとナハトを見た。

　同情なんかするつもりは微み塵じんもない。正直糞くそどうでもいい。ナハトは他の一いつ般ぱん人と同じように、彼らから目を逸らした。

「ああいうの、昔は即そく処しよ刑けいだったのに。時代は変わったもんだよね？」

　ナハトがホーンテッドに同意を求めるように言って、彼の顔を見上げた。

　ホーンテッドは、真剣な顔で男の演説を聴ききながら、頰に涙なみだの筋を作っていた。

　ナハトは眉まゆ根ねを寄せた。

　その涙噓くせー、と突っ込んでやろうと思ったが、どうやら彼は本気で泣いているらしかった。胸に下げられた写真の女性を見ながら、静かに泣いている。ナハトにはわかる。これは真ま面じ目めな涙だ。しかし、言ってしまえば被害者アピールをしている連中に涙を流すような男ではなかったはずだ。

　写真の女性に何か思うところでもあるというのだろうか。過去に関係のあった女性に似ている、とか。それならばあり得るのかもしれないと思う。普ふ段だんからマリに対して非常に屈折した欲望を抱いだいているが、それはあくまで劣れつ情じようだとか欲情のようなものであって、恋愛という観点では無かったとナハトは確信を持てる。

　デートとやらを通じて、ホーンテッドの恋愛感情について考えてしまう。

　アホか。んなこと考えるような柄がらか。ボクは魔導遺産であり剣でしかない。

　ナハトが顔を見上げていると、ホーンテッドが涙を拭ぬぐった。

「悪い。少し昔のことを思い出していた。デートを続けよう。そこの美術館なんてどうだ？」

　涙の意味なんてナハトは興味ない。ナハトは肩をすくめるだけで何も聞かなかった。

　けれど、「昔のこと」とホーンテッドは言った。あの女性とホーンテッドに何か関係があるとは思いにくいが、似た女性というのならばあり得るかもしれない。

「…………」

　ナハトはホーンテッドの横顔を見る。

　もういつも通りだった。それがどうしてか、ナハトをイラつかせた。そしてイラついている自分自身に、さらに苛いら立だちを募つのらせるのだ。







　立ち寄った美術館の一枚絵を前にして、初めてナハトが自ら足を止めた。

「…………」

　くだらないとでもいうように鼻を鳴らしながらも、ナハトはその絵画を見上げた。

　その絵は、切り立つ崖がけの近くに立つ、一本の柱の絵だった。海の波に浸しん食しよくされてできた自然の柱は、高波がぶつかってもなお力強く、倒たおれることがない。その柱はまるで、世界そのものから外れて自ら荒あら波なみの中へと立ち向かう、一人の人間のように描えがかれていた。

　迫はく力りよくのある絵だが、作者は不明。しかし恐らく、一五〇年以上前の絵だろう。この絵の風景が実在するということをナハトは知っているが、この島がある場所は不可視災害アカシツクハザードに吞み込まれているはずだ。

　絵をじっと見上げていると、ホーンテッドの靴くつ音おとが背後から聞こえた。

「この絵、好きなのか？」

「……いや」

「お前はこの絵を見て、どういうイメージを浮うかべているんだ？」

　ホーンテッドの質問に、ナハトは彼を見ずに、絵を見上げたまま答える。

「……孤こ独どくと狂きよう気きと、自殺願望かな」

「なるほど。お前にはそうみえるのか……」

　ナハトの横に立ち、ホーンテッドも絵を見上げる。

　断だん崖がいから離はなれ、海に孤こ立りつする柱は、やはり孤独に見えた。

　知っている風景だ。ナハトが己おのれの過去の記憶を遡さかのぼることは、戦せん闘とう経験以外では極ごく希まれだ。しかし、彼女にも忘れられない風景というものは確かに存在した。

　ナハトはかつて、絵画に描かれた場所にいた。一人の男が娘むすめを取り戻もどすためにこの島にやってきて、そして戦い続けた。その男こそが、ナハトの最初の契約者だった。

　その男は、娘を取り戻すという目的を掲かかげ戦っていたが、ダーインスレイヴを鞘さやから抜ぬくうちに、狂気に当てられて戦いそのものを求めるようになっていった。剣を抜けばどうなるかわかっていたのに、自ら進んで狂気に沈しずんでいったのである。

　弱い男だった。とても狂気と共存できるような人間ではなかった。

　男の最さい期ごは悲ひ惨さんだった。全すべてが死に絶えるまで戦い続け、怨おん敵てきも自らの娘までもが死に絶えて、島に自分一人しかいなくなったことを理解した直後に、自らの命を絶った。

　ナハトという人格が生まれたのはその後だった。

　ダーインスレイヴは次の契約者と出会うまで、孤独に海を彷徨さまよった。新しい契約者もまた、契約してすぐに狂気に酔よいしれ、暴走の限りを尽つくし、最後は自ら命を絶った。

　次も、その次も。皆みんな狂くるい、最期は孤独だった。

　そして、ナハトもまた──

「…………」

　不意に、ホーンテッドがナハトの頭に手を置いた。意識が現実に引き戻されて、彼の手の温ぬくもりが凍いてつく自分の魂たましいに触ふれたような気がした。

　ジト目で顔を見上げると、ホーンテッドは絵から視線を外して、ナハトに笑いかけた。

（……ったく）

　こういう悟さとりきった態度が気にくわない。そのくせ彼はナハトに何も聞かないのだ。過去や未来について、何も聞いてこないのだ。別に聞いてほしいわけじゃない。たとえ聞かれたとしても答える気などなかったが、いずれにせよムカつく態度だと思う。

　それなのに、手を振り払はらう気にはなれなかった。

「……君はどうなんだい」

「ん？」

「君はこの絵をどういう風に見るんだ？」

　自分で聞き返しておきながら、何をやってるんだボクは、と頭を抱かかえそうになる。今の距離感が理想とか思っておきながら、さっきからずっとホーンテッドの過去が気になっているではないか。いったいどうしてしまったというんだ。まさか女性の写真を見て涙を流すホーンテッドに動どう揺ようしたとでもいうのだろうか。

　聞いたことを後こう悔かいしたナハトだったが、ホーンテッドは笑えみを消して、目を鋭するどく細めながら絵を眺ながめた。

　そして、

「僕は、そうだな……そそり立つ海食柱は恐らく、男性のシンボルを表しているに違ちがいない。とどのつまりチン──」

　ナハトはさらに聞いたことを後悔して、ホーンテッドの股こ間かんを蹴けり上げた。OH!　と飛び上がったホーンテッドをほっぽって、ナハトは肩を怒いからせながら美術館の出口へ。

「ざけんな、ざけんな。なんなんだこのイライラは。まったくもってボクらしくないじゃないか。だから嫌きらいなんだよ、休日ってやつは……」

　独り言をぶつぶつと言いながら通りへ出て、交差点広場を通って帰路につこうとする。

　だがそこで、目の前に影かげが立った。

　顔を上げると、そこにはさっきまで街頭演説を行っていた男が立っていた。

　男は何故かナハトの前でしゃがみこむと、顔を見つめてきた。

　訝いぶかしげにしていると、男が口を開く。

「お嬢じようちゃん……さっき、私達の話を聞いていてくれたね。君と横にいたお兄さんだけなんだ、私達の声に耳を傾かたむけてくれたのは……」

　目が落ちくぼんだ金かな壺つぼ眼まなこを向けながら、やせ細った中年男性がそんなことを言ってくる。ナハトは無視して横を通り過ぎようとしたが、突とつ然ぜん男が両りよう肩かたを摑つかんだ。

「誰だれも私達の声なんか聞いちゃくれない。わかってくれたのは、君達だけだ」

　男の背後に、演説を行っていた他の人間も集まってくる。皆、虚うつろな目をしていた。

（あ、これめんどくさいやつだ）

　人間の狂気に敏びん感かんなナハトにはわかった。

　安い狂気だった。追い詰つめられた人間の狂気は、苦くてどろついていて、きな臭くさい。

　ナハトは確信した。こいつらは、この後何かしでかす、と。

「失ったことのない人々に声で伝えようとしても、伝わるものではない。だから私達は行動する……彼らも失えばわかるはずだ……！」

（なるほど。この短たん絡らく的思考はいっそ清すが々すがしいな）

「君達のような善良な人間を巻き込むことになって、本当にすまない。でも、わかってくれると信じている……！」

（わかるかボケ）

　言いながら男が懐ふところから取り出したのは、何かのスイッチだった。

　ほらな──そう思った瞬間、男がスイッチを押した。

　ナハトの背後に立っていた美術館の中で爆ばく発はつが起こり、ガラス窓が一いつ斉せいに砕くだけ散った。人々が逃にげ惑まどい、美術館からもうもうと爆ばく煙えんが這はい出してくる。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの交差点広場を見回しつつも、ナハトの頭は冷静だった。

（あーあ、安いテロなんかしちゃってさ。こういう行動が自分達の立場を追い込む結果になるってこと、こいつらは理解できないのかな）

　理解できないんだろうなぁ、なんて思っていると、ナハトは首に腕うでを巻かれて男に捕つかまってしまった。後ろに集まった者達も、男と同じように身体からだに爆ばく弾だんを巻き付けている。

「メディアだって私達の声に注目するはずだ！　世界に声を届けてくれる……！」

　アホか。審問会の情報統制をなめているのだろうか。そこに関してだけはナハトも敵ながらあっぱれと言えるレベルで認めている。ただ今回は情報規制をするよりもそのまま報道したほうが魔ま女じよやその擁よう護ご者への嫌けん悪お感をアップできるので、そのまま報道させるかもしれないが……。

　あれやこれやと考えていたが、このまま人ひと質じちにされているナハトではない。

　面めん倒どうごとはごめんだ。さっさと身体を粒りゆう子し化させてホーンテッドのところへ行こう。たぶんあの爆発で一時的に死んでいるだろうが、たいした問題ではない。

　ナハトが行動に移ろうとした時だった。

「──動かないで！　その子を放すのよ！」

　煙で埋うもれた視界の中に、影があった。少しずつ近づいてくるその影に、男達が後ずさる。煙の中から現れたのは──

「……うそん」

「こんなことやめなさい……！　無関係な人を巻き込んでどうすんのよ！」

　──二に階かい堂どうマリだった。

　よりによってこのタイミングでやってくるか。大方、この街頭演説を行っている集団を怪あやしいと睨にらみ、三五小隊でマークしていたに違いない。

「うさぎちゃんも鳳おおとり桜おう花かもまだ動かないで。あたしが説得してみせるから……！」

　マリはインカムのマイクに小声で呟つぶやいた。ナハトは呆あきれたようにため息を吐ついた。

（こいつは変わってないなぁ……相変わらず甘ちゃんしてるんだね。しかしどーするかな……マリの前でヒューマノイドになったことはないから、たぶんボクがダーインスレイヴだってことに気づいていない。でもここで粒子化すれば魔力を検知されてバレるよね……それはめんどくさいし……）

　デートになんて付き合うんじゃなかった。

「そこの君、大だい丈じよう夫ぶだからねっ。お姉さんが絶対助けてあげるからっ」

　マリが額に汗あせを浮かべながら、安心させるために笑顔でそんなことを言ってくる。

　どうするか。ここはとりあえず。

「わーん、たすけてー、ひんにゅーのおねいさーん」

「……ん？　今なんて？」

　笑顔が凍こおり付いてマリのこめかみに血管が浮かんだ。

　しまった、一言多かった。これ以上は余計なこと言わずに黙だまって人質をやっておこう。

　マリは男達の説得を始めた。審しん問もん会に妻を殺された男や、捕ほ縛ばくされてから一度も面会が許されないまま娘が病死した両親、冤えん罪ざいで捕まった上に四〇年以上も最さい奥おう監かん獄ごくで眠ねむらされている魔女の家族、事情は様々だ。

「だからってこんなことをして魔女の待たい遇ぐうがよくなるなんてこと絶対に無いわ……！　どうして今まで通り声を届けるだけじゃダメだったの？」

「ここでいくら叫さけんでも、誰も聞いちゃくれない……！」

「聞いてるわ！　あたしだって、ここを通る時はいつも──」

　マリは彼らに自分のことを話した。魔女であること。魔女達の自由のために審問会に属し、日々戦っていること。この場所で彼らの声を聞くことで、いつもやる気を分けてもらっていること。

「必ずあたしが魔女の自由を取り戻せるようにしてみせるから……だから、こんなことはやめて！」

　脳が痒かゆくなるような説得だった。ナハトはあくびを我が慢まんするのに必死だった。

（ったく……ホーンテッドもどうしてこんな女が好きかねぇ）

　必死に説得を試みるマリを見ながら、ジト目を伏ふせる。

　このような連中に必死になるマリのことなど、少しも理解できなかった。

（こんな女のどこがいいんだか……）

　モヤモヤとする気持ちに苛いら立だちが募つのる。自分を人質にとっている男の後ろでは、被ひ害がい者の会の面々がマリの言葉に心を動かされかけていた。まるで彼らの心境を物語るかのように、広場を覆おおっていた煙が晴れていく。騎士団スプリガンの車両が鳴らすサイレンが近づいてくるのが聞こえた。

「っ、もう後あと戻もどりなんてできないんだ……！」

　しかしその時、主導者の男がさらにスイッチを押した。

　交差点広場の歩道橋に仕し掛かけられていた爆弾が爆発し、その下に避ひ難なんしていた親子の姿を見て、マリが慌あわてて飛び出した。崩くずれ落ちた陸橋が親子に降りかかる寸前に、マリが防護魔法を展開。マリの姿は親子と共に瓦が礫れきに埋もれた。

　再び視界が煙で覆われてしまう。

（あーあー……まあ、これで心置きなく粒子化できるし、いいか）

　審問会のパトカーが迫せまっているし、煙に乗じて逃げてしまおう……と思っていたのだが。

「し、審問官ごと、爆破してやる……！　奴やつらを巻き添ぞえにして、少しでも……っ、妻の無念を晴らす……！」

　血迷った男は、どうやら自爆するつもりらしい。

　爆弾程度で傷がつくほど柔やわなナハトではない。いいぞいいぞ、もうやっちまえ。ここまで大おお事ごとになってしまうと後々面倒なので、このあたり一帯に集まってきた審問官ごと吹ふっ飛とばしてしまえば、どさくさに紛まぎれて逃げられる。

　ナハトがホッとして肩かたをなで下ろした、その時だった。

「──やれやれ、今日は平和を謳おう歌かするために街に出てきたんだ。今日はそのつもりだったんだ」

　崩れかけの美術館の中から、靴くつ音おとを響ひびかせながら何かが近づいてくる。

「殺しもなし、他人を傷つけるつもりもなかった。今日は絶望は無し……休業、そのつもりだった」

　その影は、爆風でボロボロになった服装のまま、ナハト達の前に姿を現す。

「しかし僕にもね、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おというものがある。誰だか知らないが……地じ雷らいを踏ふんだな、貴様」

　煙を切り裂さくように、彼はやってきた。

　珍めずらしく、ものすごい形相だった。マジギレした主あるじを前に、ナハトも苦笑いが出てくる。

　姿を現したホーンテッドは怒いかりに充みち満ちていた。

　マジギレの原因は、休日を殺さつ戮りくに変えさせられたせいだろうか。

（いや……原因はマリだな）

　よくも僕のマリさんを傷つけたな！　とか、そんな感じの形相だ。

　案の定、ホーンテッドは割れた眼鏡をかけ直しながら、爆弾魔と化した男へこう告げる。

「よくも──」

（ほら、やっぱりね）

「──よくも僕のナハトに触ふれやがったな」




（………………………………………あれ？）




　ナハトは、きょとん、という言葉が実にマッチするような顔をした。

　怒りのホーンテッドは拳こぶしをゴキリと鳴らして、男を睨んだ。

「その子はこの世でただ一人、ただ一つ……唯ゆい一いつ僕だけの存在だ。たとえ誰であろうと、僕以外の人間が触れることは許さない」

　ドスの聞いた声と共にはき出されたその言葉を聞いて、ナハトは目を見開いた。

　妙みように胸に響いたというか、魂たましいに直接届いてしまった。

「覚かく悟ごしろよ貴様──この僕が直じき々じきに、絶望で殴ってやる」

　ナハトは始終呆ほうけたままだった。

　そこからのホーンテッドは速かった。腰こしを深く沈しずめたかと思えば一気に距きよ離りを詰め、男からナハトを奪うばい、そのまま男の鳩尾みぞおちに一発と、側頭部に一発ずつ、拳を叩たたき込んだ。

　魔力も魔法も使わずに、片手でただ殴り倒たおしたのだった。

　ナハトは呆けっぱなしだった。

　いわゆるお姫ひめ様さまだっこをされながら、呆けっぱなしだった。

　意識はあるもののピクピクと痙けい攣れんして動けない男を見て、ホーンテッドはふぅと息を吐いて怒りを引っ込めた。

「無事かい？　ナハト」

「……え？」

「まあ、怪け我がが無いのはわかっているが、どこを触さわられた？　今すぐ僕が舐なめて消毒するから場所を教えろ」

　首か？　足か？　胸か？　そう言いながら顔を近づけてきたので、ナハトは正気に戻もどり、慌てて彼の顔面を押し返した。

「や、やめろ変態ー！　つーかもういいから早く逃げようよ！　マリとかに顔を見られたら厄やつ介かいだろうが！」

「それよりもお前の消毒の方が先だ！　ええい、舐めさせろ！」

「ざっけんっな！　ほ、ほらサイレンがもうすぐそこに迫ってきてんだよ！」

　ナハトはジタバタと暴れてホーンテッドの腕から飛び降りた。

「待て。まだやることが残っている」

「消毒はいいって！　帰ったらいくらでも舐めさせてやるから今はとんずらしようって！」

「違ちがう。僕はまだ、あの男に絶望を与あたえていない。煙けむりが晴れる前に済ませなければ」

　ホーンテッドはそう言って、今度は倒れた男のそばに寄った。

　男は意識こそあったが、どうやら首の骨が折れているらしく、自分で立ち上がることもできそうになかった。ホーンテッドが男の横で膝ひざをつき、彼の耳元に口を寄せる。

　そして、何かを呟いた。

「────！」

　その瞬しゆん間かん、男の目が見開かれ、ホーンテッドを見た。

　ホーンテッドは薄うす暗ぐらい笑えみを浮うかべながら立ち上がる。

　そして、ゆっ……くりと両手を広げて、男を見下ろした。

「あ、が───ぐがっ、ああぁ……あああああああああああああああああッ！」

　男の呻うめきと絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。ホーンテッドは心底嬉うれしそうに、楽しそうに、いつもの安っぽい下げ卑びた笑みを浮かべて、口を開いた。

「長年の勘かん違ちがい、ご苦労さん」

　それがどういう意味なのか、ナハトにはわからなかった。

　しかし男の逆げき鱗りんに触れたのは確かだった。男が激情に任せて、手に持った自爆スイッチを押そうとする。

　その瞬間、男の身体からだを銃じゆう弾だんの雨が貫つらぬいた。集まってきた審問官達が、自爆しようとする男へ向けて一いつ斉せい射しや撃げきを開始したのである。

　男の絶叫が途と切ぎれ、銃弾に曝さらされた身体が痙攣する。口から血を吐はきながら、男は最後までホーンテッドを見開かれた瞳ひとみで睨にらみ続けた。

　ホーンテッドも最後まで、彼の瞳に刻みつけさせるように、薄暗い笑みを浮かべ続けていた。




　五分後、ホーンテッドとナハトは爆破現場を離はなれ、早々に逃にげ出していた。

「ここまでくればもう安心だろう。ふぅー、やれやれ、予定が狂くるった。休日出勤でもしてしまった気分だよ」

「…………」

　薄暗い路地裏を歩きながら、ナハトは少し気まずそうにホーンテッドの横顔を見ていた。

　聞くべきだろうか。あのマジギレの原因が自分だったことの理由を、問い詰つめるべきだろうか。

（なんだいそれ……それじゃまるで、あの時の言葉をボクが気にしているみたいじゃないか）

　いや、もう気にしていないなんて口が裂けても言えるような心境ではないのだが、何かこう、魔ま導どう遺産としての自分の在あり方とかプライドとかが瓦が解かいしそうなので、聞くべきじゃないと思った。もはや内面的には瓦解していると言っても過言ではないのだが、表面的にすらも崩れてしまうのだけは避さけなければならない。

　それに、理由なんてさっきホーンテッドが口にしていたはずなのだ。

『その子はこの世でただ一人、ただ一つ……唯一僕だけの存在だ。たとえ誰だれであろうと、僕以外の人間が触れることは許さない』

　ナハトの魂を震ふるわせたこの言葉が全すべてなのだろう。美術館で過去の感傷に浸ひたってしまった直後というのもあるが、正直なところ、ナハトはこの言葉をもらって素す直なおに嬉しかったのである。もちろん魔導遺産として。

（そのぐらいは……素直になるべきなんだろうか。別に恥はずかしいことじゃないし。魔導遺産としてだし……単純に光栄じゃないか）

　と思いつつも、やっぱり「ありがとう」だとか「嬉しかった」だとか、そういう言葉を口にすることができないのがナハトである。

　いくら心が弾はずんでいようが、表に出せないのだ。

「あ、あのさ……」

「うん？」

「さっきの男に、何を言ったんだい？　一応、気になる」

　気になるのはそこじゃないのだが、口数が減って嬉しがっていることがバレないためにも、話を振ふってみた。

　するとホーンテッドは、「ああ、あれか」と言って、事の顚てん末まつを話し始めた。

「あの男は、審しん問もん会に妻を殺されて、そのために被ひ害がい者の会を立ち上げて、ああして民衆に声を届けようとしていたわけだが……見当違いも甚はなはだしいということを教えたまでのことだよ」

「……？」

「というより、憎にくしみの矛ほこ先さきを向けるべき相手を間違えていた、ということかな」

「どういう意味？　一いつ般ぱん人を巻き込むなってこと？」

　違う違う、と言って、ホーンテッドは人差し指を立てた。

「──あの男の妻を殺したの、実は僕なんだよ」

　ナハトの表情が、わずかに引きつった。同時に、なるほど、と全てに合が点てんがいくことに気づく。街頭演説を聴ききながら流していた涙なみだも、写真を見つめながら流していた涙も、ようはつまり。

「五年前だったかなぁ。仕事中に偶ぐう然ぜん審問官に出くわして、その場にいた全員を皆みな殺ごろしにしたんだが……実はそいつらは後天的に魔女になった……ようはあの男の妻を捕ほ縛ばくしている最中だったらしいんだ。殺しちゃった後で気づいたのだが、好都合だったから、あの男の妻に全部罪を被かぶってもらって、僕は現場からとんずら」

「…………」

「あの男は審問会が妻を殺したと思って、いろいろと地味な活動をしていたみたいだけど、全部的外れ。審問会を批判するのはお門かど違い」

「……じゃあ、あの時の涙って」

「うん、超ちよう悲劇だなーと思って、泣けてきたんだ。だってこれ、悲劇以外のなにものでもないだろう？」

　目をキラッキラさせながら同意を求めてくるホーンテッドから、ナハトは目を逸そらした。

　なんか、一気に冷めた。今までの魂の動どう揺ようとか、ちょっと浮き足だっちゃった気持ちとか、いろいろと。ものすごい空回りに思えて、冷めたのである。

　最初っから最後まで、休日だろうがそうじゃなかろうが、ホーンテッドはホーンテッドなのだ。

「なんかすっげー疲つかれたよ……もう今日は帰ろう」

「何を言ってる。デートはまだ始まったばかりだろう？」

「はぁ？」

「僕は今日、一日をお前のために使うと決めたんだ。最後まで付き合ってもらうぞ」

　路地裏の出口から差し込む光を浴びながら、ホーンテッドが振り返って手を差し伸のべてくる。

　楽しげで、馬ば鹿かみたいに、子供みたいな笑顔で。

　ナハトは疲れたようにため息を吐いて、いつものジト目をホーンテッドに向けた。

（……まあ……今日ぐらいは付き合ってやるか）

　そうして、彼女は気だるそうに……でも少しだけ嬉しそうにしながら、彼の手を取るのだった。




　　　　＊＊＊




　──遥はるか時の彼方かなた、気が遠くなるぐらいに昔、星も月も出ていない夜空の下の浜はま辺べで、彼と一ひと振ふりの剣けんは出会った。

　彼は浜辺に膝をつき、ひとしきりに笑っていた。甲かん高だかく、大おお仰ぎように、両手を広げながら、闇やみしか無い空に向かって笑っていた。

　その姿を、浜辺に突つき刺ささった一振りの剣はじっと見つめていた。

　彼を包む狂きよう気きは、とても苦く、とても濃こく、噎むせ返るようで質たちが悪く、美しさからは程ほど遠とおかった。

　笑い声はいつまでも続く。浜辺には彼しかいない。

　他にあるのは、幾いく万まんという人の亡なき骸がらと、血で真っ赤に染まった海だけだ。

　まるで自分を包む暗くら闇やみを笑っているようだった。

　まるで、自らの絶望に悦えつ楽らくしているようだった。

　そして──孤こ独どくに泣いているようだった。

　その姿を通して、剣は彼の魂たましいの色を見た。

　暗く、黒く、それでいて黒真しん珠じゆのような輝かがやきを持つその魂を見て、剣は息を吞のんだ。

　剣の視線に、彼が気づく。剣もまた、彼の視線に気づく。

　彼はその黒く輝く剣を見て、安らいだように微笑ほほえんだ。

　そして、彼は問う。

『僕の絶望と、一いつ緒しよに行くか？』

　剣は、問いに問いを返す。

『ボクの狂気と、共に行く？』

　──それが、孤独だった頃ころの、二人の出会いだった。








After Mission　五年越ごしの後夜祭






　審問会専用車両のサイレンが街から眠ねむりを奪うばう。ここ、新設の球場建設現場には物々しい雰ふん囲い気きが広がっていた。

　担たん架かに乗せた患かん者じやを忙せわしなく運ぶ薬師シーリー隊員、球場出入り口を封ふう鎖さし野や次じ馬うまやマスコミを止める騎士団スプリガン、防護服に身を包む鍛冶師レギンと魔女狩りデユラハン、そして球場全体を覆おおう防護結界を維い持じする魔封師シルキー。それぞれの役割をこなしながら、球場周辺には審問官達がひしめき合っていた。

　球場内部に人ひと影かげは一つも無い。その代わり、黒い霧きりのようなものが蔓まん延えんしていた。

　環かん境きよう変化系の魔法を得意とする属性、『腐ふ敗はい』の魔法だった。簡単に言うと毒ガスである。魔法使いや魔女で構成された新設の魔封師シルキー部隊により毒ガスの蔓延は球場内に押しとどめられていた。球場は直径一四〇メートル、高さ六〇メートルほどだ。それだけの大きさの構造物を覆う防護結界を維持し続けるには、現場にいる六人の魔封師シルキーだけでは事足りているとは言いがたい。

　そんな防護結界の頂上に位置する場所に、男が一人立っている。少し長めの黒くろ髪かみと、黒いエグゼの制服を着たその男は、結界を足場にしながら真下の球場を見下ろしていた。毒ガスで満たされた球場はまるで濁にごった水のように不ふ透とう明めいで、中の状じよう況きようを確かく認にんするのは難しい。

　しかし男は──草くさ薙なぎタケルは目を凝こらし、インカムのマイクで中の状況を報告する。

「……いた。フィールド中央に魔ま法ほう陣じんを確認」

《了りよう解かい。単独か？》

「ああ、一人みたいだ。魔法使いってことは、シェルターからの違い法ほう入国者ってことになるか。マスコミに知られるとまた外交がこじれそうだ。なんとか情報が漏もれないようにしねぇと」

《目標の魔法が毒ガスで助かった。単純に魔女側のテロだとは思われにくい……もみ消しやすいのはいいことだ》

「お前も腹黒くなっちまったな……桜おう花か」

　タケルが苦く笑しようしながら名を呼ぶと、通信相手の桜花はため息を吐ついた。

《いつまで試験小隊のノリでいるつもりだ草薙、任務中は名で呼ぶな。ちゃんと姓せいで、峰みね城しろと呼べ。誤解されるだろうが》

「別にいいじゃねぇか、お前も俺も副隊長、階級も同じなんだし」

　ちょっと自じ慢まんげにふふんと胸を張るタケル。

《お前は立場上滅めつ多たに指揮は執とれんだろうが。副隊長としての仕事はほとんど私がやっていることを忘れたのか？》

　タケルは張った胸を引っ込めて、申し訳なさそうに背を丸めた。

「……そ、そうでした。えーと、やっぱ狙そ撃げきじゃ無理そうか？」

《西さい園おん寺じ、狙ねらえるか？》

　桜花がうさぎの名を口にしたのを聞いて、タケルは頭上を飛ぶヘリに視線を向けた。

　搭とう乗じようハッチにウェーブのかかった金色の髪かみが風に煽あおられているのが見えた。

《結界がありますし、狙撃は得策とは言えませんわね。外すつもりはありませんが、仕留めきれるかは微び妙みようなところですわ》

「……仕留めるな仕留めるな。地上の方はどうなってる？　杉すぎ波なみ」

　インカムを耳に当てて耳を澄すます。

《外に漏れ出したガスの除去は完かん了りよう済みよ》

「悪いな、管かん轄かつ外の仕事なのに引っ張り出して」

《魔ま力りよく汚お染せん除去システムの試作品のテストになってこっちも助かったわ。でも悪いと思ってるなら身体からだで払はらってちょうだい》

《《《杉波ー！》》》

　通信が割り込んできて、耳がキーンとする。こういうところは五年経たっても変わらない。声が一つ多いのは、もう一人も現場にいるからだ。

「に、二に階かい堂どう先生？　オフのところ手伝ってもらってありがたいんですが、結界の方はどうなってますか？」

　現在は一応教師という立場にいるマリに、タケルは状況報告を求めた。

《──タケルの童どう貞ていは渡わたさねー！》

「おぉぉい!?　お前これオープン回線なんだぞ！　エグゼの隊員全員聞いてんの！」

　通信にエグゼ隊員達の笑い声や驚おどろきの声が混じる中、タケルは顔を赤くしながら怒ど鳴なった。

《むー！　結界はもってあと五分よ！　もっと時間かかるなら魔封師シルキーの魔力制せい御ぎよをレベル４まで解放しなさい！》

「くそっ！　なんでこんなところで俺の童貞がカミングアウトされなきゃならねぇんだ……！　了解！　五分でいい、俺がやる！」

　タケルは涙目になりつつもそう言って、腰こしの瑠る璃り色の刀に手をかけた。桜花がマイク越ごしに「うぅん」と唸うなる声が聞こえる。

《お前を現場に出したと知られれば……鐵くろがねさんは激げき怒どするだろうな。大おお野の木ぎ隊長も顔面蒼そう白はくになること請うけ合いだ》

「呼んだのは桜花だぜ？　俺も一応副隊長ってことになってるし……ちょっとは参加させてくれよ。このままじゃ身体がなまってしょうがねぇし、仕事しないと部下への面めん目ぼくも立たないぜ」

《自分の立場をもう少しよく考えろ……草薙が動くだけで上の小言がうるさいんだぞ。お前の監かん視しも私の仕事の内なんだ、わかってくれ》

　ため息と共に桜花が言うと、タケルは苦笑しつつ「ごめん」と謝った。

「まあでも、今回は俺が適任だろ？　手っ取り早く終わるぜ？　ドラグーン出すより経済的にもいいだろうし」

《…………うぅむ、わかってる。わかってはいるのだが》

「大だい丈じよう夫ぶ。絶対に死んだりしねぇよ。それが俺の責任だ」

　タケルは剣を抜ぬき放ち、足あし下もとの結界を円を描えがくように斬きり裂さいた。

　防護結界が刃やいばに斬り裂かれ、タケルが足場を失う。一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感と、背筋へ這はい上がってくる落下の予感にタケルは身み震ぶるいして球場内部に落下していく。

「ひっさびさの実戦だぜ！」

《お、おい！　くれぐれも犯人を殺すなよ!?》

「だいじょーぶ！　峰みね打うちにしとく！」

《いやお前の剣けん術じゆつは峰打ちとか関係な──》

「草薙諸もろ刃は流──」

　剣を構え、身体を回転させる。同時に剣に瑠璃色の炎ほのおを纏まとわせると、刀身が毒ガスを一気に吸収し始めた。球場内部が一瞬で浄じよう化かされ、魔法陣の中央にいる男が顔を上げるのが見えた。

　回転し、全体重をかけて、

「蟷螂カマキリ坂ザカ！」

　タケルは目標へ向けて剣を叩たたき付けるのだった。

　──第二次魔女狩り戦争から五年。首しゆ都と圏けん全域に広がった百ひやつ鬼き夜や行こうが突とつ如じよ灰と化し、この戦いは勝者のいないまま終わりを迎むかえた。復興に追われる審しん問もん会と和平協定により外交を開始した魔女の国の間にある緊きん張ちようの糸は、いまだに途と切ぎれたとは言いがたい。

　問題を解決しても新たな問題が次々に浮ふ上じようするのは世の常だ。人々は新たな時代に向けて歩き続けるしかない。

　タケルや桜花、元三五小隊の仲間達は五年経たった今も、新しい立場で戦い続けていた。




　　　　＊＊＊




　事件解決後の午後一〇時、エグゼの隊員達は駅前の大手居酒屋チェーン店の個室に集まっていた。

「んぐっんぐっんぐっ……ぷはー！　ほんでー？　ガスの処理と犯人逮たい捕ほに最適だかりゃ～？　草薙君が出向いたってことれすかー？」

　だんっ、とテーブルにビールのジョッキを叩きつけて、エグゼの現隊長である大野木彼方かなたは呂ろ律れつの回らない口調でタケルが現場にいる理由を問い詰つめた。今日は金曜の夜で、明日あしたが非番の人員のみが飲み会に参加している。元三五小隊のメンバーのうち桜花とうさぎはエグゼの一員だが、斑鳩いかるがとマリは桜花の救きゆう援えん要よう請せいによって駆かけつけてくれたのだ。ついでなので、週末の飲み会、もとい反省会に参加してもらっている。

　タケルは酒には手をつけず、座ざ敷しきで正座しながら苦笑いを浮うかべていた。

「そ、そういうことっすね……あの、でもその」

「あの、とか、でも、はもう聞き飽あきましたー！　草薙君はもうちょっと自分の立場を考えなさーい！」

「それに関しちゃ大いに反省しちゃいるんですけど……でも大野木隊長や他のエグゼは別の事件に当たっていましたし、ドラグーンもほとんど出で払はらってたでしょ？　殲せん滅めつ機動隊は実戦が仕事ですし、これはもうほら、俺が出るしか～」

「騎士団スプリガンに頼たのめば対瘴しよう気き用の防護服貸してくれたでしょー！　全員でそれ着て突とつ入にゆうすればよかったでしょー！　桜花ちゃんもなーんで草薙君なんか呼んだのよー！」

　なんか、の一言にタケルが傷つく。もう一度テーブルにジョッキを叩きつけて、今度は彼方が桜花を睨にらむ。びくんと肩かたを震ふるわせて、元三五小隊メンバーと雑談していた桜花がタケルと同じく正座をする。

「い、いや、それはその」

「いやとかそのはダメでーす！」

「すみません……ただ、ヴラドでは相あい性しようが悪かったですし、騎士団スプリガンや魔女狩りデユラハンを突入させようにもＡ級危険指定は荷が重く、犠ぎ牲せいが出る可能性がありました。ドラグーンで制圧しようにも、アルケミスト社が存在しない今は、損そん壊かいが出た場合の修しゆう繕ぜん費ひが……」

「そうだとしても一言私に報告しなさーい！　もー！　鐵副会長の小言聞かされるのはわ・た・し！　わたしー！」

「「ごめんなさい……」」

　完全に泥でい酔すいしながら説教をしてくる彼方に、タケルと桜花は小さくなって頭を下げた。酒乱の気がある彼方を、他の同どう僚りようがどうどうと宥なだめに入る。エグゼの隊長を任されている彼方の苦労を知っているだけに、タケルも桜花も強くは出られない。

　タケルは立場上副隊長ではあるが、妹のキセキ関連の問題のせいで実戦に出ることは滅多になく、極きわめて特異な状況でしか指揮を執ることはなかった。逆に桜花は彼方が不在の際はエグゼの指揮を執ることも多い。

　隣となりの桜花が肘ひじでタケルの脇わき腹ばらをつついてくる。

「言わんこっちゃないではないか……呼んだのは私だが」

「ごめん……いやほんと、マジでごめん」

　ため息を吐きつつ、二人してテーブルの塩キャベツを取ってぽりぽりかじっていると、

「今日は一段と荒あれていますわね、大野木隊長……」

　対面に座っているうさぎが苦笑しながら頰ほおを搔かいていた。

「うさぎも今日はすまなかったな。まだ予備隊員なのに引っ張り出して……」

「いいですわよ。今日は実家に帰らなきゃいけない日でしたし、むしろ助かりましたわ」

　うさぎがふんす、と鼻を鳴らして腕うでを組む。

「あれ……継まま母ははさんとは話し合いから殴なぐり合いの喧けん嘩かに発展したとは聞いてたけど……その後和解したんだろ？」

「和解ぃぃ？　冗じよう談だんじゃないですわよ。あのババアァにわたくしと打ち解ける気なんかさらさらありませんわ。もちろんわたくしもありませんけれど」

「ババアってお前……口悪いな。お父さんが大変そうだ」

「あの人もあの人です。仕事もいいけど結けつ婚こんはまだか～孫はまだか～って、さりげなぁく聞いてきてますけど催さい促そくされてるの丸わかりですわ」

「ははは……」

　かくいうタケルも、何度か西園寺家の父親から晩ばん餐さんに改めて呼ばれたりしているのでその件に関しては何も言えない。あれはつまり、タケルにツバをつけときたいのだろう。他のメンバーに取られないように。なんというか、親からツバをつけられるというのも妙みような感じである。

　うさぎがタケルのジョッキにビールを、桜花のコップにミルクを注ついでくれる。

「そんなことはどうでもいいですわ。今日はお疲つかれ様でした。毎度のことですけれど、お二人の苦労はお察しいたしますわ～」

「ありがとな、うさぎはいつまでも俺達の癒いやしでいてくれ……」

「いや西園寺、私は苦労しているがこいつはそんなに苦労はしてないぞー」

　うさぎから酌しやくをされながら、桜花が目を線にして嫌いや味みを言ってくる。タケルはあからさまにショックを受けながら同じように酌を受けた。

「お、俺だってお前らの始末書肩かた代がわりしてやったりしてるぞ!?　苦手なデスクワークに身を投じている俺も労ねぎらってくれよ！」

「はいはい」

「桜花さん最近俺に対して冷たくね!?」

「そう思うなら私のストレス半分背負ってくれ」

　ガーン。

「せ、背負いたくても背負える立場にねぇ～……俺だって、俺だってちゃんと仕事したいんだぜ……部下が出しゆつ撃げきしてんのに見送ることしかできない……そういう気苦労が俺にもあるんだぜ……」

「お、おい泣くなっ、冗談だ冗談、今回の責任は私にあるからっ」

　丸くなったタケルの背中を桜花が叩く。そんな二人を眺ながめていたマリが、ケタケタと声こわ高だかに笑い始めた。

「あっはっはっは！　タケルが桜花の冗談に泣かされるって変な構図～。エグゼは大変だわ、お疲れさ～ん」

　うさぎの隣に座っているマリが斑鳩と乾かん杯ぱいをしながら、ヤジを飛ばす。

「エグゼって飲み会なんかするのね。それも駅前の大衆居酒屋……高給取りって話どこいったのかしら。新体制になって給料減ったものね～審問官、使える費用も減ったし」

　斑鳩が頰ほお杖づえを突つきながら、グラスに入ったワインを傾かたむけつつ苦く笑しようする。酒を飲んでいる彼女を見て、タケルは「うげ」と声を上げた。

「杉波、あんま飲むなよ？　すぐ吐はくんだから……」

　タケルがワインを下げようとすると、斑鳩がボトルを抱だきしめて死守した。

「あんたの妹の世話で疲れているんだからちょっとは飲ませなさいよね」

「お、お前それを言うか？　杉波にしかできない仕事だし、わかってくれよ」

「わかってるけどぉ、結婚してないのに家族の世話をしている私を労いなさい？」

　斑鳩が髪かみをかき上げながら流し目を向けてくるので、タケルはすごすごと立ち上がって斑鳩のグラスにワインを注いだ。

「いつもお世話になっております。本日もご足労かけてすみません」

「肩がこるわ～ん」

「も、揉もませていただきますとも」

　イラッとしつつもタケルが斑鳩の肩を揉む。

「あ、そこそこ……あんっ……やっ……んっ」

「変な声出すな」

「童どう貞ていのくせにノリが悪いわね」

「童貞だからノリ悪いんだろ……童貞童貞って、お前人のこと言えないだろ」

「もらってくれるの？」

「何だその反応に困る返し……！」

　顔を引きつらせながら斑鳩の細い肩を揉むタケルの横で、マリが自分を指さしながらワクワク顔を向けてくる。

「タケルぅ、あたしは？　揉む？　揉んじゃう？」

　揉んでアピールをするマリに、至福そうな顔をしながら斑鳩が鼻を鳴らす。

「あんたは揉むほど無いでしょう」

「胸じゃねーし！　肩よ肩！」

「凝こってないでしょ？　暇ひますぎてしょっちゅう仕事場に遊びにくるくせに」

「失礼なっ、教師大変だっつの！」

　悔くやしそうに両拳こぶしを握にぎり、ぶんぶん振ふるうマリ。サラダを小皿に取り分けていたうさぎがマリへ目を向ける。

「魔封師シルキー達の訓練教官も兼けん任にんしていますのに、よくそんな暇がありますわね？」
















「だから暇じゃないってば、あたしはただ……」

「ああ、寂さびしいんですのね」

「そ、そそそんなこと……ていうかあんた達だってしょっちゅう遊びにきてんじゃん！」

　マリに指さされて、桜花とうさぎはギクッと固まった。

　斑鳩の肩をほぐしつつ、言われてみればそうだ、とタケルは思った。ここにいる元三五小隊メンバーは、オフの時や少しでも時間ができると斑鳩の仕事場、百ひやつ鬼き夜や行こう棟とうの管制室に顔を出している。皆みんな何かと理由をつけて入いり浸びたっているせいで、管制室には紅茶セットやらソファーやら私物ロッカーやらが増えていた。もしかすると自分の部屋にいる時間よりも、あそこにいる時間が長いかもしれない。

　うさぎが苦笑しつつジンジャーエールが入ったコップを両手で包む。

「なんだかんだ皆みなさん変わっていませんわねぇ。わたくしはまだエグゼの予備隊員ですけれど、訓練の合間を縫ぬって、自然とあそこに足を運んでしまいますわ」

「私もだ……最近はデスクワークの時にあの場所を使ってしまうくらいだ」

　桜花がうさぎに同意しながら、サラダを口に運ぶ。

「私はあそこが仕事場っていうか、ほぼあそこに住んでいるようなものだけど、確かに最近居い心地ごこちいいわね。最初は薄うす暗ぐらくて気味悪かったんだけど、あんた達がいろいろ持ち込んだり照明変えたりしたおかげよ」

「なんかあそこさぁ、小隊室に雰ふん囲い気き似てきちゃったわよね？　あそこの方がずっと広いけど、最近こぢんまりしてきたというか、アットホームになっちゃったというか……」

　三五小隊室を思い出しながら、皆一様に頷うなずいてしまう。

　今ではちょっと信じられないようなことだが、かつてここにいるメンバーはあの場所に帰るために戦っていた。自分の居場所を守るために、世界を救う戦いに身を投じていた。

　五年前に戦争が終結、三年前に学園を卒業し、それぞれの道を歩むようになった彼らは小隊室を手放すことになった。最初は名残なごり惜おしくてたまらなかったし、帰る場所を失ったような気分にさせられたものである。しかし、重要なのは場所ではないということが、タケルは最近わかってきた。仲間が集まる場所が小隊室なのだ。実のところ場所はどこだっていいのである。

　斑鳩の肩を揉み終えたタケルは自分の席に戻もどり、嬉うれしそうにビールを一口飲み込んだ。

「ま、いいんじゃねーの？　誰だれかにとがめられるわけでもねぇし、あそこを俺達の小隊室にしちまえばいいさ」

「さすがに管制室を私物化するのはまずいだろう。一応あの場所は審しん問もん会の最重要機密だぞ」

「そうだけど、キセキにとって居心地がいいってのは重要だぜ？　あいつ、みんなが来てくれるの嬉しいっていつも言ってる」

　タケルがそう言うと、桜花は少し驚おどろいたように目を見開いた。

「わ、私も含ふくめてか？」

「あいつとの会話に桜花の名前はよく出てくる」

「……噓うそだ。どうせまた私に気を遣つかってるんだろう。私はその……キセキに嫌きらわれている」

「いや、本当だって。お前とは緊きん張ちようして何を話したらいいかわからないんだとさ。自分を止めてくれた奴やつを嫌いなわけないだろう」

「!?……そ、そうとは限らんだろう……もふ、もしゃもふ」

　桜花が動どう揺ようを隠かくすようにサラダをもしゃもしゃと咀そ嚼しやくする。

　タケルの言っていることは本当だった。キセキは三五小隊メンバーと心を通わせた（文字通りの意味で）ことで、生まれて初めて兄以外の他人のことを受け入れた。彼らのおかげで視野が広がり、破は滅めつ以外の道を歩むこととなった。

　決め手となったのは桜花の率そつ直ちよくな想おもいだった。彼女の想いに共感することで、キセキは破滅を願うことをやめたのだ。キセキは感謝している。今こうしていられるのは、キセキにとっては三五小隊のみんなや桜花のおかげだ。

「キセキさん、明るくなりましたわよね。最近はファッションに興味があるらしくて、わたくしに買い出しを頼たのむこともありますわ」

　うさぎが言うと、斑鳩は肩かたを竦すくめた。

「明るくというより、正直になったのよ。今まで隠してきたわがままな所とか、遺い憾かんなく発揮しているしね。正直に感情を隠さず口に出すように言ったのは私だけど、時々ぎょっとする時があるわ」

「ま、まあ確かにものすごい笑え顔がおで『嫌いやです♪』とか言うもんね。でも杉波は今のキセキちゃんの方が好きなんでしょ？　あたしも今の方がいいな～」

「好きじゃないわよ。嫌いじゃなくなっただけ」

「またまたぁ、照れちゃって──ふごっ」

　頰ほおを突つつかれた斑鳩が、マリの鼻をつまんで引っ張る。

「照れじゃなくて事実。あの子だって私のことを好きというわけではないはずよ。というか、あの子はまだ人を好きになるっていうことをよくわかってないもの。ただ、草薙以外で一番心を開いているのは間ま違ちがいなくうさぎね。最近特に一いつ緒しよにいる時間が多いみたいだけど、何か変化あった？」

　唐から揚あげを口の中に放ほうり込んでもちもちさせていたうさぎが首を傾かしげる。

「んー、さっきも言いました通り、お洋服に興きよう味み津しん々しんみたいで……わたくしも杉波ほどではありませんが服をコーディネイトするのは好きなので一緒に楽しんでいますわよ」

「通りで最近、カモフラージュ用の制服以外の服を着てくるわけね」

「ただ、自分の着る服に興味があるってことは、よくよく考えると……」

　口元に指を当てて、うさぎが眉まゆをハの字にさせる。

「やっぱり外に出てみたいのでは……と思わずにはいられませんわ」

「愛いとしのお兄ちゃんに可愛かわいいと思ってもらいたい、とかじゃないの？」

　マリが聞くと、うさぎはうーんと考え込んだ。

「自分を可愛くみせたいという感じではなくて……要望される服が本当にいろんなタイプのものなんです。山登り用のジャージとか、リクルートスーツとか、スキーウェア、喪も服ふくなんていうのもありましたわね」

　うさぎの言う通り、そのラインナップは自分を可愛く見せるというより、目的を持って外に向かうための服だった。

「……タケル、やはりキセキは外に出たいと思っているのではないか？」

　桜花に問われて、タケルは目を細めつつ、ゆっくりとビールを飲む。

「それはそうかもしれないけど、償つぐない切れないほど迷めい惑わくかけたんだ……これ以上のわがままを望むわけにはいかねぇよ」

「……しかし、お前の目標は」

「あいつに普ふ通つうの生活を送らせる……確かにまだ普通とはほど遠いけど、あいつは十分幸せそうだ。俺も十分、今が幸せだ」

「…………」

「さすがにこれ以上は、まだ贅ぜい沢たくだろ」

　タケルがそう言った瞬しゆん間かん、後ろから彼方が首に腕うでを回して絡からんできた。そして日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんを小言にしてタケルにぶつけ始める。場がさらに騒さわがしくなり、マリや斑鳩がケタケタと笑う。

「…………」

　そんな中、桜花だけが何かを考え込むように顎あごに手を当てていた。




　　　　＊＊＊




　帰り道。彼方をタクシーで送らせて、三五小隊は全員宿舎へと帰っていった。

　タケルも今は自室に戻る途と中ちゆうだ。名残惜しくはあったが、今はあのボロアパートを引き払はらい、百鬼夜行棟の地下の一室で暮らしている。

　エレベーターを降りつつ、タケルは携けい帯たい電話を開いた。

　メールが三件。一件目は星ほし白じろ流ながるからだった。確か今はニューヨーク州のシェルターで会談中のはずだ。

　メールには画像が一枚と、一言コメント。

　画像には自由の女め神がみを模した建物が映っており、その手前でやたらとケバい化け粧しようをした流が白いドレスを着込み、風でめくり上がるスカートを手で押さえながら「ワーオ」みたいな顔をしていた。

　コメントには「マリリン☆白」と書いてあった。

「税金で遊ぶな……っと」

　ポチポチと返信を終えて、さっさと次のメールを開く。

　次のメールは鐵隼はや人とからだった。現在は審問会の副会長を担当しており、会長が不在の間は彼が全指揮権を持っている。多た忙ぼうで滅めつ多たに首しゆ都と圏けんにいないため、最近はあまり顔を合わせることがなかったのだが……。

『大野木から話は聞いた。今日はご苦労だった、ゆっくり休め』

　意外や意外、メールの内容は労ねぎらいの言葉だ。

『追つい伸しん。明日あした本部へ戻る。私が到とう着ちやくする前に理事長室にいろ。覚かく悟ごしておけ。以上だ』

　と思ったら胃がきゅっとなった。エレベーターの壁かべに手をついて覚悟を決めながら、次のメールへ。

　最後のメールは元『純血の徒』第七分隊隊長、セージ・ヴァレンシュタインからだった。

「お……久しぶりだな……」

　セージとは二年前に会って以来だった。セージは現在、ヨーロッパシェルターウェストサイドの外交官として世界中を飛び回っている。あの戦いの後、セージは誰よりも早くシェルターへと戻り、旧日本の現状と戦争の行方ゆくえについてを報告。イーストウェスト両陣じん営えいを納なつ得とくさせた上で、休戦への道をいち早く作り上げた。審問会との和平交こう渉しようがすんなりと通ったのは彼の功績が大きいと言われている。

　柚ゆ子ず穂ほとはセージよりも長いこと会っていないが、第六巫女みこと共に『神々の残火』から独立し、全く新しい宗教活動……というよりも慈じ善ぜん活動を行っている。内戦を行っているシェルターも少なくないため、そういった場所へ足を運び、支し援えんを行っているのだとか。連れん絡らくは取っていないが、毎年ご当地の御お守まもりが一方的に送られてくるので、きっと元気だろう。

　メール内容は以下の通りだった。

『三日後に旧日本へ行くことになった。その時に話したいことがある。少なくとも貴き殿でんにとっては有益な話だ。どうか都合をつけてほしい。よろしく頼む』

　相変わらず物事を簡潔に、伝えたいことだけを伝える奴だとタケルは苦く笑しようする。

　だが、少なくとも礼れい儀ぎだけは重んじるセージが、久しぶりの挨あい拶さつも無しに用件だけを伝えるというのは妙みような感じだった。きっとよっぽどの事情があるのだろう。

　タケルは返信を終えると、携帯を畳たたんでポケットにしまった。

　同時に、エレベーターが最下層へと到とう達たつする。到達してすぐに、がくんとエレベーターが揺ゆれる。タケルが暗証番号を壁かべ際ぎわのキーに打ち込み網もう膜まく認にん証しようを終えると、エレベーターの下で何重にも折り重なったゲートが開いていく音が微かすかに聞こえた。

　厳重なのは当たり前だ。キセキの状じよう況きようは良くなったと言っても、百ひやつ鬼き夜や行こうはまだ彼女の中に存在している。予断を許さない状況にあるのは変わらない。

　しかし、以前ほど窮きゆう屈くつにしてしまう必要は無い、というよりあんなやり方をすればキセキにとっても世界にとっても逆効果な結果になってしまう。この厳重さにはタケルもキセキも納得していた。

　最下層の最下層へ到達すると、自動的に扉とびらが開いた。

　蛍けい光こう灯とうの明かりが目を刺さして、タケルが目を細める。

「ただいま～っと……って、起きてたのか？」

　エレベーターの扉を出てすぐの場所に、アパートの一室のような部屋が直結していた。審問会最重要機密施し設せつの最下層に、何故か２ＬＤＫのアパートの部屋があった。衣い装しよう簞だん笥すやクローゼット。小型のキッチンに、ソファーにテレビ。寝しん室しつへ続く襖ふすまがあって、そしてテーブルに……ほっぺを大きく膨ふくらませたキセキがちょこんと席についていた。

「…………」

「……どした、冬とう眠みん準備中のリスみたいな顔して」

　また何か不満でもあるのかと思いつつタケルが苦笑しながら靴くつを脱ぬいでいると、キセキが視線をタケルへ向けて、ぷすーんと頰の空気を抜ぬいた。

　部屋に上がったところで、タケルがテーブルに食事が並んでいることに気づく。

「あれっ？　俺メールしたよな、今日飲み会だって」

「…………きてないもん。メールきてないもん」

　慌あわててタケルがメールを確認する。送信時に電波が悪かったらしく、メールが返ってきてしまっていたことにタケルは気づいていなかった。

　これは明らかに、ご飯作ってあなたが帰ってくるのを待っていましたという状況ではなかろうか。

「ごめんっ！　メールの電波悪くて送れてなかったみたいだ……」

　タケルが謝ると、キセキはまたぷーっとなって両手で頰ほお杖づえをついた。

「うさぎさんから教えてもらった[image: 筑]ちく前ぜん煮に作ってみたのに……美味おいしくできたのにぃ」

「た、食べるよ。今日はしゃべってばっかであんまり食べれなかったからさ。やー美味うまそうだなぁ」

　さっさと流しで手を洗い、愛あい剣けんを椅い子すの横に立てかけ、制服の上着を脱いで席に着く。どうやらキセキも食べずに待っていたらしく、すっかりお腹なかが空すいてしまっているようだ。タケルがあくせくしながら顔色を窺うかがっていると、ふくれっ面つらのキセキがぷすっと空気を抜いてクスクス笑い出した。

「ごめんね、冗じよう談だんだよ。ちょっと遅おそかったから意地悪しただけ。ちゃんと斑鳩お姉様から連絡もらってた」

「な、なんだよ…………じゃあこの飯は？」

「煮物だし、明日も食べれるからいっぱい作ったの。本当にお腹空いてる？　食べるならあっためるよ」

　タケルが頷うなずくとキセキが立ち上がり、煮物をレンジへ持って行く。

「飲み物は何がいい？　お酒飲む？」

「やー散々飲んできたから酒はいいよ。お茶が飲みたい」

「お兄ちゃんザルだよね。キセキはお酒飲むと顔が真っ赤っかになっちゃうのに」

「酔よえないってのもつまらないもんだぞ。今日も杉波がやらかしたし、結局みんな酒が入って大変なことになった」

　急きゆう須すの温かいお茶を湯ゆ吞のみに注ぎながら、あははとキセキが笑う。

「みんなお酒弱いもんね～」

「帰り際ぎわになると素面しらふなのが俺だけになるから、後始末するのいっつも俺なんだよ。正直任務より変な汗あせ搔かくんだよな……」

「あ、先にお風ふ呂ろの方がよかったかな？」

　そこまで言って、キセキはハッとなる。

　冷蔵庫の前で頰ほおに手を当てて、ふるふると赤くなった顔を横に振ふった。

「な、なんか……新しん婚こんさんみたい、だねっ」

「はは、それ言うの何回目だよ」

「だってだって……キセキ、ずっとこういうのに憧あこがれてたから」

　モジモジと、照れ照れとしながらお茶と煮物をお盆ぼんに載のせてキセキがとことことやってくる。もうあの戦いから五年も経たつのに、キセキの見た目は変わらない。肉体的にはまるで成長していなかった。

　今年で二一になるはずなのに、あの頃ころの一五歳の少女のままだ。これも全すべて、いまだにキセキの中に百鬼夜行が宿っているということの証あかしだった。

「…………」

　横の愛剣を見やる。

　ミスティルテイン……ラピスはタケルと共に神になるという道を捨て、たった一人で神格へと至り、世界を現状維い持じのまま存続させた。

　朽くち果てかけていたタケルの身体からだは元通りになったが、キセキにかけられ鬼き呪じゆは解かれていない。それがどういう意味を表しているのかはわからないが、期待していなかったかと言われれば噓うそになる。

　だが、現状維持はタケルが求めていた結末だ。桜花にも言ったが、これ以上を望むのは贅ぜい沢たくだ。キセキを生かすという我が儘ままを通したのだから、その分の負債は自らの手で清算しなければならない。相棒に甘えるのは筋すじ違ちがいだ。

　気を取り直し、両手を合わせた。

「よし、食うかっ。いただきまーす」

「召めし上がれ～」

　煮物を箸はしでつまんで口に放り込む。よく味が染しみていて美味しい。さすがうさぎ直じき伝でんと言うべきか、元々料理の才能があったと言うべきか、キセキが作るご飯は上品でとても美味だった。

　雑談に花を咲さかせながら、二人は食事を楽しんだ。

　キセキは料理以外にも裁さい縫ほうなどにも興味を持ち、最近では少し独創的でタケルには理解しがたいが絵画にも手を出しているようだった。また、斑鳩と一いつ緒しよにいる時間が多いせいか、科学や生物学の勉強もし始めたらしい。最近では斑鳩の兵器及および抗こう魔ま設備の開発を手伝えるほどだという。

　斑鳩曰いわく、「あんたと違ってあの子はいろんな才能の塊かたまりよ」だそうだ。もしも普ふ通つうの人間だったなら、何かの分野で頭角を現していたかもしれない。

　そう。

　もしもキセキが、普通の人間と同じだったなら……。

「どうしたの、お兄ちゃん」

　雑談の最中に言葉が途と切ぎれ、呆ほうけていたタケルに心配そうな声をかけてきた。タケルは表情を取り繕つくろおうとしたが、じっとキセキの顔を見つめた。

「なあ、キセキ」

「うん？」

　里さと芋いもをもちもちと咀そ嚼しやくしながら、キセキが小首を傾かしげる。

「今、幸せか？」

　それは、ずっと聞けずにいたことだった。不安に思っていたわけでも、聞くのが怖こわかったわけでもない。前の状態に比べれば天と地ほども違うのはわかっている。

　だけど、タケルの求めた「普通」とはほど遠い状況であるのは間違いなかった。

　キセキは迷うことなく、にっこりと微笑ほほえんだ。

「うん、キセキはとっても幸せだよ」

　その笑顔に噓うそ偽いつわりが無いことはタケルが一番よくわかっている。

　タケルははにかむように笑って、「そっか」とだけ返した。

　その後、風呂に入り、二人は寝室で横になった。

　同じ布ふ団とんに二人は一緒に入っている。ここで暮らすようになってからは、眠ねむる時はいつもこうだった。キセキは、タケルが手を握にぎっていないと眠ることができなかった。

　キセキは毎夜必ず悪夢にうなされている。その夢の中で蘇よみがえるのは、殺され続けてきた頃の記き憶おくではなく、自分が殺した人々の記憶だった。顔も知らない人々を百鬼夜行が吞み込んでいく光景を、何度も何度も、毎夜見せられるのだという。その記憶は夢が作り出した幻げん想そうではなく、百鬼夜行が実際に見たものだ。

　彼女の中に宿る百鬼夜行が見せているのか、はたまた殺してしまった人々の怨おん念ねんか。理由はわからないが、罪はキセキを追い詰つめ続けた。

「………ごめん……なさ……い………………ごめんっ……なさい……」

　眠っている間も、キセキは涙なみだを流しながらひたすらに謝罪の言葉を繰くり返した。タケルもこの悪夢をどうにかしようとしたがキセキは悪夢を止めることを望まなかった。

『キセキは殺してしまった人達に、何もしてあげられないから』

　罪を背負いながら生きるということを、キセキは望んでいる。

　タケルは納なつ得とくするしかなかった。せめて朝起きた時にキセキが泣かずに済むように、こうして手を握り続けることだけが、今のタケルにできることだった。

　……本当にそうだろうか。

　タケルはキセキの身体を抱だき寄せて、優やさしく頭を撫なでる。自分が望んでいること……キセキにこれ以上の、人並みの幸せを望むことは、本当に間違っているのだろうか。

　ラピスはタケルに言った。

　幸せになってください、と。

「…………まだ、だよな……ラピス」

　状況に甘んじていたタケルは、この時再び、戦う決意をするのだった。







　後日の早朝。時刻にすれば朝六時。タケルは起き床しよう後すぐに副会長室に駆かけつけた。

　扉を開けると、鐵隼人と何故か桜花が先にいた。

「お、おはようございます！　遅おくれて申し訳ありません！」

　絶対隼人よりも先に待っていようと思ってこんな時間にやってきたのに、完全に先を越こされていた。大目玉をくらう覚かく悟ごをしながら敬礼をして、足と腕うでを同時に動かしながらデスクの前へやってくる。

　隼人は椅子に座ったまま腕を組み、いつものしかめっ面つらでタケルを睨にらんだ。

　相変わらずの強面こわもてだ。見た目に少しも変化が無い。老いを感じないというか、むしろ老いを撥はね除のけているといった感じだった。

　隼人は現在副会長という立場を兼けん任にんしながら、裏のエグゼを仕切っている。エグゼは公式では第零ゼロ殲せん滅めつ機動隊という唯ゆい一いつ無む二にの部隊であるが、体制が変わった後、裏で二つに分けられていた。

　大野木彼方が指揮を執とる表向きのエグゼと、鐵隼人が牛ぎゆう耳じる裏のエグゼだ。

　隊長は隼人、そして元副隊長のマグノリア・スカーレット、星白陽かげ炎ろう、ウェアウルフの豪ごうである。彼らの仕事は現理事長星白流の護衛、そして審しん問もん会が必要とする超ちよう法規的措そ置ち、つまり極めて美しくはない仕事である。

　鳳おおとり颯そう月げつの指揮下にいたマグノリアを含ふくむあの三人が隼人に付き従っている理由はわからないが、流が説得したということだけはタケルも聞いていた。どうやって説得したかはタケルには全く想像できない。陽炎が星白姓せいになっているのが一番わからない。というかわかりたくない。

　タケルは覚悟を決めて隼人の前に立ち、姿勢を正した。

「……昨日の件に関して、正式に謝罪と釈しやく明めいをさせてください！」

「いらん。それよりも、妹の様子は最近どうなっている？」

　あれー、と拍ひよう子し抜ぬけするタケル。てっきり昨日のことで呼ばれたのだとばかり思っていたからだ。横に桜花が控ひかえているのも謎なぞである。

「キセキですか？　今のところ、変わりありませんが……」

「外への関心が深まっていると聞いた。本当か」

　タケルは桜花を見た。別に密告されたなんて風には思わなかった。桜花もそんなつもりはないのか、真しん剣けんな表情でタケルを見て一度だけ頷いた。

「……ええ。それはまず間違いないと思います。でも──」

「原因に心当たりは？」

「原因……無いと思います。あそこで暮らしていれば、外への憧れを持つようになるのは普通かと……ただ、キセキが現状に不満があるということはありません。これははっきり言えます」

　タケルの言を聞いて、隼人は椅い子すに背を深く預け、ますます目を鋭するどく細めた。

「──子供ができたわけではないのだな？」

　…………。

「は？──い、いえっ、それはどういう意味でしょうか？」

　タケルが一いつ瞬しゆん目を点にしてから聞き返す。桜花も横で微び妙みような顔をしていた。

　しかし隼人は大まじめだった。

「鐵副会長……その心配は無いと、先ほど私が」

「草薙キセキのストレスを抑おさえるために、あの部屋にはカメラを設置していない。お前達は兄妹きようだいとしてかまだ関係が浅い。男と女だ、絶対にあり得ないとは言い切れん。間違いは犯おかしていないな？」

　……その懸け念ねんはごもっともなのだが、実に無ぶ粋すいな質問である。隼人が言うことなのでセクハラには聞こえないし、もし万が一キセキとの間に子供ができてしまえば本当に一大事となる。

　何もこれはキセキに限った話ではない。タケルも、子孫を残すことを許されていない。草薙にかけられた呪のろいは子々孫々に受け継つがれてきた。当然タケルが子供を作れば、その子もまた鬼の呪いを受け継いでしまう。男児であれば教育でどうにかできるが、女児であればキセキと同じか、もしくはそれ以上の百ひやつ鬼き夜や行こうが誕生してしまいかねない。それが兄妹であるキセキとタケルの子供となれば何が生まれてくるかわかったものではなかった。

　笑い事ではない。タケルは緩ゆるみかけた顔を引き締しめた。

「大だい丈じよう夫ぶです。俺、童どう貞ていですし」

　キリッ。凜り々りしく、はっきりと、誇ほこるようにタケルは言った。隼人はそれを聞いて驚きよう愕がくし、目を見開いた。そしてやがて静かに目を閉じる。

「…………すまない」

「謝らないでください……なんか、すごい、惨みじめになるんで」

「鬼呪を解く方法がわかれば心配はなくなる。行こう為いそのものも許可されるし、子供を作ることも可能になるだろう」

「や、妹と子供は作っちゃダメでしょ」

「どうでもいい。好きにしろ」

「「ダメでしょう!?」」

　桜花と声が重なった。隼人は真ま面じ目めで頑がん固こな男だが、時々とんでもないことを言う。タケルや桜花がその素すっ頓とん狂きような部分に振ふり回されることも少なくない。悪気は微み塵じんも無いのだろうが、結構おかしな人なのだ。

「鬼呪については各シェルターの連合と共に目下調査中だ。我々はこの問題を最優先に考えている。現状に甘んじることは危険だ……何かわかればいち早くお前に伝えよう」

　そう言って、隼人はタケルから視線を外し、デスクの引き出しを開けた。

　鬼呪について隼人が総力を挙げて対処しているのは事実だ。キセキの今の状じよう況きようが許されているのは、隼人や流が現上層部の人間を脅してくれているおかげだ。

　タケルがエグゼとして任務に参加できないのは、彼の命が上層部の人間を黙だまらせるカードだからだ。キセキが百鬼夜行を使って人間に危害を加えた場合、タケルの首にかけられた首輪が爆ばく発はつし命を落とす。

　兄の死はキセキが一番望んでいないことだからこそ、「キセキが百鬼夜行で故意に他人を傷つけたりしない」ことが言い切れる。もちろん、当たり前だが、こんなもので上の人間が納得したわけではない。隼人と流は、百鬼夜行に世界を破は滅めつさせないための道がこれしかないということを、半ば脅きよう迫はくするように上層部に突つきつけている。

　もしもタケルが別の要因で死んでしまえば、計画は水すい泡ほうに帰してしまう。今のキセキならたとえタケルが死のうと、仲間達がいるので暴走することはないだろうが、上の人間は口実を得てキセキを隔かく離りし、颯月がしていたようなことを繰り返す可能性が出てくる。だからこそ、タケルが実戦に出ることを隼人達は問題視しているのだ。

　タケルをキセキのそばで隔離するという案もあったし、タケルもその案を受け入れようとしていたが、キセキが望まなかった。現状、審問会が百鬼夜行に関して留意すべきことはキセキが望まないことを避さけることなのだ。

　隼人はデスクから白紙を取り出し、ペンを握ると再びタケルを見た。

「本題に戻もどるぞ。草薙キセキが『外に出たい』と思っているのであれば、これは由ゆ々ゆしき事態だ。外に出られないストレスがたまれば、百鬼夜行が無理矢理その願望を叶かなえてしまう可能性がある」

「それは……無いと思います。あいつが自分から今の状況を崩くずすことを望むとは思えません」

「一〇〇％無いとは言い切れん。先ほど峰城桜花から提案があった。首しゆ都と圏けん中央付近の復興はほぼ完かん了りようしている……故ゆえに、俺はこの案を採用しようと思う」

　案？　タケルが怪け訝げんそうにすると、隼人はペンをくるりと指先で一回転させて、鋭く目を細めた。

「草薙キセキの欲求を満たすために、お前達には草薙キセキと月一でデェトをしてもらう。拒きよ否ひ権は無い」

　…………。

「デート……ですか？」

「ああ────デェトだ」

　そんなドス利きかせて言われても……。

　タケルはぽかんとしたまま、しばらく脱だつ力りよく感が抜ぬけなかった。簡単に言えば、正式にキセキの外出を許可されたということだった。

　だがタケルも桜花もキセキの外出が審問会にとってどういう扱あつかいになるかということを、この時はまだよく理解していなかった。
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《隠密バンシー第六──総員、配置につきました。目標の尾び行こうを開始します》

《騎き士し機動第八──区画内全すべての施し設せつの警備、配置完了です。不ふ審しん者がいれば逐ちく次じ報告、拘こう束そくを実行します》

《薬師シーリー衛生管理部──目標の精神バイタルの監かん視しに入ります。報告後、グレイプニルの昏こん睡すい薬注入が必要な場合は命令を》

《鍛冶師レギン整備班──区画内に存在する全ての設備のコントロールは我々の監視下にあります。何かあった場合はいつでも区画内の電力をオフにできます》

「……了りよう解かい。では、任務を開始してください。各自、くれぐれも目標に気づかれないように」

《《《《了解》》》》

　緊きん張ちよう感に満ちた百ひやつ鬼き夜や行こう監視中隊の報告を聞いて、桜花は小さく息を吐はいた。

　彼女がいるのは東京タワーを模した電波塔とうの管制室だった。

「……こ、ここまで物々しくする必要、あるのでしょうか」

　管制室の中央の椅子に腕を組みながら座る隼人に、桜花は尋たずねた。

「当然だ。不測の事態への備えが完全でなければ俺は草薙キセキの外出を許可しない」

「……星白会長は……『オッケ～☆』と」

「判断するのは会長だが、危機管理は俺の仕事だ」

　だからといって、たかがデートにこの物量はやりすぎな気がしないでもない桜花であったが、人ひと払ばらいをせずにキセキを外に出すのであれば、このぐらいする必要があるのかもしれなかった。

　にしたって、第二次魔女狩り戦争を想起させる看板や、左さ翼よく団体の活動そのものや張り紙まで撤てつ去きよし、鬼という文字が書かれたもの全てを別のものに置き換かえる徹てつ底ていぶりには開いた口が塞ふさがらない。

「そろそろ時間だ。お前も現場へ急げ」

「……了解です。えっと」

　桜花が自分の格好と隼人の顔を交こう互ごに見る。

「エグゼの制服でいいわけがないだろう。着き替がえろ」

「ですよね」

「服は持ってきたのか？」

「もちろんです」

　バッグから女性用のレディーススーツを取り出した桜花に、隼人は深くため息を吐ついた。

「……杉波が前もって用意したものがある。それを着ろ、馬ば鹿か者もの」

「す、杉波チョイスですか？」

「スーツよりマシだ！　さっさと行け！」

　隼人に檄げきを飛ばされて、桜花は逃にげるように更こう衣い室へ向かった。

　ばつの悪そうな顔をしながら服を脱ぬぎ、斑鳩の用意した服に袖そでを通す。

　提案したのは自分だが、桜花は正直こんなに大事になるとは思っていなかった。それなりの監視がつくとは思っていたし、行動も制限がつくことを覚かく悟ごしていたが、まさか百鬼夜行関連の事実を知る精せい鋭えい達が全員出動するとは……。

　毎月これをやるのか……？　いったいどれだけの税金が吸われる？

「いや、それだけ危険が伴ともなうと同時に重要な任務なのだ。提案した手前、気を引き締めてかからねば……！」

　両手で頰ほおをパシンと叩たたいて、桜花は鏡を見た。

　……自分の滑こつ稽けいな姿に、その場で氷結した。何故なぜ着てしまう前に気づかなかったのか。
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　待ち合わせ場所の噴ふん水すい広場にやってきた桜花を見て、先に集まっていたキセキを含ふくむ元三五メンバーは一いつ斉せいに笑いを堪こらえた。

　約一名、爆ばく笑しようしている奴やつがいる。

「あはははははははは！　すげぇフリフリなんですけど！　長身の二〇代がピンク色のフリフリで頭にリボン！　着てる服はメルヘンなのにＶ系バンドの人にしか見え──」

「フンヌッ！」

「──きゃいん！」

　桜花の回し蹴げりが尻しりに炸さく裂れつし、マリが子犬のような悲鳴を上げる。タケルやうさぎも笑いを堪えるのに必死だった。別に似合っていないわけじゃない。可愛かわいいとは思う。だが、いろいろデカいし桜花のキャラに合っているかと言われると正直ＮＯだ。

「滑こつ稽けい萌もえって流行はやると思うのよね」

「杉波……！　お前の美学にとやかく言うつもりはないが、一五の時ならまだしも、さすがに二一でこの格好は無いだろうッ！」

「じゃ何で着てきたのよ」

「く、鐵副会長が、スーツじゃダメだと……私は、私服を買う習慣が無くて……」

「習慣ってあんた、その発言がもう女として終わってるわよ。どうせ学生の時も制服でずっと過ごして、審しん問もん官になってからもそのスタイルで今まできたんでしょ？」

「うぅ……」

　的を射ていたためか、桜花ががくりと肩かたを落とす。自分の姿の滑稽さに涙なみだを流す。

「この年ねん齢れいでこの格好が許されるのは……恐おそらく西園寺だけだ」

「それ誉ほめてるんですの……？　一周回って馬ば鹿かにしてませんこと……？」

「うぅ！　私だってなぁ、こういう服が似合う女子に憧あこがれていなかったわけではないのだぁ」

「二十歳はたち超こえたらもう女子って言わない方が……似合ってるとは言えませんけど、別にそこまで滑稽ではありませんわよ」

「う、うぉぉぉ……苦し紛まぎれのフォローが心に痛い」

　噴水に飛び込みそうな勢いで傷ついている桜花の肩に、タケルがぽんと手を置く。

「大だい丈じよう夫ぶだってぶふ桜花、俺は結構ぷふ似合ぷふってると思ぶふぉ」

「笑うのかフォローするのかどっちかにしろ……！」

「いやごめん。似合ってはいないな」

「言わんでもわかってるそんなこと！　改めて言うなっ！」

　皆みんなからいじられてしくしくと涙する桜花。

　そんな中で、

「あ、あのっ──かっ、可愛いと思いますっ！」

　突とつ然ぜん、キセキが声を張り上げた。皆がぎょっとして顔をキセキの方へ向ける。通行人達も何事かと一いつ瞬しゆん注意を引かれていた。

　キセキは慌あわててキャップ帽ぼうを深く被かぶり、赤くなった顔を隠かくした。

「あ、えと……い、いきなり大声出して……ごめんなさい……でもっ」

　一いつ生しよう懸けん命めい顔を上げようとしながらも、キセキはやっぱりうつむいてしまう。

　キセキの格好は五年前、最さい奥おう監かん獄ごくから逃げ出してきてタケルとの束つかの間のデートをした時と同じものだった。だぼだぼのトレーナーに、裾すその短いジーンズパンツ。まるであの悲劇の一日が目の前に蘇よみがえったと錯さつ覚かくするほどに、キセキの姿はあの時のままだった。

「でも、その……キセキは……可愛いと思います」

　桜花も突然の褒ほめ殺しに動どう揺ようしてしまって、口をあわあわとさせるばかりだ。無理矢理表情を取り繕つくろい、笑ってみせる。

「や……さすがに可愛くは」

「キ、キセキ、噓うそ吐つかないです。気持ちを隠すの、やめました……だから本心です」

「…………」

「桜花さんは……可愛いですよ」

「あ……ぅ……あ、あああ、ありが、ありがとう」

　二人とも真っ赤な顔でうつむき、黙だまり込んでしまう。そんな二人をちょっと離はなれたところで皆が見守っている。正直、何だこの空気、というのが感想だった。四人が輪を組み、小声で話し始める。

「そういえばキセキちゃんが桜花に話しかけるのって、戦争終結以来よね？」

「なんでしょうあの空気……とってもこそばゆいですわ。あそこだけ桃もも色いろ空間ですわ」

「悪くないカップリングね。もう今日はあの二人のデートにしちゃう？」

「杉波、気持ちは十二分にわかるけど、今日はお兄ちゃん優先して？　一番乗りさせて？」

「こ、こらそこーっ！　コソコソしてるんじゃなーい！」

　コソコソしているのに気づいた桜花が、空気に耐たえきれなくなってずかずかとこちらへやってくる。マリ達が桜花をからかい、騒さわがしくしているのを見て、噴水の前に立っていたキセキが、クスクスと笑いながら四人の方へ歩み寄る。

「…………」

　五人を眺ながめながら、タケルもまた微笑ほほえんだ。

　こんな光景がずっと見たかった。このために戦ってきた。キセキや仲間達が笑い合いながら、何でも無い日常の風景に溶とけ込んでいる。

「……また一つ幸せが叶かなったぞ、ラピス」

　タケルは肩にかけた刀かたな袋ぶくろの中の相棒に、ほっとした時のため息をするようにそう言った。
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　月一外出の最初のデートは滞とどこおりなく進んだ。皆でゲームセンターに行ったり、ボウリング、カラオケ、本屋、映画館、服屋……まるで学生が遊びに行くような場所を、一日かけて徹てつ底てい的に行き尽つくした。

　キセキも緊きん張ちようしていたのは最初だけで、慣れた頃ころにはあれもみたいこれもやりたいと皆にせがんだ。キセキを最奥監獄へ護送するという名目でタケルとの一時を過ごさせようとした、あの日叶えられなかったことを全すべてやった。

　キセキが望んだこともあり、皆一いつ緒しよに一日を過ごした。まるで普ふ通つうの少女のように、キセキははしゃいでいた。

　何をするにしてもそつなくこなす子だった。あらゆるゲームでハイスコアをたたき出し、歌は耳を疑うほどに上手うまい。ボウリングはスコア二七〇を記録し、本屋に立ち寄った僅わずか三〇分で三冊の考古学書を読み終え、二冊の絵画の本と微び生せい物ぶつ図ず鑑かんを購こう入にゆう。服屋では服そのものよりも、店員に服の作り方を聞いているようだった。

　そして夜になり、タケルとキセキは観覧車に乗っている。

　桜花達は観覧車を見上げながら、二人が戻もどってくるのを待っていた。

（兄妹きようだい水入らずの時間だけは、作ってやらねばな）

　桜花がコーヒーを飲みながら、インカムに耳を澄すませる。エグゼの定期報告に、今のところ異常は無かった。

　キセキの事情を知る隊員の数はそれほど多くはない。鳳颯月の指揮のもとキセキに関かかわっていた隊員は、隼人やマグノリア達を除いて全員百ひやつ鬼き夜や行こうに殺されている。

　各役職の精鋭からなる混成部隊。今キセキの監かん視しを行っているのは、来歴を精査し、面接を行って選ばれた者達である。

《隠密バンシー、観覧車周辺異常ありません》

《整備班、念のため観覧車の電源設備をチェックします》

《本部、了りよう解かい》

「…………峰城、了解」

　報告を聞き終えた後、桜花は顔を引き締しめて、観覧車の管かん理り棟とうに近づいていく整備班の男性隊員を睨にらんだ。

　今日一日をキセキと共に過ごしながら、同時に桜花は独自で混成部隊の監かん査さを行っていた。キセキに関する情報は外部へ漏もれないよう、混成部隊は徹てつ底ていした管理を行っている。今のところは百鬼夜行が一人の少女であるということは公共には漏れていない。キセキが外部の人間に狙ねらわれる可能性は極きわめて低いと言える。

　だが、内部であれば話は別だ。これまでも部隊に不ふ穏おんな動きがあることを桜花は感じ取っていた。可能性の話ではない。事実として、何度か不ふ審しんな点が見受けられたのだ。隼人もそれは気づいているはずだが、桜花には何もするなと言っていた。

　今までは基本的に元三五小隊メンバー以外の人間はキセキに接せつ触しよくできなかった。

　キセキが部隊の前に姿を現したのは、今回が初めてということになる。

　つまり内部に存在する不穏分子が動くのは、今日以外に無い。

　やはり睨んだ通りだった。整備班の隊員は電源設備をチェックすると言いながら、観覧車の支柱付近で足を止めた。ウェストポーチから何か、白い四角い物体を取り出したのが見える。

　プラスチック爆ばく弾だんだった。

（……馬鹿なことを）

　桜花は冷静に判断を下す。隊員がどういう意図でキセキかタケルを狙うのかは考えても仕方が無い。家族を百鬼夜行に殺された隊員は来歴をチェックした時点で選んでいない。人間関係も精査していたはずだ。混成部隊にいるのは全員天てん涯がい孤こ独どくな人間だ。

　歪ゆがんだ正義感か、破は滅めつ主義者か……いずれにせよ、止める以外に選せん択たく肢しは無い。

　だが無線で報告すれば、今回の外出は中止となり、以後も行われることはなくなるだろう。

　それは出来れば避さけたい。桜花が動けば他の隊員や隼人にバレる。

　桜花は予あらかじめこの展開は可能性の一つとして考こう慮りよしていた。

　故ゆえに、自分以外の、ここにいる誰だれも存在を知らない者に対処してもらう必要があった。

　桜花は目を閉じて、意識を集中させる。

　ヴラドを通じて自分の中に存在する、吸きゆう血けつ鬼きとしての因子を呼び覚ます。

《……仕事だ。皆に見えぬよう、姿を現せ》

　脳内で声をかけた瞬しゆん間かん、すぅっと、まるで幽ゆう霊れいのように、桜花の真横に人ひと影かげが出現した。

　それは黒いフードを着た人間だった。

《──ここに。ご命令を、我が主あるじ》

　短く答えたその人物は、女性だ。顔は見えないが、フードから垂れる赤みを帯びたブロンドの髪かみが性別を物語っている。

　彼女の姿は周りの人間には見えていない。恐らく魔ま法ほうに通じたマリですら、極限まで集中しなければ彼女の存在を認にん識しきできないだろう。

　桜花は整備班の男を睨んだまま、女性に命令を下す。

《あの男を移動させ、離れた場所で拘こう束そくしろ。出来るな？》

《ハッ》

《誰も殺させず、誰も殺すな。救え、それが私とお前の贖しよく罪ざいだ》

《御ぎよ意いのままに》

　返事の直後、ふっと女性の姿が消えたかと思えば、一瞬で男の背後に移動した。

　男は気づかない。さりげない動きで可か塑そ性爆ばく薬やくを貼はり付け、信管を突つき刺さそうとしたところで──女性が男の首元に触ふれた。

　途と端たんに、男は険しかった表情を失い、無表情になって直立した。

　女性が耳元で何か囁ささやくと、男は人形のように観覧車から離れ、人ひと混ごみの中へ消えていく。

《このまま私の住すみ処かへと移動します。隔かく離り期間は如何いかほどでしょう？》

《日付が変わるまでだ。私が到とう着ちやくするまで拘束は解くな》

《御意》

　桜花は少し思案した後、薄うすく瞼まぶたを開いた。

《……………ミムラス》

　引き留めるように、桜花がその名を呼ぶ。名前を呼んだのは、彼女と契けい約やくを結んで以降、初めてのことだった。女性の名はミムラス・ヴァレンシュタイン。かつて、ラフメーカーと呼ばれていた大量殺人者にして、桜花の家族の仇かたきだ。

　彼女は吸血鬼化した桜花に血を吸われ、血を分け与あたえられたことで、吸血鬼の使徒となった。それが桜花が成し遂とげた、死を望むミムラスに対する最大級の復ふく讐しゆうだった。

　彼女が桜花に付き従っている理由は、贖罪のためだった。

《……………………はい》

　わずかに戸と惑まどった後、ミムラスは返事をした。桜花もまた戸惑いつつも、伝えるべきことを伝える。

《……明日あした、弟が旧日本に来るそうだ》

《…………》

《会ってこい》

　ミムラスはしばし無言でいたが、やがてぽつりと答えた。

《………………会えません。私にはその資格がありません》

《何故なぜだ》

《私は贖罪のために、あなたから与えられた永遠の命を捧ささげると決めたのです。この機会を与えてくださったあなたのためにも……私が奪うばった多くの命と、私が与えた凄せい惨さんな悲劇への贖罪のためにも、命を救うこと以外に、私は許され──》

《私はお前を救うためにこんな命令を下しているわけではない。弟を救えと言っているのだ》

　突き放すように桜花は言った。本心だった。桜花は復讐を終えた後もミムラスを許したわけではない。

　復讐はもう終わったのだ。許すことはできる。甘んじることはできる。

　だがそれはミムラスも望んではいないし、桜花もまた、間ま違ちがいであると思っている。ミムラスにとって許しとは死と同義だからだ。

　だからこそ桜花は、彼女と共に人々を救い続けるという道を歩むと決めた。ただ単に生き続けさせるよりも、人を救い続け、贖罪をさせることこそが、復讐を果たした者の責任だと思ったのだ。またそれは同時に桜花にとっての贖罪にもなる。極ごく悪あく人といえど多くの命を奪い、復讐という罪を背負った者としての贖罪だ。

　復讐者とその仇として、真祖と血を分かつその使徒として、二人は手を取り合うのではなく、背中を合わせるのでもなく、光と影かげのように相反したまま贖罪の道を歩むのだ。

《明日、私の瞳ひとみはお前を追わない》

《…………》

《弟と二人で話せ。セージに全てを話せ。彼は……ずっと貴様のことを気にかけていた。どういう心境かは知らん。自分で確かめろ》

《…………》

《……もういい。行け》

　桜花はミムラスの背中を押すように言って、一方的に会話を終えた。

　決してミムラスに気を配ったわけではなかった。仇の弟に対しての義理しか桜花には無い。この判断をミムラスがどう受け取ろうと知ったことではなかった。

《……桜花様……感謝いたします……》

　礼など言われても、桜花は受け取るつもりはなかった。

　復讐を果たした仇に感謝されるいわれなど無いのだ。死よりも辛つらい結末を押しつけた相手に感謝されるなど間違っている。

　深く息を吐はき、桜花がインカムで無線の状じよう況きようを確認しようとすると、

《峰城、今のはお前か》

　隼人の声が耳に飛び込んできて、桜花は肩かたを震ふるわせた。

　秘ひ匿とく通信だ。観覧車の支柱の陰かげ。そこに鐵隼人がカリギュラを手に持ち、立っているのが見えた。

《……彼女が見えていたのですか？》

《俺を誰だと思っている》

　疑問に対する答えとして、それは説得力がありすぎだった。

《鐵副会長も、内部に不穏分子がいることに気づいていたのですね。もしかして、今回は初めから不穏分子をあぶり出すことが目的で……？》

《それもある。しかし草薙キセキに気分転換が必要だというのも本当のことだ》

《……一石二鳥、というわけですか》

　相変わらずどこまでも慎しん重ちようなくせに、どこまでも剛ごう胆たんな人だった。隼人が味方でいてくれることを、桜花は心強く思う。

　桜花が苦く笑しようしながらコーヒーを口にすると、隼人が踵きびすを返しコートを翻ひるがえした。

　そして人混みに消えていく前に一言。

《服、似合ってるぞ》

「ごふっ……！」

　口と鼻からコーヒーを噴ふきだしてしまい、桜花は慌あわててハンカチで口元を押さえた。何故こうして、時折不意打ちをしてくるのだろう。お茶目というより、天然なのではないかと桜花は思う。

　桜花は鼻をすんすんさせながら平静を装よそおい、再び観覧車を見上げた。

「んふ、んふふ……」

　いつの間にかマリがニマニマしながら笑っていた。

　斑鳩が怪け訝げんそうにマリの横顔を見る。

「何よ、気持ち悪いわね」

「なんかさ～、こうしてみんなと一いつ緒しよに遊ぶのなんて久しぶりだったからさ、学生の頃ころに戻もどったみたいだったな～って。そこにキセキちゃんも仲間入りでしょ？　いまさらだけど感かん慨がい深ぶかくってさ」

　うさぎもかつての過か酷こくな戦いを思い出したのか、感慨深そうに目を細めた。

「草薙と二階堂が魔ま導どう学園へ行った後は、戦いの連続でしたものね。当時はこんな日がまたやって来るだなんて、少しも考えられませんでしたわ」

「がんばったよね、あたし達。これはきっとそのご褒ほう美びでしょ」

　褒美と呼ぶには些さ細さいなものだけれど、心の底から価値のあるものだと言える。

　今でも時々、この日常が夢なんじゃないのかと思える時がある。

「そういえば……あの頃もこんな感じの寒い冬だったわね」

　斑鳩が手に白い息を吐きながら、観覧車を見上げる。

　戦争が終わってすぐの頃は、眠ねむりから覚めた時に見えるものが、自分の部屋の天てん井じようではなくて凍いてついた戦場や血ち腥なまぐさい戦いの情景なのではないかと思い、目を開くのが怖こわくなる時があった。現実感が湧わかない日々が何日も続いた。この日常が現実なのだと思えるようになったのは、キセキに接せつ触しよくすることを許されてからだった。

　戦争終結から一年が経たつまで、仲間達はキセキやタケルに会うことを許されなかった。

　まだ学園の再建も済んでおらず、キセキとタケルは魔導学園に一時避ひ難なんさせられていたのだ。桜花達は旧日本で復興の手伝いをしつつ共同生活をしながら、二人の帰き還かんを待った。

　一年後、情勢が落ち着く兆しを見せ始めた頃に、ようやく二人は戻ってきた。

　今でもあの時の事は覚えている。全員泣きながら抱だき合い、数時間その場を動けなかった。キセキは皆みんなに礼と謝罪を繰くり返していた。

　その時にようやく戦いは終わり、皆肩の荷にを下ろしたのである。

　長く苦しい戦いだった。悲願を達成した後も現実を突きつけられ、荒こう廃はいした世界を見つめながら、自分達がいったい何を救えたのかを問い続け、一年が経ってようやくその答えを得た。

　そして今日、また一つ……肩の荷が下りた気がする。

「こうして一つずつ……これからゆっくりと取り戻して行くのだろうな」

　桜花の声を聞きながら三人は薄く微笑ほほえむ。

　世界の傷は癒いえたとは言いがたい。問題が解決しても、新たな問題が浮ふ上じようしてくる。だけど以前ほどの絶望は無い。あの破は滅めつ的な状況を乗り越こえた仲間達にとっては、希望はいつもすぐそこにあった。

　今は幸せを嚙かみ締しめるだけでいい。それが許される程度には、元通りになったのだから。

　一人を除いて。

「…………」

　ラピスについての話は戦争以降、あまり触れることがなくなった。忘れたわけではない。一番近くにいたあいつが話さない限り、仲間達が聞くことは無い。

　ラピスがその後どうなったかを、タケルは多く語らなかった。鳳颯月を倒たおすための戦いの最後にタケルがしようとしていたことも、はっきりとしたことは聞いていないし、仲間達は聞こうともしていない。鐵隼人や星白流は詳くわしい事情を知っているのだろうが、聞いたところで意味が無い。

　戻ってきたタケルが何かを背負っていることはわかった。だけど、それが他の誰だれにも背負えるものではないことを、言葉にせずとも仲間達は理解できた。

　ラピスだけが帰ってこなかった。ラピスだけが、あの戦いで失われた。

　タケルは、「あいつはいつも俺達のそばにいる」とだけしか言わなかった。

　その言葉が意味するところは、センチメンタルで感傷的な、『死』を意味するのだろうか。

　桜花には、そうは思えなかった。

　桜花は観覧車のゴンドラに乗るタケルとキセキの姿に目を凝こらす。

　いつか話してくれるだろうか。あの日あの時、何があったのかを。

　桜花にはどうしてもラピスが死んだようには思えないのだ。タケルが言うように、今もまだそばにいるような……また戻ってくるような気がしてならない。タケルはもしかしたら、それを待っているのではないだろうか。

　桜花にはそう思えてならなかった。




　　　　＊＊＊




　上じよう昇しようしていくゴンドラの中で、タケルとキセキは街並みを眺ながめていた。こうして高い場所から眺めてみると、五年が経った今でも建設途と中ちゆうの建物が目立つ。

　五年前、この辺り一帯はほぼ全すべて更さら地ちと化した。灰と瓦が礫れき以外に何も無かった。再建のためにぐずぐずになった地じ盤ばんを固め、他県や他国から資材を集め、ようやくここまで元通りになった。それでも前に比べれば高層ビルは減ったし、今乗っている観覧車も前のものよりも数段に小さい。

「どうだ、観覧車」

　タケルは窓に手をついて外を眺めるキセキに尋たずねる。キセキは窓の外を見るのをやめて、タケルに微笑んだ。

「すごいね。お兄ちゃんの言ってた通り、ほんとに遠くまで見み渡わたせるんだ」

　タケルは窓の外を指さす。

「ずーっとあっちに行くと海がある。それからあっちの、明かりが少ない場所があるだろ？　あそこは境界線ボーダー、マリの故郷だな。で、あっちの方にず──っと山越こえて行くと、俺達の故郷」

「へぇ……なんか、鳥さんになったみたいだね」

　子供っぽい言い方に、タケルも笑えみを零こぼす。

「これからは月に一度だけど、こうして外に出ることができる。他にももっと行きたいところとかあるだろ？　山とか、海とかさ。泊とまりは無理かもしれないけど、日帰りで行ける場所ならどこでも大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　タケルが言うと、キセキは再び窓の外を見た。

　遠くを眺めるように、日が落ちた街並みを眺める。

　以前に比べて首しゆ都と圏けん内の明かりもだいぶ減った。高い場所から見ることで、その違ちがいがよくわかる。パッと見ただけならば復興は済んでいるように見えるかもしれないが、郊こう外がいにはまだ更地同然の場所もいくつかある。仮設住宅で暮らしている人々もまだいるのだ。

「こんなに綺き麗れいな街を……キセキは全部壊こわしちゃったんだね」

　目を細めながら、ぽつりとキセキは言った。タケルは黙だまり込み、ただ彼女の声に耳を傾かたむける。

　この事に関しては、もう何度も話をしてきた。百ひやつ鬼き夜や行こうはキセキの願望を叶かなえる力であり、百鬼夜行が行った全ての事はキセキが望んだことである。だからキセキが全て悪い。どんな罰ばつも受けるつもりだと、キセキは言う。

　だからタケルはこう返す。たとえ百鬼夜行がキセキの願望そのものであろうと、キセキに破滅を願わせた者は別にいる。全てはこうなるように仕向けた者達の罪であり、キセキが全てを背負う必要はない。

　話はいつも堂どう々どう巡めぐり。軽い喧けん嘩かもしたことがあった。そういう夜は、キセキは決まって酷ひどい悪夢にうなされる。だからタケルは今まで意図的にこういう話を避さけてきた。

「……キセキ、とっても嬉うれしいんだ。毎日お兄ちゃんと一緒にいられて、三五小隊のみんなも会いに来てくれる」
















「…………」

「痛いことも、苦しいこともない。こんな日が来るだなんて、思ってもみなかったよ」

　膝ひざの上で指を組み合わせて、キセキは遠くを見つめる。

「一昨日おととい、お兄ちゃん聞いたよね。キセキに、幸せかって」

「……ああ」

「キセキの答えは噓うそじゃないよ。本当にキセキは心の底から幸せ。昔と違って、今は生き続けたいって思える。みんなも……この世界も……そばにいてほしいって心から思える」

「…………」

「だけどこれ以上は……贅ぜい沢たくだと思うんだ」

　それはタケルが桜花に言ったことと同じだった。

　罪人が望むにしてはあまりにも贅沢。これ以上の幸福は都合が良すぎる。

　タケル自身もそう思ってきた。キセキの声に耳を傾けながら、タケルは自分の首に指先を触ふれさせた。冷たい金属の感かん触しよく。炸さく裂れつ式の特とく殊しゆなグレイプニルだ。百鬼夜行が他者を害した時に自動的に爆ばく発はつする首輪である。

　キセキが幽ゆう閉へいされることを自分への罰であると考えるように、タケルにとってはこの首輪こそが自分への罰だった。キセキを生かし続けることを選んだ責任として……自分の選せん択たくによりキセキを追い込んでしまった自分への罰として、タケルは命をかけている。

　故ゆえにこれ以上は望むべきではないと何度も心に言い聞かせてきた。現状こそが最良なのだと、現状ですら恵めぐまれた環かん境きようなのだと信じてきた。

　だが、そう信じ込ませようとする度たびに、頭の中で声がする。

　幸せになるように願ってくれた彼女の声がするのだ。

「……お前が幸せになることを、誰も責めたりしない」

　タケルが言うと、キセキは首を横に振ふった。

「誰かじゃないの。たぶんキセキ自身が、これ以上はダメって思ってるの。そう思えるくらいには……大人になれたんだと思う」

　本心でそう思っていなければ、百鬼夜行はキセキを外に出すために力を行使するはずだから。

　キセキは自分の胸に手を当てながら言う。

「外に出てみたいっていう気持ちはもちろんあるよ。行ってみたい場所、たくさんある。でも、キセキは今のままで十分幸せ」

「…………」

「だからお兄ちゃん。もうがんばらなくていいんだよ？　キセキは十分幸せだから」

　この時のキセキの笑顔は、噓うそ偽いつわりのない、健すこやかな笑顔だった。

「…………そうか」

　タケルは視線を膝の上に置いた剣けんに落とす。

　間違いなく胸を張って幸福な日々だったと言える、この五年間を振り返る。あれだけ絶望的な戦いに身を投じていたタケル達からしてみれば、本当に奇き跡せきのような五年間だった。失ったものは多くとも、その分の価値ある日々だった。

　だけどそろそろ──また、一歩前へ踏ふみ出す頃ころだ。

　タケルは剣を刀かたな袋ぶくろの上から握にぎり締め、顔を上げた。

「ごめんな。でも俺は──これじゃ納なつ得とくできねぇ」

「……お兄ちゃん」

「お前が良くても、俺はこれじゃ幸せになれねぇ」

　キセキを真まっ直すぐに見つめながら、タケルははっきり言った。

　これはお前のためじゃない。俺のためだ、と。

「心の隅すみっこでは、お前も俺も、いつもどこかで怯おびえながら生きている。この幸せは、ガラス細工みたいに脆もろいんじゃないか……何かあればすぐにでも壊れてしまうんじゃないか、って」

　剣を持ち上げ、ゴンドラの床ゆかに鞘さや尻じりをつける。

「お前が感じてる罪の意識は否定しない。それは、お前や俺が背負うべきものだからだ。払ふつ拭しよくすることは永遠に叶わないだろう」

「…………」

「だけどがんばるなっていうのは無しだぜ。俺はお前が普ふ通つうに外を歩いて、他の人間と同じように普通に生きることを望み続ける。もう自分の力に怯えながら過ごさなくていいようにしてみせる。そのためなら、俺は何だってやる」

　タケルの言葉に、キセキは少しだけ瞳ひとみを揺ゆらした。

　タケルの目は、五年前から少しも変わっていない。兄のわがままさが、自分よりも遥はるかに上なのだということを、キセキは改めて思い知る。

　こういう男だ。平へい穏おんな日々のせいでキセキは忘れていた。

　何を言っても、聞きやしない。

　キセキは苦く笑しようしつつ、頰ほおを指で搔かいた。

「……お兄ちゃんは、変わらないなぁ」

「おう。人間そうそう変わるもんかよ。あとなんだ……やっぱり何より」

　タケルは肩かたを竦すくめて真しん剣けんな顔で言う。

「──俺一生童どう貞ていとか、ぜったい嫌いやだし」

「ふっ！……くっ……そ、そこなんだ？　首輪とかじゃなくて、嫌なのそこなの？」

　笑い事ではないのだが、キセキは口元を手で押さえた。この正直者め、というツッコミがキセキの中に湧わいてくる。タケルは大まじめだと言わんばかりに眉まゆを顰ひそめた。

「笑ってっけど、お前もだからな？　子供作れないんだぜ？」

「うん……いやでも、そういうのは考えたこと、なかったかなぁ？」

「噓つけ。お兄ちゃんの赤ちゃん欲しいとか、こちとら寝ね言ごとで何回も聞いてんだよ」

　キセキが硬こう直ちよくした。

「……噓だよね？」

「噓じゃねーよ。横で寝てる俺の気にもなれよ。兄としてどういう顔すりゃいいんだよ」

　キセキは顔を逸そらして恥はずかしそうに両手で覆おおった。耳まで真っ赤である。タケルはその照れっぷりを鼻で笑う。

「いまさら何赤くなってんだ。お前が変態だってことは俺が一番よく知ってる」

「へ、へへへ、変態さんじゃないもん！　しょーがないじゃん好きなんだもん！」

「何赤くなってんだ、普ふ段だん恥ずかしげもなく愛があればお兄ちゃんでもどうのこうの言うくせに」

　やんやんと顔を横に振るキセキ。

「それとこれとは話が違うよ～……寝言だもん……」

「まあ、いい加減俺も諦あきらめた。あんだけはっきり言ったのにお前が俺を兄としてだけじゃなく……いや違うな。最近わかってきた、お前はむしろ俺が兄だからこそ──」

　キセキが両手をぶんぶん振りながら立ち上がる。

「言わなくてもいーよっ。ていうかキセキだって知ってるもん！　お兄ちゃんが持ってるエッチな本の中に妹──」

　タケルもガタンと勢いよく席を立つ。

「──ば、馬ば鹿かなっ！　エアコンの上というどう足あ搔がいてもお前じゃ手の届かない場所に隠かくしておいたのに何故なぜそれを！」

「しかも彼女いるのに手を出しちゃう類たぐいのやつ！　何だろっ、キセキも将来そういうポジションに落ち着くことを期待してるのかなおにーちゃん！　酷いおにーちゃんだね！」

「ええいっ、いくら兄貴でもなっ、毎晩密着して眠ねむってるといろいろ頭を過よぎるんだよ！　悶もん々もんとすんだよしょうがねぇだろ！」

「なんだよなんだよっ、お兄ちゃんだって変態さんだよっ。そんなその場凌しのぎをするくらいならもういっそ手を出しちゃえばいいのに！　男らしくないよ！」

「むしろ男らしいだろ!?　俺は世せ間けん体てい以外にもいろんなものを守るために心を鬼にしてだなぁ！」

　とってもしんみりとした空気の中で、しんみりとした話をしていたはずなのに、〆シメがとんでもなく下世話な話に転化していた。あんなにぎこちなかったこの二人も、今ではこんな風に普通（!?）の兄妹きようだい喧嘩ができるぐらいには親密になっていた。

　ちなみにその頃地上では──

「……なんかタケル達が乗ってるゴンドラ、めっちゃ揺れてない？」

「すごくギシギシいってますわね……キセキさんが高所恐きよう怖ふ症しようだったとかでしょうか？」

「たまにいるらしいわよ……気分が高こう揚ようして観覧車で事に及およぶバカップル」

「──隠密バンシー班聞こえるか！　中の状じよう況きようはどうなっている!?」

《死角で見えません！　おい整備班監かん視しカメラはどうなっている！》

《馬鹿なっ、さっきまで動いていたはずなのにっ！　これも百鬼夜行の力だというのか……！》

《こちら鐵。回転スピードを上げさせろ。子供ができる前に二人を引きずり下ろせ》

　──揺れ動くタケル達のゴンドラに右往左往する三五小隊とエグゼがいた。

　周りの慌あわてっぷりもつゆ知らず、タケルとキセキはくだらない喧嘩を続ける。

　散々言い合った後、ゴンドラが速度を上げたのに気づいて、二人は再び席についた。

　気まずい空気の中で、二人はそっぽを向き合う。

　二一にもなって何やってんだ俺は……高校生じゃあるまいし。タケルは少し頭を抱かかえたい気分だったが、言いたいことは言ったつもりだ。全部が全部キセキのためだけじゃない。自分のため、キセキのため、仲間のため、世界のため。全部ひっくるめた結論がこれだった。

　──戦い続けること。

　長かった休きゆう憩けいはおしまい。そろそろまた走り出さなくては。現状に甘んじる草薙タケルではないのだから。

　地上はもうすぐだ。五年ぶりのデートと、あの時乗ることができなかった観覧車が、なんだかものすごくしょーもない会話で終わってしまいそうだった。

「ねぇ……お兄ちゃん」

　キセキが上うわ目め遣づかいにこっちを見ていた。タケルが顔を向けて小首を傾かしげる。

「……五年経っても誰だれも選ばないのは、子供ができないから？」

　兄妹だからなのか、ストレートな質問だった。タケルは目を閉じて、冗じよう談だんではなく、真剣に答える。

「それもある。鬼き呪じゆを自分の子供に背負わせたくはないからな」

「……それだけじゃないってことだよね。キセキのことは……いいよ。お兄ちゃんの気持ちは、あの時きちんと受け取ったから」

「…………」

「でも、みんなは待ってるよ？　お兄ちゃんの答え」

　タケルは目を細めて、床についた剣をぎゅっと握りしめた。キセキも、タケルが握る剣に視線を移す。

「……わかってる。俺の中ではもう、答えは出てるんだ……でも」

「まだ、立ち直れない？」

「…………うん」

　弱々しく、タケルは笑った。

「もう五年も経つのに、歳としを重ねるごとに募つのっていく感じだ。美化されてんのかもしれないけど、失しつ恋れんってのはキツいもんだな。まったく、女め々めしいったらありゃしねぇ」

　苦笑するタケルの顔には今までのような覇は気きはなく、遠くの誰かを想おもう気持ちが隠し切れていなかった。キセキにはタケルの気持ちがよくわかる。自分も同じように振られてしまったからだ。それを今もまだ引きずっているし、諦め切れていない部分がある。

　キセキとタケルとの違いは、相手が今もそばにいるかいないかということだ。

「でも」

　だがタケルは、遠くを見つめながらも、下で待つ仲間達を見た。

「決着つけねぇと、相棒にも、みんなにも怒おこられちまう。何様だ～ってな」

　剣を背負い、タケルは立ち上がる。

「だから、ちゃんと答えるつもりだ」

「……そっか。もう決まってるんだね」

　キセキが薄うすく微笑ほほえみながら問うと、タケルは頷うなずいた。

　そして顔を引き締しめ、キセキに手を差し伸のべる。

「──全部終わったら、相手をちゃんと幸せにしてみせる」

　キセキは少しだけ寂さびしそうに微笑みながら、タケルの手を取り、立ち上がる。

　搭とう乗じよう口ぐち前にはすでに仲間達がフェンスに身を乗り出しながら待ち構えていた。何で皆みんながこんなに血相変えているのかはわからなかったが、キセキは仲間達を見下ろしながら口元に指を当てつつ考え込む。

「ちなみに、誰かな？」

「おいおい、全部終わったらって言ってんだろ」

「言っておくけど、全員っていうのは無しだよ？」

「…………」

「お　兄　ち　ゃ　ん　？」

「冗談。もう決まってるって言ったろ？」

「……ほんとかな～。エッチな本の傾けい向こうからすると……」

「エッチな本の傾向で予測しないでください。草薙に二言はねぇ」

　ふん、と胸を張る兄の横顔を見て、キセキはクスリと笑う。一度は禁断の恋こいに身を委ゆだねたキセキだったけれど、あの恋が無知からくるものだということを、今はよくわかっていた。

　でも、噓うそじゃないことは確かだった。偽いつわりなんかじゃなかった。何故なら今もその想いは、キセキの中にあるからだ。

　キセキは草薙タケルを愛している。兄としても、男としてもだ。

　だけど彼を一人の男として幸せにできるのは、きっと自分以外の別の誰かだ。だからキセキは妹として、兄を幸せにすることに決めていた。

　それでいいと、今は心から思える。

　──さて、兄はいったい誰を選ぶのだろう？

　それを楽しみにしながら、キセキは兄との最初のデートを終えるのだった。
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　翌々日の午前一一時。草薙タケルは関東聖域内部にある孤こ立りつ監かん獄ごくへとやってきていた。

　臨界点クリテイカルポイントより地下数百メートルに掘ほられた地下道を、靴くつ音おとを響ひびかせながら歩く。

　ここへやってきた理由は、セージから鬼呪に関する新情報を手に入れたからだ。

　ヨーロッパシェルターの聖域探査班が、第一次魔ま女じよ狩り戦争前にドイツの魔術結社が根城にしていたアジトを見つけ出し、調査を行った結果、ある文ぶん献けんを発見した。

　かつてドイツは極右思想による独裁政治を行っており、魔術的な実験を数多く繰くり返していたらしい。その実験データの中に、『呪』に関するものがあった。

　幻げん想そう生物がもたらす呪のろいを兵器として運用しようという試みは失敗に終わったが、そのデータの中に、『解かい呪じゆ師し』という言葉が出てきた。

　一いつ般ぱん的に呪い魔法を使用する魔女は多くいたが、魔女が使用する呪いと幻想生物が使用する呪いは全くの別物と言っていい。

　斑鳩の調べでは、鬼呪は杉波朱雀すざくのような遺伝子存在に近いとされている。子々孫々に至るまで何かを受け継つがせるには、科学的には遺伝子操作をする必要があるためだ。斑鳩が実証できたのはそこまでだった。遺伝子に付ふ与よさせられた魔術的な呪いを解く方法は皆かい目もく見当がつかなかったのである。

　だが、ドイツの文献に残っていた陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいとされている解呪師は、その方法を一五〇年以上前に解明したのだという。

　データは破は棄きされており、それ以上の詳しよう細さいは記されていなかった。

　しかし──その中に、一人の男の影かげが潜ひそんでいた。幻想生物の呪いを兵器として扱あつかうための実験に参加し、また同時に、解呪のための神器召しよう喚かんを手伝ったと記されていた。

　名前は書かれていなかったが、タケルはその男のことを嫌いやというほど知っていた。

　いくつもの隔かく壁へきを越こえ、監かん獄ごくの最さい奥おう部へと足を踏ふみ入れる。

　かつてキセキが幽ゆう閉へいされていた場所に似て、その場所は薄うす暗ぐらく冷たい。

　ライトに照らされているのは、中央に置かれた椅い子すだけだ。

「…………」

　タケルは椅子まで近づき、腰こしを下ろす。

　タケルが息を吐はき、顔を上げると同時に、前方でスポットライトで照射された。

　光の下には、拘こう束そく具と鎖くさりで繫つながれた、一人の男が眠っていた。

「…………五年ぶりか？　元気そうだな」

　タケルが声をかけると、男はうっすらと目を開き、顔を上げた。

　金色の髪かみと、薄ら寒さむくなるような笑えみを湛たたえたその顔を……永久に続く苦痛を味わっていてもなおあの頃ころの光を失うことのないその瞳ひとみを、忘れるわけがない。

「おや、もう五年も経たったのかい？　僕には一いつ瞬しゆんのことのように感じたよ」

「…………」

「だが一生にも勝まさる一瞬だ。今ならキセキさんの気持ちがよぉくわかる……こりゃなかなか味わい深い絶望だ」

「…………」

「で？　今日はどうした草薙タケル、僕が恋しくなったかい？」

　タケルは答えない。ただ男を──ホーンテッドを睨にらみつけたまま、静かに座っていた。

　ホーンテッドも彼を睨みつけ、口元に笑みを作っている。

　あの戦いの時と、何一つ変わっていなかった。

　タケルはホーンテッドを殺しきれなかった。

　いや、殺しきらなかった。あの土ど壇たん場ばで秘奥義の使用を中断し、自分の居場所へ帰るために奥義を放った時、タケルは攻こう撃げきをホーンテッドの急所から逸そらしたのである。

　利用価値があると思ったからだ。何百年、下手をすれば何千年も生きている可能性のある人間の情報は極きわめて貴重だ。草薙の呪いを解くために必要な知識を持っているかもしれない。

　殺意と利益を秤はかりにかけて、タケルは利益を選んだ。

　結果的に、その思おも惑わくは正しかったと言えるだろう。

「率そつ直ちよくに言う。解呪師について知っていることを吐はけ」

「ふむ。背が伸びたか？　ますますオロチに似てきたねぇ。ところでマリさんは元気かな？　おっぱい、おっきくなっちゃった？」

「いや」

「そうかそうか安心した！　そうでなくちゃあねぇ、僕のマリさんだもの！　間ま違ちがっても巨きよ乳にゆうになっちゃいかんのですよ！」

「答えろ」

　くだらない世間話を続けるつもりはなかった。いくらこちらを挑ちよう発はつしてこようとしても、タケルには通用しない。この五年でそれなりに精神面も成長している。

　もうこいつに対して怒いかりを向けることはない。何の感情も湧わかなかった。ホーンテッドは口を尖とがらせた。

「つまらない大人になったなぁ……いいじゃないか世間話ぐらい」

「お前が戦前、ドイツの研究所にいたことは知っている。解呪師のことを聞かせろ」

　拘束具に縛しばられたまま身を捩ひねらせ、やれやれとホーンテッドが首を振ふる。

　前まえ髪がみの隙すき間まから、冷ややかな目をタケルへ向けた。

「教えてもいいが、見返りを寄よ越こせ」

　正直、意外な答えだった。こいつから情報を引き出すのは、それはもうこじれると思っていたからだ。見返りだけで話すような男とは到とう底てい思えなかった。

「……何が欲ほしい。マリはやらんぞ」

「マリさんは僕が手に入れる。君の手は借りない」

「じゃあ何だ。ダーインスレイヴか？」

「ナハト、元気か？」

「あの戦いの後、一度も声を発していない。あれはお前以外には何も答えない」

「んーふん、まあ、違うよ。結果としてナハトを解放してもらう必要はあるけどね」

　──その時点で、タケルはホーンテッドが何を要求してくるか察しがついた。

「僕が求めるのは物でも人でもない。わかってるだろぉ、草薙タケル……僕が求めるのは絶望だ」

「…………」

「解呪師の情報、居場所を教えよう。アレはまだ生きているはずだ。キセキさんを救う方法も教えよう、必要ならば僕の力も貸してあげるよ」

「もしお前の情報が噓であった場合、もしお前が裏切った場合、ダーインスレイヴをへし折る」

　ホーンテッドにとってナハトがどれほど大切な存在かはわからないが、少なくともタケルにとってのラピスと同等の存在であることは間違いない。

　宿敵だ、そのぐらいはわかる。この脅おどしは有効なはずだ。

「それでいいとも。僕は絶対に裏切ったりしない。見返りさえ寄越してくれれば後はどぉぉでもいい」

　ホーンテッドは鎖を引きちぎらんばかりに引っ張り、身体からだを思い切り前へ出し、ギチギチとタケルの方へ首を伸ばした。

　右目をすぼめ、左目を大きく見開きながら、彼はタケルを直視する。

「──再戦を。あの戦いの続きを寄越せ」

「…………」

「死に場所を得たと思ったんだ。敗北した僕は、あそこで汚お濁だくと悔くやしさと無念に塗まみれながら晴れやかに死ぬべきだったんだ。それを君は裏切り、僕を絶望させた。心地ここちよい絶望ではなく、胸むなくそが悪くなるような甘ったるい絶望に叩たたき落とした。本当にたいした男だよ、心の底から反吐へどが出る」

「…………」

「こうして生きながらえているという君に与あたえられた屈くつ辱じよくを晴らし、僕は再び世界へ絶望の花を咲さかせに行く。望みはそれだけさ」

　ギラついた両の目が、戦いを求めている。

　あの戦いをもう一度。

　胸の前で両りよう腕うでを組み、タケルは目を閉じる。戦いの記き憶おくが蘇よみがえる。

　タケルは顎あごを上げ、口の端はしから牙きばを覗のぞかせながら、うっすらと目を開いた。

　その赤き鬼おにの瞳は、ホーンテッドを見下しながら、歪いびつに孤を描えがいた。




　──いいぜ、負け犬。もう一回だ。




　それが草薙タケルの、

　三五試験小隊の新たな戦いの狼煙のろしだった。
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　孤立監獄の扉とびらを出ると、外では全員集まっていた。

　峰城桜花、二階堂マリ、西園寺うさぎ、杉波斑鳩。

　元三五試験小隊のメンバー全員が、プロペラを回すヘリを背にしながら立っている。

「行き先、決まった？」

　マリの問いに、タケルが答える。

「南極だ。そこにナチスの残党がシェルターに潜せん伏ぷくし、呪いに関する実験を続けているそうだ」

「ずいぶんと古い名前が出てきたな。連中は本当に一五〇年も南極に引きこもっていたのか？」

　桜花が腕うでを組みながら思案する桜花の横で、斑鳩が風に白衣を遊ばせながら髪を押さえる。

「あり得る話よ。ナチスは戦争中期までは審しん問もん会との繫がりが深かったし、それよりも何よりもアルケミストを大きくしたのはあの連中だもの。何もせずくたばったとは思えないわ」

　顎に指を当てながら、うさぎが目を細める。

「ということは、フェニックスを摘てき出しゆつできていない最後の『作られた天才デザイナーズ・チヤイルド』もそこにいる可能性が高いのではありませんこと？　だったら一石二鳥ですわね」

　うさぎの言葉に頷うなずきながら、タケルは皆みんなのもとへやってくる。

「そういうことだ。杉波朱雀の因いん縁ねんも、百ひやつ鬼き夜や行こうの呪いも、丸ごと終しゆう止し符ふを打てる可能性が出てきたってわけだ」

　腰の刀の柄つかに手を置いて、タケルは皆に視線を送る。

　全員、覚かく悟ごを決めた笑えみをタケルへ向けた。

「オッケー。そうと決まれば話は早いっしょ！　行ってぶっ潰つぶして、解呪師をかっ攫さらう！」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶりながら、マリがマフラーを風に揺ゆらせる。

「南極となると、超ちよう高高度を飛行できる輸送機が必要だな。現在聖域内で活動できる限界時間は二時間。位置がわかるなら、それだけあれば十分だ。やろう、タケル……鐵副会長には私が話す」

　桜花が髪を手で押さえながら強く頷く。

「やれやれ、幻想教団ヴアルハラ、アルケミスト、審問会に神様……そんで今度はナチスの残党？　まったく、雑魚ざこ小隊には荷が重すぎるわよね」

　斑鳩のぼやきに、うさぎがふんすと鼻を鳴らして狙そ撃げき銃じゆうのボルトを引いた。

「そんなの今に始まったことじゃありませんわっ。わたくし達にやってできないことなどございませんっ」

　タケルはそれぞれの意志を汲くみ取り、小さく笑う。

　一いつ緒しよに来てくれ、なんて言う必要は無かった。こいつらは、嫌いやだと言っても無理矢理ついてくる。昔も今も変わらない。

　仲間は仲間だ。どんなに月日が経ってもここが切っても切れない居場所だということを思い知らされる。

　ここにいて、また再び仲間と共に走り出せることが、タケルは何よりも嬉うれしかった。

　剣けんを握にぎり、前を向く。

「三年ぶりの再結成といくか。歳とし食ったなぁ、みんな」

「そこは大人になったって言いなさいよねっ」

「そうだぞタケル！　まだ二一だ！　ピチピチのプリンプリンだ！」

「あんたもうそれ、言い方がババくさいわよ」

「二一でこんな話してたら、大野木隊長にぶん殴なぐられますわよ。わたくし達はまだまだこれからですわ」

　皆を伴ともなって、タケルは先頭を歩き、ヘリへと向かう。

　向かい風は身体を押し返すように強きよう烈れつで、行く手を阻はばむ。

　だが、うさぎが言ったように、今に始まったことじゃない。長い休息も得た。戦う力は万ばん全ぜんだ。

　仲間も、相棒も、ここにいる。

「ところで、あたしら何なの？　どういうチームなの？」

「三五……混成部隊か？　なんか締しまりが悪いな……」

「三五未み婚こん小隊とかどうかしら」

「二一でしょ!?　年ねん齢れいから離はなれてくださいまし……変に名めい称しよう変えなくてもいいですわよ」

「だな」

　タケルは苦く笑しようしてから、いつものように顔を引き締める。

「んじゃ行くぜ、用意はいいかお前ら」

「──望むところだ。命令を、隊長」

　懐なつかしい響ひびきだ。かつてタケルは隊長だった。

　そして今も、変わらず彼女達の隊長だ。

　エグゼ、鍛冶師レギン、教師。それぞれの道を歩もうとも、五人の……六人の進む道は重なり続ける。居場所であり続ける。

　戦い続ける。全すべてが救われるまで。

　そのためにタケルは剣を抜ぬき、切っ先を行く手へ向けて──




「三五試験小隊──状じよう況きよう開始だ！」




　──いつものように、新たな戦いの火ぶたを斬きって落とすのだ。








More After...






　──目を開けると、一面の瑠る璃り色だった。

　どこまでも広がる瑠璃色の亜あ麻ま畑だ。

　様々な色の混じり合う黄昏たそがれの空は、ひび割れてもいなければ、崩ほう壊かいしてもいない。

　ただ美しいだけの光景が遠くまで伸のびている。

　息を吸い込むと、甘い香かおりがした。頭には柔やわらかく、温かい感かん触しよく。

　寝ね返がえりを打つように顔を真上へ向ける。

　優やさしい顔の、少女がいた。

　まるで母親のように、まるで女め神がみのように、柔らかくて尊い。

　青年は彼女を見上げながら、その頰ほおに手を伸ばす。

　少女は頰に触ふれた手の感触を愛いとおしそうにしながら、彼を見下ろす。

「……お久しぶりです、宿主」

「…………いつもそばにいてくれたのを、俺はわかってた」

　タケルの言葉に、ラピスはにっこりと微笑ほほえむ。

　タケルも薄うすく笑った。

「……俺、もしかして死んだのか？」

「いいえ。奥さんと生まれたばかりの子供達にキスをして、眠ねむりについただけです。安心してください。また朝が来れば、幸せな日々に戻もどれます」

「…………そうか」

　タケルは安心したような、ほんの少しだけ寂さびしそうな顔をしながら、ラピスを見つめる。

「どうして、会いにきてくれたんだ？」

「わかりません。私が神として世界に行えたことは、あなたの身体からだを元に戻すことだけでした。だから私が今あなたの夢の中にいられるのも、奇き跡せきとしか言いようがありません」

「…………」

「強しいて言うなら……あなたが目的を果たしたからじゃないでしょうか。それが、私とあなたの繫つながりを取り戻させたのでしょう」

　わからないけれど、そう思う方がきっと幸せですと、ラピスは言った。

　タケルは何度も何度もラピスの頰を撫なでた。

「俺……約束守れたんだよな？」

「はい」

「全部、救えたんだよな？」

「はい」

「……そうか」

　安あん堵どしたように、タケルは目を閉じる。今度はラピスが頭を撫でてくれた。

「……相手、意外だったろ？」

「いいえ、少しも？　宿主らしいかと」

「結構大変だったんだぜ？　実はその件に関しても一ひと悶もん着ちやくあったんだ」

　タケルは世間話をするように、楽しげに声を弾はずませる。

　いろいろなことを話した。たくさんの幸せな記き憶おくを伝えた。

　だけどどういうわけかすごく眠たくて、たくさん話したいことがあるのに、頭を撫でる感触が気持ちよくて、すぐまどろんでしまう。

「なあ……ラピス、もっと話したいことがたくさんあるんだ……」

「いつも、そばにいますから」

　そんなこと、わかってる。いつも感じていた。温ぬくもりの消えた剣を手にしていても、そばにいてくれていることに気づいていた。姿は見えなくても、存在を感じられた。

　だけど、こうして触れられる時間を、惜おしまずにはいられない。

「……また会えるよな？」

「ええ……必ず。これからはいつでも、眠りの中で会えますから」

　それを聞いて、タケルは心から安あん堵どして、深く息を吐はく。眠りに抗あらがうことをやめて、タケルは安らぎに身を委ゆだねる。

　風が吹ふいた。

　花びらが舞まう音がして、

「……宿主、私との契けい約やくを覚えてらっしゃいますか？」

　優やさしい声が、鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　ああ、当たり前だ。覚えている。

　タケルは心の中でそう答える。

　忘れられるわけがない。

　あの時の質問に対する答えは、あの頃と何一つ変わっていなかった。

　──問い一。あなたには異い端たん審しん問もん官になる意思がありますか？──

　──問い二。あなたには魔女を駆逐する意思はありますか？──

　──問い三。あなたは自分の目的のために、自分を捨てられますか？──

　──問い四。あなたは目的のためならば、大切なものを捨てられますか？──

　──そして、

「これが、最後の問いです」

　──最後の問いは、




「宿主……あなたは今、幸せですか？」




　重い瞼まぶたを最後に開いて、タケルは黄昏たそがれの空の下で微笑むラピスの顔を見る。

　涙なみだはいらない。何故なぜなら、これは別れではないから。

　幸せな日々は、これからも続いていくから。

　だからタケルは今この瞬しゆん間かんを嚙かみ締めながら、答える。

「ああ……お前がいてくれたおかげで、とても、幸せだ」

　美しい笑え顔がおが、目の前にあった。

　花びらが空を舞い、優しい風が吹き抜ける。

　頭を撫でる感触が眠りを誘さそう。

　眠りの中で眠りに落ちていく。

　全ての戦いを終えたタケルは、再び幸せな日常へ戻っていく。

「私もあなたがいてくれて……とても幸せです、宿主」

　この、瑠璃色の温もりに抱いだかれながら、安らかに──。

















あとがき









　──短編集なのにおっぱい控ひかえ目めとか何考えてるの？　というわけで出ました、ある意味でほんとの最終巻。お久しぶりです、柳やなぎ実み冬とう貴きでございます。

　いかがだったでしょうか、後日談。二一歳になってもこいつら変わんねーな、と思いつつ読んでいただけていたら嬉うれしいです。

　さて、前々からあとがきで書こう書こうと思っていて書けていなかった著者のキャラ別の所感なんかを、さっそく書いていきたいと思います。




【鳳おおとり桜おう花か】

　キャラクターコンセプトは「もう一人の主人公」。改めて一巻の表紙を見ると、なおさらかっこよく見えると思います。

　後半になるにつれてヒロイン力が上がってきた彼女ですが、生みの苦しみが一番大きかった子でもありました。作中でも何度か出てきましたが、「一番強くて、一番心が弱い子」です。いや、「弱かった子」です。悪人を容よう赦しやなく殺すヒロインというのは正直、結構な冒ぼう険けんでした。かなり無理を言って通したのを覚えています。

　苦労した分、愛着がものすごいです。精神的に成長し、仲間意識がだんだんと強くなっていく彼女は、書いていて自分も成長させられていくように感じました。いままで書いたことのないキャラクターでしたが、本当にたくさんの思い出をいただきました。

　桜花で一番気に入っているシーンは、七巻でタケルと一いつ緒しよに銃じゆうを撃うつところですね。一巻の約束を果たすためにタケルがやってきたところの桜花は、「超ちよう女の子やん……」と、書いていて思わず呟つぶやきました。




【二に階かい堂どうマリ】

　キャラクターコンセプトは「ライバルヒロイン」「魔ま女じよっ子」「乳が行方ゆくえ不明」。

　とても書きやすい子でした。明るくて、空気が読めて、誰だれとでも仲良くなれて、裏表が無くて、戦いも恋れん愛あいもこうと決めたら突つっ走る子です。語ることがねぇ！　ってぐらい、作中そのまんまのキャラなんですよね。

　一番人気のキャラだったと思います。著者がビジュアル面で最もこだわったキャラクターでして、「貧ひん乳にゆう」「マフラー」「キャスケット帽ぼう」。僕はキャラクターデザインに関してはイラストレーターさんに自由に描かいてもらうことが多いのですが、この子に関しては「絶対外さないでください！」とキャラクターメモに書いたのを覚えています。

　ふふん、最高に可愛かわいかったろ？（一〇割切きつ符ぷ先生のおかげ）

　マリの気に入っているシーンは、八巻のお風ふ呂ろで桜花と身体からだ洗ってるシーンと、二巻ラストの笑え顔がおですね。アニメ化するにあたって、「この笑顔は絶対に再現してください！」と目を血走らせながら言ったくらいですから。




【杉すぎ波なみ斑鳩いかるが】

　キャラクターコンセプトが「母性本能」「主人公の元カノ」。実際に付き合っていたわけではないけれど最初っからそういうポジションを意識していました。

　予想以上に元カノっぽくなりましたよね。ギャグパートではっちゃけていた彼女ですが、主人公との絡からみは一番しっとりしていたのではないでしょうか。エッチなシーンを書く時に明るく楽しく書くことが多いのですが、彼女との絡みはねっとりしたところを出したいなと。大人っぽいけど子供っぽいところもあり、超ちよう頑がん固こでもあります。小隊のお母さん、なんて風に書いたことがありました。結構難しい過去を背負ったキャラクターでもあり、彼女が主体のお話である三巻は一番難航しました。

　著者は一番女の子らしい子だと思っています。一番恋愛してたよね、斑鳩。

　斑鳩の一番気に入っているシーンは、三巻のラ○ホでのシーンと、九巻でタケルと額をコツンてさせるところですね。超女の子やん。




【西さい園おん寺じうさぎ】

　キャラコンセプトは「小隊のマスコット」。可愛い、愛らしい、守ってあげたい、いじめたい。そんなところを前面に押し出せるように書きました。

　前回のあとがきで書いた通り──この子のビジュアルは僕の趣しゆ味みです。ああ欲よく望ぼうの塊かたまりじゃ。最初にキャラデザを見せていただいた時に、「おほ」って変な声が出たのを覚えています。しかしあがり症しようスナイパーって今考えるととんでもねぇなと思います。この子があらゆる面で一番成長したなぁ。彼女が背負っているものはあくまで家の事情で、他のメンバーに比べるとスケールは小さいのですが、その分応おう援えんしてあげたくなりました。礼れい真まをタケルがぶっ飛ばしたシーンは僕も書いていてスカッとしました。

　うさぎで一番気に入っているシーンは、四巻の礼真に嚙かみつくところと、一〇巻でのスナイパー対決ですね（最後の狙そ撃げきは正直やりすぎた）。狙撃対決は他のメンバーの派手な戦いと違ちがって、別種の緊きん迫ぱく感かんがあり、書いていてとても楽しかったです。




【ミスティルテイン（ラピス）】

　初期のキャラクターコンセプトは「武器少女の相棒」。後期のコンセプトは「裏ヒロイン」です。初期の頃ころからいろいろ設定はあったのですが、そういった裏設定的な部分はシリーズが続かないと出すことができないので、「できれば」という風に考えていました。

　皆みなさんのおかげで彼女の全すべてを書ききることができてよかったです。

　彼女の結末は完全無欠のハッピーエンドとは言いがたかったかもしれません。しかしあの結末は「ラピスならどうするか」と考えた末のものでした。

　初期の彼女は宿主が全てで、宿主が自分を使ってくれればそれでよかった。それが六巻以降は少しずつ変化していき、九巻になると小隊メンバーのことも見るようになっていきました。それでもやはり宿主が一番なのがラピスです。小隊メンバーよりも、自分自身よりも宿主が一番なんですね。

　ラピスの一番好きなシーンは、六巻の魔ま女じよ狩がり化のシーンと、タケルとの別れですね。あと九巻でほっぺたプーッてしてるイラストが超お気に入りです。




【カナリア】

　キャラクターコンセプトは「跳はねっ返りの妹」。

　タケルが最終巻で彼女に対して「妹よりも妹っぽい」というようなことを考えていましたが、まさにその通りで、主人公が恋愛感情を一いつ切さい抱いだいていない子であり、他のメンバーとは違う位置にいるキャラクターでした。デレはするけどそういうデレじゃない、みたいなね。戦いの後は斑鳩と一緒に住んでいます。人前ではツンツンしてますけど、今もうめっちゃマザコンですよ。

　お気に入りのシーンは最終巻のタケルとの連れん携けい。




【星ほし白じろ流ながる】

　キャラクターコンセプトは「姉ロリ」。

　ヒロインではないですが、物語において重要な助すけっ人とになってくれた子ですね。地味だけど、結構なファインプレーを連続してたりします。この子とタケルの絡からみは書いていて楽しかったんですよね。タケルが年下の男の子っぽくなるのは、実はこの子の前だけなんです。斑鳩はお姉さんキャラだけど、タケルがお兄さんキャラでもあるので夫婦漫まん才ざいになりますし。

　お気に入りのシーンは八巻でタケルを撫なで撫でするシーン。




【鐵くろがね隼はや人と】

　キャラクターコンセプトは「最強」。

　プロトタイプだと彼が主人公でした。兄貴的なキャラクターが欲ほしかったので、形を変えて登場しております。汚きたない大人がいっぱい出てくる本作ですが、頼たよれる大人も描きたかった。実は裏で桜花を守っていたという設定も気に入っています。七巻表紙の桜花の後ろで、隼人が彼女のことを見てるんですよね。切符先生グッジョブとしか言い様がない。なんだかんだ、桜花に娘むすめみたいな感情を抱いているのは間ま違ちがいないでしょう。書き下ろし短編での「似合ってるぞ」発言はまさにそういう感じだと思う。

　お気に入りのシーンは一〇巻の回想で子供の桜花を抱き上げるところですね。




【ホーンテッド】

　キャラクターコンセプトは「悪役のステレオタイプ」。

　まさにコンセプトの通りで、「あー、いるいる」って感じのキャラですね。ただそれだけだと面おも白しろくないので、彼の中にも信念のようなものがあるっぽく書きました。意外と好評をいただいていた……？　そういう意見もあるらしいです。ええ、僕も気に入ってはいますよ。まさか宿敵になるとはね。著者もどっちかと言えばクズなので、書いていて楽しいキャラクターではありました。

　同時に書いていてこんなに疲つかれるキャラも初めてだよ！

　お気に入りのシーン……三巻で伊砂いすかに説教するシーンと六巻のタケルとのシーンでしょうか。あ、いや、一二巻で隼人が降ってきたところかな。「──ぴッ」ってところ。




【草くさ薙なぎキセキ】

　キャラクターコンセプトは「背徳感」「悲劇のヒロイン」だけど「いい子ではない」。

　妹との恋愛作品は昨今珍めずらしくもないですし、僕も好きです。ただ妹モノの何が好きなのかプライドとか世せ間けん体ていとか抜ぬきにして考えてみてください。

　確実に背徳感です。恐おそらく妹モノが好きな人はコレを求めているはずです。実際に妹がいようがいなかろうが関係ありません。ツンデレ系だろうがお兄ちゃんしゅきしゅき系だろうがそこに背徳感を求めている。そう、キセキが好きだというそこの人──あなたは変態だ！　問題ない。僕も変態だ。

　自分なりにがんばって背徳的な妹キャラに描いたつもりです。ヤンデレ妹というよりは、病やむしかなかった妹が正しいですね。彼女の精神は決して脆もろくありません。あれだけの苦しみに長年耐たえ続け、辛かろうじて正気を保っていたことがその証しよう拠こです。いい子ではないと書きましたが、それもしょうがない。あんな状じよう況きようで誰も憎にくむなって方が無理な話です。前にも書きましたが、この子の内面はあくまで普ふ通つうの女の子として書きました。

　僕もキセキが救われてほっとしています。彼女は超幸せになってるとだけ言っておきます。でも、タケルとはただの兄妹きようだいになれたんですかねぇ。わかりませんねぇ性的な意味で。

　冗じよう談だんはさて置き、お気に入りのシーンは五巻の「キセキを殺してくれないかな」です。




【草薙タケル】

　キャラクターコンセプトは「エゴの塊かたまり」「半分背負うマン」「ひたすら我が儘ままに足あ搔がく」。

　正直、書き始めた頃、この主人公を受け入れてもらえるか不安でした。中には「上っ面つらだけじゃん」と思った人もいると思うのです。ホーンテッドもその部分を指し摘てきしています。読んでくれた方々も、何か違い和わ感かんを感じた方がいらっしゃるのではないでしょうか。

　実はその通りで、人の気持ちがわからない、上っ面であることが事実だということが五巻で判明しました。そして彼の内面に深く関かかわる部分が出てきて、その結果読者さん方も、「あ、こいつネジがどっか外れてるんだ」とわかっていただけたのではないでしょうか。

　上っ面も突き詰つめれば本物になり、行きすぎればやがて狂きよう気きになる。でもどういうわけか、そういう狂気に惹ひかれてしまう人も中にはいると思っています。

　書けば書くほど愛着が湧わいていく主人公でした。好き嫌きらいがはっきり分かれる主人公だと思います。僕は好きです。書き終えた後で、自分よりもタケルにお疲つかれ様と言ってあげたいくらいでした。

　お気に入りは前口上全ぜん般ぱん。ダサい？　いいんだよ本人も著者もかっこいいと思ってるんだから！




　さて、『対魔ま導どう学園35試験小隊』はこれで完結となります。なんかあんまり有意義なキャラ別所感じゃなかった気がしないでもない。終わるとなると寂さびしいですね。本当に充じゆう実じつした四年間でした。新作もがんばるんで、よろしくどうぞ！

　今回は謝辞を一言で終えようと思います。

　この作品に関わってくださった、読んでくださった皆さん、本当にありがとうございました。それでは、またいつかお会いできることを祈いのりつつ。





柳実冬貴



















柳実冬貴

●やなぎみとうき



デビュー作『量産型はダテじゃない！』

短編集にも著者紹介文があることを思い出し、新作でもおっぱいを叫ぶと言っておきながらすでにネタ切れであることは確定的であり、今書いている時も頭を抱えている始末。というか思うんだけど、著者紹介を著者本人が書くってどうなんです？　もはや紹介の体を為していないことを差し引いてもどうなんです？　本当なら「柳実冬貴でやんす。おっぱい大好きでやんすどぅふふ」だけで終わっちゃうのにもう15回短編集＆後日談ですよろしくお願いします。
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